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本書は、鎮西山再整備事業に先立ち、社会資本整備総合交付金を受けて、令和 3 

年度に鎮西山の山頂一帯で実施した埋蔵文化財発掘調査の報告書です。 

鎮西山は、町の北部にある標高 202mの山です。山頂一帯では地表観察で曲輪’ 

土塁．横堀などの痕跡が部分的に認められることから、以前から町内唯一の中世

山城が存在していたということは分かっていました。 

昭和 63 年から平成初期にかけて、鎮西山生活環境保全林整備事業により、「鎮

西山いこいの森」として山全体の整備が行われました。その後も鎮西山の整備は

続き、山登りや散歩だけの利用ではなく、スポーツ、レクリエーション、憩いと

安らぎ、野外学習の場として町内外の方に広く活用されてきました。近年は、山

頂に設置した東屋・展望台・ベンチなどの公園設備や、アスレチック広場の遊具

類、キャンプ場の施設などの老朽化が進み、この度再整備することになりました。 

今回の調査成果として、山城の築城当時の構造を知るうえで貴重な資料を得る

ことができました。副郭の調査では、副郭全面の遺構検出を実施し、曲輪内に掘

立柱建物・柵列の建物跡や堀跡などを確認しました。主郭・副郭の周辺下を巡る

帯曲輪のトレンチ調査では、切岸・横堀・土塁などの痕跡を検出し、遺構の残存

状況が良好で、築城時期が戦国時代であることが分かりました。また、山頂の調

査では、12'--13 世紀頃の多種多様な中国産の陶磁器類が多く出土し、山城の築城

前には山岳信仰との関連が考えられる建物跡や墓などの遺構を確認しました。 

本書が学術研究のみならず、住民の皆さんとともに多くの方々の文化財への理

解と認識を深める一助となり、歴史教育・学術の振興に幅広く活用いただければ、 

幸いと存じます。 

最後になりましたが、発掘調査にあたり、多大な御指導並びに、御助言をいた

だきました佐賀大学全学教育機構教授の宮武正登教授をはじめ、関係各位の皆様

に対し深く感謝申し上げます。 

令和 4年 10月 

上峰町教育委員会 

教育長 野 口 敏 雄 
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1・本書は鎮西山の再整備事業に伴い、令和 3年度に調査を実施した佐賀県三養基郡上峰町大字堤字三本黒木に 

所在する鎮西山城跡の発掘調査報告書である。 

2・発掘調査は上峰町教育委員会の委託を受けて、欄埋蔵文化財サポートシステムが実施した。 

3‘山頂の調査面積は5,598dである。 

4・現地での発掘調査は令和 3年 12月 21日から令和 4年 3月 19 日まで行った。 

今回の発掘調査に際し、下記の方々から助言・協力を頂いた。（敬称略・順不同） 

宮武正登（佐賀大学）、末光博史（佐賀県文化・スポーツ交流局文化課文化財保護室） 

太田睦・豊嶋輝彦（みやき町教育委員会）、河野竜介・古賀静夏（吉野ケ里町教育委員会） 

5・整理作業、調査報告書作成は上峰町教育委員会の監督のもと、欄埋蔵文化財サポートシステムが実施した。 

6・整理作業、報告書作成は令和 4年1月 24 日から令和 4年 10月 31日まで行った。 

7・本書の執筆は第I・n章を上峰町教育委員会の松浦智が行い、その他を開埋蔵文化財サポートシステムの 

中田裕樹と儀村康行が担当した。 

8・本書の編集は上峰町教育委員会の松浦の監修のもと、株埋蔵文化財サポートシステムの儀村が行った。 

9・今回の調査で出土した全ての遺物及び現場で作成した図面・写真・その他の記録類は、上峰町教育委員会で保 

管している。 

凡 例 

1．鎮西山城跡の略号は「TNZ」である。 

2．遺構番号に記した 2文字のアルファベットは、遺構の種別を表す。 

SA 	柵列、SB 	掘立柱建物跡、SD 	溝状遺構、SK 	土坑、Sx 	陛格不明遺構 

P 	小穴・柱穴 

3．本文・挿図中の方位については全て座標北を基準としている。 

4・土器・陶磁器類の小破片で器種名の判断が難しいものについては、本文・表中の記号で×を用いている。 

（例】壷×賓） 

5，表中の数値に付した記号で（ ）は残存値・最大値を表す。 

6・本文・表中の中国産磁器「碗」・「椀」の使い分けについて、器種では「碗」を用いているが、分類については『大

宰府条坊跡 xv 陶磁器分類編 』に基づいて「椀」を用いている。 

7‘土層断面実測図中の一点破線は掘削停止線を表す。 

8．本書に掲載した遺物実測図の標記は、以下のとおりである。 

遺物断面が白ヌキのもの 	 陶磁器・土師質土器・土師器・鉄製品 

遺物断面が黒塗りのもの 	 須恵器 

遺物断面が灰色のもの 	 瓦器 

遺物断面が斜線のもの 	 石製品 



調整が同じで、その単位がわかるもの 	 長破線 

粕と付着物、黒斑など、その範囲を示す必要があるもの 	一点破線 

遺物表面に煤が付着する部分 	 網掛けグレ120% 

石製品で二次加工痕が認められる部分 	 網掛けグレ140% 

鉄津・輔の羽口・壁土で表面が残存している部分 	 網掛けグレ160% 

9，本書に用いた陶磁器・須恵器・土師質土器・土師器・石製品の分類及び年代観は、以下の文献による。 

〔陶磁器〕 	山本信夫 『大宰府条坊 xい陶磁器分類編 』太宰府市の文化財 第 49集 

太宰府市教育委員会 2000 

森田勉 「14~ 16世紀の白磁の形式分類と編年」 『貿易陶磁研究 No.2』 貿易陶磁研究会 1982 

上田秀夫 「14~ 16世紀の青磁碗の分類」『貿易陶磁研究 No.2』 貿易陶磁研究会 1982 

乗岡実 「中近世の備前焼播鉢の編年案」『第 3 回中近世備前焼研究会発表要旨』 2000 

〔須恵器〕 	間壁忠彦 「備前焼」『考古学ライブラリー』60 ニュー・サイエンス社 1991 

山本信夫 「型式の設定と編年」『宮ノ本遺跡n 窯跡編 』 太宰府市の文化財第 10集

太宰府市教育委員会 1992 

森田稔 「8，中世須恵器」『概説 中世の土器・陶磁器』中世土器研究会 真陽社 1995 

〔土師質土器〕 徳永貞紹 「肥前における中世後期の在地土器」『中近世土器の基礎研究』VI 

日本中世土器研究会 1990 

〔土師器〕 	松本隆昌 「肥前（佐賀県）における土器からみた貿易陶磁 肥前府中の古代末～中世前半の 

資料から 」『中近世土器の基礎研究』XI 日本中世土器研究会 1996 

〔石製品〕 	木戸雅寿 「皿土器・陶磁器 13．石鍋」『中世の土器・陶磁器』 中世土器研究会編 1995 

10．先の市町村合併により上峰町周辺の町村も合併が進み町村名が変更になっている。本書では現在の市町名の

あとに（ ）で旧市町村名を記している。 
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5ブ No.9 トレンチ調査前（北東から） 9ワ 	No.2 5 トレンチ掘削完了・西壁面土層（北東から） 

5-3 No.9 トレンチ西壁面土層（東から） 98 	No.26 トレンチ掘削完了・西壁面土層（北東から） 

5-4 No.9 トレンチ掘削完了（南から） PL. 10-1 曲輪n（副郭部）調査状況（天が北） 

5-5 No.11トレンチ東端土層（南東から） 10-2 	SA2・8・10, SB6・7・9.. SDS.. SK3, SX12 

5-6 No.11トレンチ西側掘削完了（東から） 検出（天が南） 

5ワ No.11 トレンチ東側掘削完了（西から） PL. 11一1 	SA2 検出（東から） 

5-8 No.12 トレンチ西壁面土層（北東から） 11ツ SA8 検出（西から） 

FL. 6-1 No.12 トレンチ掘削完了（南から） 11-3 	SB6・7 検出（西から） 

6-2 No.13 トレンチ西壁面土層（北東から） 11-4 SB6 - F15 遺物出土状況（西から） 

6B No.13 トレンチ掘削完了（北東から） 11-5 	SB9 検出（南から） 

6-4 No.14 トレンチ東壁面土層①（南西から） 11-6 	SD4 土層（北から） 

6-5 No.14 トレンチ東壁面土層②（南西から） 11-7 SD5 トレンチ1南壁面土層（北東から） 

6-6 No.14 トレンチ掘削完了（北西から） 11-8 SD5 トレンチ 2 北壁面土層（南東から） 

6ワ No.15 トレンチ調査前（西から） FL. 12-1 	SKl検出（西から） 

6-8 No.15 トレンチ南壁面土層（東から） 12ツ SKl遺物出土状況（西から） 

PL. 7-1 No.15 トレンチ掘削完了（北東から） 12-3 	SK3 検出（南から） 

72 No.16 東側トレンチ調査前（北西から） 12-4 SK3 土層（南から） 

73 No.16 東側トレンチ西壁面土層（北東から） 12-5 	SX12 検出（東から） 

74 No.16 東側トレンチ掘削完了（北西から） 12-6 SX13 検出（北西から） 

7も No.16 西側トレンチ西壁面土層（南東から） 12-7 SX13 遺物出土状況（北東から） 

76 No.16 西側トレンチ掘削完了（北西から） 128 宮武教授による現地指導 

7ワ No.17 トレンチ西壁面土層（東から） FL. 13-1 	No.7 トレンチ出土遺物（Fig.21 - 2) 

78 No.17 トレンチ掘削完了（南西から） 13-2 	No.11 トレンチ出土遺物 (Fig.28 - 2) 

FL. 8-1 No.18 トレンチ東壁面土層（南西から） 13-3 	No.11 トレンチ出土遺物 (Fig.28 - 3) 

82 No.18 トレンチ掘削完了（北から） 13-4 	No.11 トレンチ出土遺物 (Fig.28 - 9) 

8B No.19 トレンチ東壁面土層（北西から） 13-5 	No.11 トレンチ出土遺物 (Fig.28 - 10) 

8-4 No.19 トレンチ掘削完了（北から） 13-6 	No.11 トレンチ出土遺物 (Fig.28 - ii) 

85 No.20 トレンチ東壁面土層（南西から） PL. 14-7 	No.11 トレンチ出土遺物 (Fig.28 - 13) 

8-6 No.20 トレンチ掘削完了（北から） 14-8 	No.11 トレンチ出土遺物 (Fig.28 - 14) 

8-7 No.21 トレンチ西壁面土層（北東から） 14-9 	No.11 トレンチ出土遺物 (Fig.29 - 16) 

8-8 No.21 トレンチ掘削完了（北から） 14-10 No.11 トレンチ出土遺物 (Fig.29 - 24) 

PL. 9-1 No.2 1 トレンチ遺物出土状況（東から） 14-11 No.12 トレンチ出土遺物 (Fig.31 - 1) 

9-2 No.22 トレンチ西壁面土層（南西から） 14-12 No.13 トレンチ出土遺物 (Fig.33 - 4) 

9弓 No.22 トレンチ掘削完了（北西から） PL. 15-13 No.14 トレンチ出土遺物 (Fig.35 - 4) 

94 No.2 3 トレンチ西壁面土層（東から） 15-14 No.15 トレンチ出土遺物 (Fig.37 - 1) 

g5 No.2 3 トレンチ掘削完了（南東から） 15-15 No.15 トレンチ出土遺物 (Fig.37 - 3) 



15-16 

15-17 

No.15 トレンチ出土遺物（Fig.37 - 4) 

No.15 トレンチ出土遺物（Fig.37 - 5) 

19-42 

19-43 

その他の出土遺物 (Fig.78 - 6) 

その他の出土遺物 (Fig.78 - 8) 

15-18 No.19 トレンチ出土遺物（Fig.47 - 1) 19-44 その他の出土遺物 (Fig.78 9) 

15-19 No.20 トレンチ出士遺物（Fig.49 - 3) 19-45 その他の出土遺物 (Fig. 78 - 10) 

PL. 16-20 No.21トレンチ出土遺物（Fig.51 - 2) PL. 20-46 その他の出土遺物 (Fig. 78 18) 

16一21 No.21トレンチ出土遺物（Fig.51 - 3) 20-47 その他の出土遺物 (Fig. 78 - 19) 

16-22 No.21トレンチ出土遺物（Fig.51 - 5) 20-48 その他の出土遺物 (Fig.79 - 23) 

16一 23 No.23 トレンチ出土遺物（Fig.54 - 2) 20-49 その他の出土遺物 (Fig.79 - 29) 

PL. 17-24 No.23 トレンチ出土遺物（Fig.54 - 7) 20-50 その他の出土遺物 (Fig.79 - 32) 

17-25 No.23 トレンチ出土遺物（Fig.54 - 10) 20-51 その他の出土遺物 (Fig.80 40) 

17-26 No.26 トレンチ出土遺物（Fig.59 - 1) 20-52 その他の出土遺物 (Fig.80 47) 

17-27 No.26 トレンチ出土遺物（Fig.59 - 2) FL. 21-53 その他の出土遺物 (Fig.80 - 54) 

17-28 SB6 (Fig.64-1), 21-54 その他の出土遺物 (Fig.80 - 57) 

その他の出土遺物（Fig. 82-48 ・ 49・50) 21一 55 その他の出土遺物 (Fig.81 - 65) 

17-29 SB6 出土遺物 (Fig.64 - 2) 21-56 その他の出土遺物 (Fig.81 - 68) 

PL. 18-30 SB7 出土遺物 (Fig.66 - 5) 21-57 その他の出土遺物 (Fig.81 - 69) 

18-31 SD4 出土遺物 (Fig.69 - 3) 21一 58 その他の出土遺物 (Fig.81 - 70) 

18-32 SD5 出土遺物 (Fig.71 - 1) 21-59 その他の出土遺物 (Fig.81 - 71) 

18-33 SKl 出土遺物 (Fig. 73 - 1) 21-60 その他の出土遺物 (Fig.81 - 72) 

18-34 SKl出土遺物 (Fig.73 - 2) 2 1-61 その他の出土遺物 (Fig.81 - 73) 

18-35 SKl 出土遺物 (Fig.73 - 3) FL. 22-62 その他の出土遺物 (Fig.81 - 77) 

18-36 SKl 出土遺物 (Fig.73 	4) 22-63 その他の出土遺物 (Fig.81 - 78) 

18-37 SKl 出土遺物 (Fig.73 - 6) 22-64 その他の出土遺物 (Fig.81 - 81) 

18-38 SKl 出土遺物 (Fig. 73 - 7) 22-65 その他の出土遺物 (Fig.82 - 82) 

PL. 19-39 その他の出土遺物（Fig.781 1) 22-66 その他の出土遺物 (Fig.82 - 86) 

19-40 その他の出土遺物（Fig.78 - 2) 22-67 その他の出土遺物 (Fig.82 - 87) 

19-41 その他の出土遺物（Fig.78 - 4) 22-68 その他の出土遺物 (Fig.82 - 88) 
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I ．遺跡の位置と環境 

1 鎮西山城跡の位置（Fig. 1) 

鎮西山城跡が所在する佐賀県三養基郡上峰町は、佐賀県東部の穀倉地帯である佐賀平野のほぼ中央、三養基郡の

西端に位置しており、東部は同郡みやき町（旧中原町・旧北茂安町）と、南部は同郡みやき町（旧三根町）と、西

部は神埼郡吉野ケ里町（旧東脊振村・旧三田川町）と境を接している。また、この神埼郡との境界は古代以来の三

根郡との郡界を踏襲しており、現在も町のほぼ中央を東西に横断する国道 34 号付近の旧三田川町と境を接する地

域は郡境地区と呼称されている。 

鳥栖市から佐賀市大和町（旧佐賀郡大和町）に至る佐賀県東部には、北部に脊振山地、その南麓に発達する更新

世丘陵、さらに南部には有明海へと続く沖積平野が展開するという、変化に富んだ地形が発達している。なかでも、 

山麓部から沖積平野部へ移行する部分に発達する更新世丘陵は、山麓部に源を発し有明海へと南流する大小の河川

によって浸食され北から南へ延びる舌状を呈した段丘を数多く形成している。そして、これらの段丘は古くから人々

の生活の場として利用され、段丘上には数多くの遺跡が分布し、遺跡数、内容ともに県内でも有数の地域となって

いる。 

そのようななか、南北に細長い町域をもつ上峰町においても、北部に山麓部、中央部に更新世丘陵部、南部に沖

積平野部と、この佐賀県東部の特徴的な地形が展開しており、とくに中央部に発達する更新世丘陵地域を中心に遺

跡の分布が知られ、古くから「遺跡の宝庫」と呼ばれてきた。 

今回、調査を実施した鎮西山城跡は上峰町の北部、大字堤字三本黒木に所在する。山城跡の立地については脊振

山系の九千谷山～石谷山間の南西麓に位置する鎮西山の山頂上にある。鎮西山は、山頂の標高が 202m、南麓の登

山口付近で標高 70m前後を測り、高低差約 130mの低山である。鎮西山を含め脊振山系の山々は、1億年前にで

きた花闇岩で構成されており、特に鎮西山より以北は花崩岩閃緑岩が分布し、鎮西山の山頂付近には巨石がせり出

している箇所が数地点認められる。鎮西山の北麓には、大正初年に開山した真言宗醍醐派の修験道場、鳥越山不動

院が所在する。「奥の院」とも呼ばれ、境内にある滝が切通川の上流域にあたり、ここから町の東側を南北に縦断

するように流れている。 

2 歴史的環境（Fig. 1) 

上峰町を中心に佐賀県東部の遺跡を概観すると、前述のとおり、山麓部から更新世丘陵部におよぶ一帯が古くか

ら人々の生活の舞台となっており、山麓部及び各段丘上には以前から遺跡の存在が知られ、県内においても特に弥

生時代の遺跡を中心に遺跡の分布密度が高い地域となっている。沖積地を望む丘陵部のほとんどが、各時代の集落

あるいは墓域として占有され、とりわけ弥生時代以降の遺跡を縄文時代以前の遺跡と比較すると、量的にも、質的

にも爆発的に増加、充実する。銅鐸の鋳型を出土した鳥栖市安永田遺跡 1)、約 400 基の畿棺墓が検出されたみやき

町（旧中原町）姫方遺跡 2)、埋納された 12本の銅矛を出土したみやき町（旧北茂安町）検見谷遺跡 3)、琵棺墓か

ら舶載鏡を出土した吉野ケ里町（旧東脊振村）三津永田遺跡 4)、近年の工業団地建設に先立つ調査で貴重な遺構、 

遺物が検出された神埼市（旧神埼町）・吉野ケ里町（旧三田川町・旧東脊振村）に跨る吉野ケ里遺跡 5）など多くの

著名な集落遺跡、墳墓群が知られ弥生時代の「クニ」あるいは「ムラ」単位の集団の存在が想定されるに至ってい 
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る。このようななか南北約 12km、東西約 3kmと南北に細長い町域を持つ本町においても同様に、町の北部から

中央部を占める更新世段丘上に弥生時代を中心に各時代の遺跡が分布している。 

先土器時代の遺跡についてみると、各段丘で層序が異なる本地域においては本格的な調査がなされていないのが

現状で、断片的な遺物の出土、採取にとどまっている。町内では、平成 4年度の県営農業基盤整備事業に伴う八藤

遺跡の調査において細石刃1点とこの時期のものと考えられる石器類が少量出土しているが、これが発掘調査にお

ける主な出土例である 6)。周辺地域では、吉野ケ里町（「日三田川町）との境界に位置する二塚山丘陵の吉野ケ里町（「日

三田川町）側からナイフ形石器の採取例が報告されている 7)。また平成 5年度の県営農業基盤整備事業に伴う八藤

遺跡下層における阿蘇 4火砕流跡と埋没林に係る調査において、先土器時代の年代示標となっている姶良 Tn火

山灰（AT）の含有ピークが、通常の丘陵上の埋蔵文化財調査において遺構検出面としている「地山」の表層を構

成する黄褐色風積土層の最上部付近、アカホヤ含有層のやや下部にて検出されている 8)。 

縄文時代になると、みやき町（旧中原町）香田遺跡 9）や吉野ケ里町（旧東脊振村）戦場ケ谷遺跡 00）などが出現

する。町内においても、これまでも町北部の丘陵部から土器や石器が、耕作や先覚者の遺跡の表面観察などによっ

て断片的に出土、採取されていたが、近年の上峰北部農業基盤整備事業に伴う発掘調査の結果、平成元年度の船石

遺跡 11区 11)、平成 2年度から 5年度にわたり実施した八藤丘陵の調査 12）において、遺構や遺物がまとまって検

出されており、今後の調査例の増加が期待されている。 

弥生時代になると、遺跡の数や規模、その内容が飛躍的に増加、充実することは先に触れたが、早くから『醜志

倭人伝』の「弥奴国」の所在地を佐賀平野東部、なかでも三養基郡西部の旧三根郡にあてる論考が行われてきたこ

とは周知のことである。旧三根郡に所属する上峰町においても、丘陵部のほとんどにこの時期の遺跡が展開してい

る。しかし町の南部や中央部の米多地区、坊所地区の丘陵部は中世以降集落として発達し、早くから宅地化が進み、 

本格的な発掘調査の例に乏しく、わずかに再開発に伴い部分的に小規模の発掘調査が行われているに過ぎず、遺跡

の詳細について把握できていないのが現状である。これに対して、町北部の大字堤地区では、近年の工業団地建設

や農業基盤整備事業など大型開発に伴い広範囲かつ大規模な発掘調査が実施され、各遺跡から当時の社会の様子を

知るうえで貴重な資料が得られている。町内の代表的な遺跡としては琵棺墓から細形銅剣や貝釧を出土した切通遺

跡 13)、吉野ケ里町（旧東脊振村・旧三田川町）に跨る、佐賀県東部中核工業団地の建設に伴い琵棺墓、土坑墓など

約 300基が調査され、舶載鏡、小型倣製鏡をはじめとする貴重な副葬品を出土した二塚山遺跡 14)、佐賀県住宅供

給公社の宅地造成に伴う調査で一集団の集落部分の全容が明らかになった一本谷遺跡 15)、地区運動公園整備に伴う

調査で 5世紀代の古墳とともに支石墓はじめ多数の奮棺墓が検出された船石遺跡 16）などが知られている。また近

年の上峰北部県営農業基盤整備事業に伴う調査においても、船石遺跡 17)、船石南遺跡 18)、八藤遺跡 19）から竪穴建

物跡や轟棺墓などが多数検出されている。 

古墳時代になると、この地域にも首長墓が出現する。初頭の時期にはみやき町（旧中原町）姫方原遺跡 20)、上峰

町五本谷遺跡 21）などにおいて方形周溝墓が営まれ、やがて中期から後期にかけて鳥栖市から佐賀市大和町に至る

山麓や丘陵部に大型の前方後円墳が出現する。鳥栖市剣塚古墳 22)、みやき町（旧中原町）姫方古墳 23)、上峰町西

南部から吉野ケ里町（旧三田川町）に跨る目達原古墳群 24)、神埼市（旧神埼町）伊勢塚古墳 25)、佐賀市銚子塚古

墳 26)、佐賀市大和町船塚古墳m など佐賀県東部の代表的な古墳が築かれるようになる。さらに後期には現在長崎

自動車道や県道佐賀川久保 鳥栖線が通る山麓部から丘陵部に跨る一帯に小円墳を中心とした古墳が多数築かれ、 

それぞれが山麓部の尾根や谷あるいは丘陵を単位として後期群集墳を形成している。 

後の『肥前風土記』にみえる三根郡米多郷に属する当時の上峰町一帯は『古事記』、『国造本紀』などの記事によ 
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Fig. 1 鎮西山城跡の位置及び周辺遺跡（1/50,000) 
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れば応神天皇の曾孫にあたる「都紀女加」なる人物が初代の米多国造として中央より下向した地域に比定され、そ

の中心は、町南西部の米多地区から吉野ケ里町（旧三田川町）東部の目達原一帯にあったと推定されている。 

町内の主要な古墳としては都紀女加を始祖とする米多国造一族の墳墓として、5 世紀代後半に形成されたと考えら

れる上のびゆう塚（現在、陵墓「都紀女加王墓」宮内庁管轄）はじめ無名塚、大塚、古稲荷塚、稲荷塚などの前方

後円墳ほかからなる目達原古墳群 28）が知られていたが、戦前の陸軍飛行場建設の際に、唯一上のびゆう塚を残し

他の古墳は簡単な発掘調査の後に破壊されている。また町の北部の古墳としては、同じく 5 世紀代の古墳で、蛇行

状鉄剣、蛇行状鉄矛を出土した船石天神宮境内の船石古墳1 -3号墳 29）が知られている。古墳時代後期の古墳と

しては、町北部の鎮西山の周辺山麓部から高位段丘上にかけて、小円墳を主体とする谷渡、青柳、新立、奥の院、 

鎮西山南麓、屋形原などの古墳群が点在している。 

一方、この時期の集落は吉野ケ里町（旧三田川町）下中杖遺跡 3の、吉野ケ里町（旧東脊振村）下石動遺跡 31）な

どが知られているが、弥生時代集落に比べ、遺跡そのものの数も少なく、調査例も少数であることから、いまだに

実態が明らかになっていないのが現状である。町内の遺跡をみても、当時の政治的中心であったと考えられる町南

部の米多地区周辺における本格的な発掘調査の例がなく、今後の大きな課題といえる。 

奈良・平安時代の遺跡としては吉野ケ里町（旧三田川町）下中杖遺跡、吉野ケ里町（旧東脊振村）辛上廃寺跡 

32)、霊仙寺跡 38）などが著名であるが、この時期の遺跡についてもまとまった調査例が少なく、実態はあまり解明

されていない。当時の遺構として大規模なものは、佐賀平野に敷かれた条里制の遺構が上げられ、早くから地名な

どから条里の復元が試みられ、現在ではほとんどの条里が復元されている。また大宰府から肥前国府へ通じる官道

の調査も進み、近年部分的な発掘調査が行われている。 

町内では堤土塁跡 34）や塔の塚廃寺跡 35）などが奈良時代の遺跡として戦前から注目されている。町北部の堤地区

の八藤丘陵と二塚山丘陵の間の谷底平野を遮断する形で築かれた堤土塁跡は、版築工法により築かれた福岡県の水

城に似た施設＝「小水城」で、その築造目的が、大宰府の防衛施設であるとする説、濯慨用水確保のための溜池の

堤防であるとする説など議論がなされてきたが、平成 2 年度からの土塁の東方に接する八藤丘陵の調査において、 

土塁東端から一直線に八藤丘陵を東方へ横断する道路側溝状の遺構が検出され 86)、その性格付けにあらたに古代道

の存在が想定されることとなった。また、町南西部を占める目達原丘陵の南端部に位置する塔の塚廃寺跡は、百済

系単弁軒丸瓦が発見され、戦前までは基壇、礎石の存在が知られていた奈良時代の寺院堆で、目達原古墳群を営ん

だ米多国造一族の流れをくむ三根郡の郡司層が建立したものと推定されている。また町内における奈良・平安時代

の集落は、農業基盤整備事業に伴う調査や近年の大規模小売店舗建設に先立つ坊所一本谷遺跡 37）の調査などでま

とまった調査がなされたのみで、今後の調査例の増加が期待される。 

中世に入り、14 世紀頃から東肥前では北部の脊振山系の山麓部の小峰に山城が築かれ、沖積平野部には環濠を

伴う平城や集落が出現するようになり、この状況が戦国時代まで続く。上峰町周辺で著名な山城跡は、鳥栖市の勝

尾城跡 38)、みやき町（旧中原町）の綾部城跡 39)、神埼市（旧神埼町）の勢福寺城跡 40）などが挙げられる。勝尾城

跡は国人領主筑紫氏の本城として知られている。勝尾城跡を中心に鬼ケ城跡・高取城跡・葛寵城跡・鏡城跡などの

出城、筑紫氏の居館跡、家臣団の屋敷跡、総構の堀や土塁跡など広範囲にわたる城館関係遺跡が確認されており、 

勝尾城筑紫氏遺跡として国史跡に指定されている。綾部城跡は、室町期において一色氏・今川氏・渋川氏などの歴

代の九州探題が在城した山城として知られている。勢福寺城跡は少弐氏の居城として知られる肥前最大級の山城で、 

山城の南側に城下町を備えていたものと考えられ 4')、少弐氏滅亡後は龍造寺隆信の神埼郡支配の中核として再整備

されている。一方、上峰町周辺で著名な平城に関してはみやき町（旧三根町）の西島城跡 42）や神埼市（旧神埼町） 
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の姉川城跡 43）が挙げられる。西島城跡は、西の切通川と東の寒水川が合流する場所に立地する平城である。永禄 

7年（1564）から天正3年（1575）にかけて、城主横岳鎮貞が東肥前の進出を図る龍造寺隆信と幾度となく激し

い攻防戦を繰り広げた平城として知られている。姉川城跡は水堀で囲まれた平城で、14世紀代に菊池武安によっ

て築城され、16世紀後半まで機能していたと考えられている。 

町内の中世城館跡としては、北部の鎮西山城跡、上峰町中央部の平野を臨む丘陵部に坊所城跡、町南部の平野部

には米多城跡、前牟田城跡、江迎城跡、ーノ橋環濠集落、加茂環濠集落などが知られていた 44)。しかし、昭和 40 

年代後半からの圃場整備事業によって、これら平野部の遺構は、原状がほとんど失われてしまった。そのようなな

かで、町の親水公園として整備された江迎城跡では 13世紀後半代の龍泉窯系の青磁碗が建物跡ともに出土し、ま

た坊所城跡では 16世紀後半代の青花皿片が出土している 45)。 

以上、上峰町を中心に佐賀県東部の遺跡を概観したが、まさにこの地域は遺跡の密度、その内容ともに高く、遺

跡の宝庫と呼ぶにふさわしい地域といえる。 

3』鎮西山近辺の歴史について（Fig.1) 

上峰町の北部は町の行政区では大字堤地区であり、現在、鳥越・屋形原・塚原・堤・船石・切通の 6集落からな

る。上記の 3集落については鎮西山と隣接しており、この 3集落と鎮西山の位置関係は、鎮西山の西から南西方向

の麓に鳥越集落、南麓に屋形原集落、南東側の麓に塚原集落が所在している。ここでは、この 3集落と鎮西山の歴

史について詳しくみてみる。なお、以下の文章で紹介する遺跡については調査区名まで記載しているが、調査区の

位置詳細図については、紙面の都合上割愛している。遺跡の位置については、[Fig. 1 鎮西山城跡の位置及び周辺

遺跡」を参照してほしい。 

旧石器時代の遺跡については町内では唯一屋形原集落の南方に位置する八藤遺跡で細石刃・尖頭器・石核などが

出土している。しかしこれらの石器は後世の竪穴建物跡や土坑などの遺構から出土したものであり、町内全域でも

旧石器時代と判別できる遺構は確認されていない。 

縄文時代の遺跡については屋形原遺跡2区46）において縄文時代後期から晩期にかけての竪穴建物跡や土坑が確

認され、各遺構内から御領式土器・黒川式土器が出土している。塚原集落の青柳古墳群1区47）の調査においては、 

土坑 6基が検出され、各土坑から縄文時代早期の押型文土器、前期の撚糸文土器、後期から晩期にかけての鐘崎式

土器・御領式土器・黒川式土器・刻目凸帯文土器が出土している。また土製円盤や石槍・石斧・石匙・磨石なども

出土している。 

弥生時代の遺跡については弥生時代前期後半頃から中期にかけて、堤地区の南辺域の低丘陵地上に所在する二塚

山遺跡・切通遺跡・八藤遺跡・船石遺跡などで、奮棺墓・土坑墓を主体とする墓地群が確認されている。特に二塚

山遺跡では弥生時代中期から後期段階にかけての奮棺墓・土坑墓から、銅鏡・鉄剣・貝輪・管玉などの副葬品が出

土し、この地域を支配した有力者一族の墓群であったことが想定される。また町内では二塚山丘陵から南方へ延び

る目達原丘陵一帯の丘陵上の各所において、確認調査や分布調査などで弥生時代の集落や墓地群が確認されている。 

それとは対照的に、鳥越・屋形原・塚原の 3集落においては、弥生時代の遺構と判断できる遺構は数が少なく、堤

六本谷遺跡1区48）で弥生時代中期初頭の土坑が 1基確認されている程度である。 

古墳時代に入ると鎮西山近辺では4,5世紀代の遺構・遺物は皆無であるが、南麓の屋形原遺跡1区49〕・ 2 区 

5の、堤六本谷遺跡 10区51）・ 11区 52)、青柳古墳群1区で、6世紀代の竪穴建物跡が確認されている。堤六本谷遺跡 
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11区では、竪穴建物跡が 25 基確認されており、集落の形成が 9世紀初頭頃まで継続している。また墳墓については、 

鎮西山の南麓には鎮西山南麓古墳群・屋形原古墳群・青柳古墳群・二本柳古墳群・谷渡古墳群、北麓には奥の院古

墳群が所在し、6 世紀から 7 世紀にかけて横穴式石室を持つ径 10m 規模の円墳が造られ、5~ 10基単位で群集し

ている 55)。鎮西山近辺では古墳時代後期になると集落や墳墓群の形成が活発化する。 

中世については堤六本谷遺跡 2 区や堤三本柳遺跡 2 区 54）において、15~ 16世紀代の土坑が 4,--5 基確認され

ている。遺物は土師器杯、瓦質の鍋や播鉢などが出土しており、土坑については形態や規模に規則性はなく、廃棄

土坑と考えられる。埋蔵文化財以外の文化財については屋形原集落の東部にある子供遊場内に、天台宗の坂本修

学院の末寺と伝わる慈眼廃寺の小堂がある。小堂の中には聖観音像が記られており、背面には「天正 8年（1580) 

庚辰 9 月 30 日、当願主執行藤八郎」と記され、町重要文化財に指定されている。またこの慈眼廃寺の小堂から東

方 400m 地点の林の中には、元亀元年（1570）に起きた今山の戦いで、龍造寺軍の将として軍功をあげた鴨打胤

忠の夫人の墓と伝わる五輪塔が残っている 59)。なお鎮西山城については、山城に関する文献資料が残っていないた

め、築城時期や城主については不明である。 

近世に入ると、屋形原集落の東側に所在する永昌山青松寺は元々浄土宗の寺であったが、『三養基郡誌』 による

と貞享 3 年（1686）に天台宗に転宗したとの記録が残る。また『三根郡誌』によると寛文 11年（1671）に改宗し

たとの記録があり、転宗した時期が異なる。もともと、この地には南北朝時代の延文年間（1356~ 1361）に開山

したと伝わる船石山浄地院西蓮寺の末寺として終南寺があったと推定され、青松寺の前身が終南寺で、その後天台

宗に転宗して寺名を変更したのではないかと考えられている 56)。 

鎮西山の北部一帯の草山は江戸時代の宝暦年間（1751~ 1764）以前から、神埼郡の石動上村・石動下村・大曲村、 

三根郡の舟石村・出来町村（切通村）・堤村・屋形原村、養父郡の高柳村の計 8 村が、刈敷の肥料や馬牛の餌料用

の株場として利用していた 57)。宝暦 6 年（1756）には草山に入る道筋について村間で紛争が起きるが、株場の利

用や、郡村境界の問題などについては、村々間の紛争が明治時代の終わりまで続いた 58)。 

大正初年に、佐賀市今宿町の威徳院の村川良喜和尚が、鎮西山の北麓に真言宗醍醐派の修験道場、鳥越山不動院

を開山する。「奥の院」とも呼称され、本尊に不動明王を安置している。現在も毎年 8月には大護摩祈祷が行われ、 

多くの信者で賑わっている 59)。 

昭和 61年に上峰村が鎮西山を山登りや散歩だけの利用だけではなく、スポーツやレクリエーション、憩いと安

らぎ、野外学習や健康づくりの場として機能を持たせたいという観点から、「鎮西山いこいの森」基本計画を策定

した。昭和 63年から佐賀県の生活環境保全林事業として鎮西山全体の整備に着手し、この間に雑木の伐採、車道

や歩道の整備、約 120 種の樹木植栽、アスレチック広場の建設などが行われている。その後も鎮西山の整備は続き、 

山頂の南斜面に町章をかたどった径約 40m のツツジの植栽、五万ケ池の北側に約 11,800‘のキャンプ場の建設な

どが行われている。 

鎮西山に関連した伝説として、平安末期の武将、鎮西人郎源為朝が山頂に城を築いたとの言い伝えがある。江戸

時代に成立した『肥陽軍記』の中に「為朝九国に威勢つよく、東肥前に屋形を立て居住し」と記述されており 6の、 

東肥前に該当する三養基・神埼地区で「館」に関する地名は唯一鎮西山の南麓にある集落「屋形原」が該当する。 

川副義敦氏は、『肥陽軍記』の記載から、屋形原に為朝の館（居館）が所在し、その背後にある山城が為朝の居城

として結びついたものではないかと推測している 5')。また山頂東側の中腹には「五万ケ池（ごまがいけ）」という

池があり、源為朝が鎮西山城を攻めた敵兵五万騎余りをこの辺りで討ったことから名付けられたという言い伝えが

ある。これも前述する為朝伝説と結びついて派生したものではないかと考えられている。また「鎮西山」の呼称に 
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50m ※佐賀県教育委員会『佐賀県の中近世城館 第2集』 2013を使用 

Fig. 2 鎮西山城跡縄張図（1/1,000) 
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ついては近世以前の文献資料や古地図に「鎮西山」と記載されたものがない。鎮西山の西麓にある大字堤字三本黒

木一帯は明治 22年（1889）に市町村制施行に伴い上峰村が誕生する以前は、地元の旧堤村と近隣の村々との間で

株場や村境の紛争が行われ、また明治 22年以降は上峰村と近隣の村々との間での同様の紛争が起きているが、こ

こでも「鎮西山」の名称は登場しない。ただ昭和 54年に発行された『上峰村史』の中に、「地形図にみる上峰村の

変遷」として明治 33年（1900）に国土地理院が測量を行った地図が掲載されているが、この地図上では「鎮西山」 

と記載されており、この頃には「鎮西山」と呼ばれていたことが分かる。 

4 発掘調査前の鎮西山城跡について（Fig.2) 

鎮西山城については宮武正登氏（現佐賀大学教育機構教授）が作成した縄張図 62）を見てみると、山城の全容を

窺い知ることができる。 

山頂の最高所に主郭部と考えられる曲輪跡があり、主郭部の平面形状は不定形を呈し、規模は南北 30m×東西 

33mである。主郭内部の北西側が標高 202mの最高地点になるが、この一帯は昭和 63年から平成初期にかけて行

われた公園整備事業に伴い東屋や貯水槽の施設が設置されており、当時の削平を大きく受けている場所である。主

郭部の地形は北から南側に向かって緩やかに傾斜しており、曲輪の北側外周部一帯には土塁残痕が認められる。 

副郭部と考えられる曲輪跡は主郭部の東隣にあり、主郭部との高低差はlm強の段差を有する。副郭部の平面形

は長楕円形を呈し、規模は南」ヒ2Gm×東西 62mを測り、規模の大きい曲輪である。地形については副郭部の西側

から中央にかけてはおおむね平坦であるが、中央付近から東側にかけては緩斜面になっており、おそらく主・副郭

部も公園造成前までは内部を細区分する段差を残していたものと推測している。 

主・副郭部の 2つの曲輪を取り巻くように 2'--4段の帯曲輪が付随している。主郭部の北東下、副郭部の南下の

帯曲輪では現状の地表観察から外岸に土塁を盛った上幅2m、深さ 0.5m 前後の横堀の痕跡が認められることから、 

主・副郭部の周囲全体を横堀が囲続するプランであったものと推定している。また副郭部東下の南東隅には、上幅 

5m、深さ 2m規模の大きな竪堀が認められる。副郭部の北側には北尾根に延びる腰曲輪群があり、北尾根の先端

部には細長い平場があり、「櫓石」と指呼される 4つの巨岩が認められる。 

主郭部の西側には南北 14m×東西20mの出丸相当の曲輪が認められ、主郭部との間に埋没した堀切、もしくは

鞍部に堀切転用の痕跡が窺えるとしている。この出丸相当の曲輪から西方下に延びる西尾根上は現在登山道として

利用されているが、簡易的につくられた小規模の曲輪が多数認められ、道中で 2つの堀切跡が認められる。 

またこの西尾根の最先端部に当たる標高 130m地点の中腹部には、「西古（小）城」の呼称地名（しこ名）を持

つ大きな曲輪状の平坦地があり、先の公園整備事業に伴いアスレチック広場として整備されている。当時の削平を 

大きく受けており、旧地形の詳細が分からなくなっている。また、山頂から南西下に延びる尾根上の、標高 130~ 

140m地点にはねむの木通りという登山道があり、「東古（小）城」という呼称地名が残っている。アスレチック

広場と比較すると公園整備による削平の影響が少なく、旧地形を維持しているようだが、明確な曲輪空間が見当た

らないとしている。 

宮武正登氏は先に行われた鎮西山全体の公園整備の影響により、旧態の理解が困難であるとしながらも、山頂に

残存する遺構の配置状況や構造などの特徴から、鎮西山城について遺構の大半が戦国期のものではないかと指摘し

ている。 
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n．調査の概要 

調査に至る経緯 

令和 2 年 10 月 28 日、上峰町大字堤字三本黒木地内において鎮西山再整備計画に係る「埋蔵文化財の所在の有

無及びその取扱いについて」の照会文書が、上峰町長より提出された。対象地は、鎮西山の山頂部 7,000 苗、山頂

西側中腹のアスレチック広場 9,000d、山頂南西側の中腹にあるねむの木通り 6,500 苗である。鎮西山は昭和 63 

年から平成 3 年にかけて佐賀県が実施した鎮西山生活環境保全林整備事業により、「鎮西山いこいの森」として山

全体の整備を開始し、その後もキャンプ場の建設などの整備事業を継続していた。近年は山頂に設置した東屋・展

望台・ベンチなどの公園設備や、アスレチック広場の遊具類、キャンプ場の施設などの老朽化が進行した。従来の

点的な整備や改良が厳しい状況から、平成 29 年度に町が鎮西山再整備計画を取りまとめた。 

今回の再整備計画については「めぐる・たたずむ・つどう 鎮西山の花風景づくり」を基本に社会資本整備総合

交付金により、再整備を行うものである。山頂は「見晴らしの丘」、ねむの木通りは「彩の丘」として、修景と眺

望に重点を置いた整備を予定している。また、アスレチック広場については老朽化した遊具を撤去し、新たに新設

する計画である。3 地点ともに周知の埋蔵文化財包蔵地である「鎮西山城跡」の範囲内に該当し、文化財保護法に

基づく通知が必要である旨回答するとともに、事前の確認調査の実施に向けて関係者と協議を行った（Fig.3). 

これを受けて令和 2 年 10月 28 日付で、佐賀県知事あてに文化財保護法に基づく通知が提出されたため、埋蔵

文化財確認調査を行うことになった。 

確認調査は開発予定地である大字堤字三本黒木 4553, 4474 1, 4474 - 5, 4474 - 6 の 4 筆の各 1部、合計 

22,500 苗を対象に、2 回にわたって実施した。 

1回目の確認調査は山頂部とアスレチック広場の 2 地点において、令和 2年 12月 23 日～26 日の期間で実施した。 

山頂部の確認調査は、重機による掘削作業が可能な主・副郭部と考えられる 2 つの大きな平坦部の範囲、約 2,000 

苗内において実施した。長さ lOm×幅 2m の試掘トレンチを 6 本設定し、確認調査面積は計120dとなった。各

試掘トレンチから、現地表面下 0.2~ 0.3m 地点で建物跡の礎石と考えられる石、小穴、土坑、溝状遺構などの遺

構が検出された。また表土掘削時には主に 12~ 13 世紀にかけての白磁や龍泉窯系青磁・同安窯系青磁などの碗・

皿の破片、土師器片などが出土した（Fig. 4・5)0 

アスレチック広場は鎮西山の西中腹に位置し、人工的な造成による平坦部が広く認められる地域で、古くから伝

わる通称地名で「西古（小）城」と呼ばれている。アスレチック広場の確認調査も、重機による掘削作業が可能な

平坦部上に試掘トレンチを 5 本設定し、確認調査面積計 72‘分を実施した。確認調査の結果、遺構や遺物は確認

できなかった（Fig. 6)。 

2 回目の確認調査はアスレチック広場とねむの木通りの 2 地点において、令和 3 年 5 月 25 日～ 6 月 10 日の期

間で実施した。 

アスレチック広場については前回の確認調査で平坦部に試掘トレンチを設定して調査したが、遺構を確認できな

かったため、今回は遺構が残存している可能性があると想定される斜面部分に試掘トレンチを 5 本設定し、試掘面

積計 39.5 苗分の確認調査を実施した。斜面での作業となったため、安全を考慮し作業員による表土掘削を実施し

たが、遺構や遺物は確認できなかった。No.25 試掘トレンチの掘削中に飴玉の袋が出土し、この平坦部の造成は昭

和 63 年から平成初期に実施した公園整備工事に伴う削平・盛土によるものであることを再確認した。 
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またねむの木通りは鎮西山の南中腹にある南登山口から山頂を結ぶ登山道で、周辺の地形は緩やかな起伏がある

傾斜地である。大ケヤキ・ヤマザクラなどの様々な修景植栽が行われており、古くから伝わる通称地名で「東古（小） 

城」と呼ばれている地域である。植栽やベンチの設置、登山道の整備など、簡易的な開発工事が行われているが、 

アスレチック広場と比較するとおおむね旧地形の名残りをとどめている。重機の搬入路が確保できなかったため、 

確認調査は作業員による表土掘削を実施した。3本の試掘トレンチを設定し、試掘面積計は 29苗である。3本の試

掘トレンチともに遺構や遺物は確認できなかった（Fig. 7)0 

2回にわたる確認調査の結果、山頂の主・副郭部と考えられる平坦部から土坑や小穴とともに堀と考えられる溝

状遺構を確認した。前から地表観察で主郭部と考えられる平坦部の北側一帯では土塁と考えられる盛土状の高まり

が残存していたが、改めて山城に伴う曲輪跡であることが再確認できた。また、表土中から出土した遺物については、 

12~ 13世紀にかけての白磁や龍泉窯系青磁・同安窯系青磁などの碗・皿の破片、土師器片などが主体を占めてお

り、出土遺物の内容から山岳寺院などの存在が想定された。このことから鎮西山の山頂ー帯は、戦国時代に山城が

築城される前に、12~ 13世紀代にもまとまった遺構が存在する複合遺跡であることが分かった。一方、以前から 

「西古（小）城」「東古（小）城」と呼称されていたアスレチック広場やねむの木通りからは、遺構や遺物は確認で

きなかった。今回は鎮西山再整備事業に伴うものであり、山頂の埋蔵文化財確認調査で検出された堀跡や柱穴など

の遺構は、現地表面下 0.2~ 0.3m地点で確認されていることから、地下にある埋蔵文化財に対し工事の影響が及

ぶものと判断された。 
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Fig. 3 令和 2 豆 3 年度鎮西山城跡確認調査位置図（1/5,000) 
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確認調査の結果を受けて、上峰町教育委員会は、上峰町、佐賀県文化・スポーツ交流局文化課文化財保護室と今

後の遺跡の取扱いについて協議を行い、当該開発区域の内、山頂の主・副郭部とその周辺下を巡る帯曲輪と考えら

れる部分を含む約 5,598‘について、記録保存を目的とした発掘調査を実施することになった。 

発掘調査の調査方法については山城調査の有識者である佐賀大学全学教育機構の宮武正登氏から令和 3 年 7 月 9 

日に現地での調査指導を受け、また同年 8 月 6 日には宮武正登氏とリモート会議を行い、これらを踏まえて発掘調

査計画を検討した。 

まず調査方法については山頂の各所に先行してトレンチ調査を行い、曲輪、土塁、横堀の各遺構の形状や規模な

どを把握したうえで、主・副郭部と考えられる平坦部の調査へと移行する流れとなった。 

トレンチ調査は、遺構の有無や規模・範囲の確認を行うために、各地点にトレンチを設定して行う調査である。 

まず主・副郭部については、掘立柱建物跡・柵列跡などの柱穴、堀跡などの遺構の有無確認や曲輪の地形形状の把

握などを目的にして、トレンチ調査を実施することになった。主郭部の地形は北から南に向かって緩やかに傾斜し

ていることから南北方向に長いトレンチを設定し、副郭部は曲輪自体の主軸が東西軸であることから東西方向に長

いトレンチを設定することが決定した。一方、主・副郭部の周辺下を囲続する帯曲輪部分には横堀・土塁などの有

無と規模・範囲の確認を行うことを目的として、各所にトレンチを設定して調査を行うこととなった。また主郭部

の西側には西曲輪とも呼ばれる平坦部があり、建物跡の柱穴・堀跡などの遺構の有無確認や、曲輪の地形状況の把

握を目的としてトレンチ調査を実施することになった。 

主・副郭部の調査については全面の遺構検出作業を行い、建物跡や横堀などの遺構配置状況の把握を行うことが

主目的となった。また遺構掘削については、遺跡の保存を第一と考慮して半裁までとし、出土遺物を回収すること

で遺構時期の把握を行うこととなった。 

また発掘調査の実施については、調査対象面積が 5,598dと広大であるのに対し、町の教育委員会文化課の専門

職員不足の問題により、町直営での調査実施が困難であった。また社会資本整備総合交付金に係る事業に対する民

間会社の活用促進の観点などから、発掘調査を業務委託という形で民間会社に発注することとなった。発掘調査の

体制に関しては、民間会社の主任調査員が主体となって調査を運営し、町の文化課職員が監督員として業務委託の

管理を行う体制で調査を進めていくこととなった。 

2. 調査の経過と方法 

記録による遺跡の保存が必要になった 5,598 言について、令和 3 年 12 月 14 日に「令和 3 年度鎮西山城跡発掘

調査業務委託」の入札を行い、落札した閥埋蔵文化財サポートシステムと上峰町との間で 12 月 21日に業務委託の

契約を締結した。 

12月 21日から作業に着手し、老朽化した東屋・テーブル・ベンチなどの公園設備の撤去、植栽の伐採・移植な

どを行い、調査開始前の地形測量を行った。また五万ケ池南側にある多目的広場の駐車場内に現場事務所兼作業員

休憩所として、仮設プレハブを設置し、発掘器材の搬入を行った。令和 4年1月 4 日に発掘作業員を投入し、先行

トレンチ調査を開始した。当初は 16 本のトレンチ調査を実施する予定であったが、調査が進むにつれて山城史跡

の公園整備を視野に入れた確認調査を実施することになったため、随時トレンチを追加設定し、調査終了までに合

計 26本のトレンチ調査を実施した。1月 27 日に副郭部の表土掘削を開始し、2月 9 日に完了した。表土除去完了後、 

遺構検出作業や遺構掘削を行った。必要に応じて個々の遺構の写真撮影や図化作業を行い、調査区全体を対象に空 
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中写真撮影や遺構配置図作成などを実施した。 

令和 4年1月 26 日、2 月 14 日、2 月 24 日、3 月 13 日の 4 日間は、佐賀大学全学教育機構の宮武正登氏に現地

での調査指導を受け、2月 3 日にはリモート会議による今後の調査方針の検討会も行われた。調査方針の検討会では、 

これまでのトレンチ調査の結果、帯曲輪部分における横堀や切岸などの遺構の残存状況が良好であり、山城史跡の

公園整備を視野に入れた調査が必要になった。特に帯曲輪部分の横堀の規模・範囲の確認を目的として、随時トレ

ンチの追加設定を行い、調査を進めていくこととなった。なお当初は主郭と考えられる曲輪内の全面調査も予定し

ていたが、先行トレンチ調査や副郭部の調査において 12~ 13 世紀代の中国産の白磁・青磁などの重要遺物が多く

出土し慎重に調査を実施したことや、当社の予定よりもトレンチ箇所を増加して調査を行ったこともあり、主郭部

と考えられる曲輪内の全面調査が実施できなかった。 

令和 4 年1月 26 日には山頂にて各報道局より取材があり、発掘調査の進捗状況などについて発表が行われた。 

3 月 3 日、3 月 13 日に武慶勇平町長が来跡した。また、3 月 9 日には地元の上峰小学校 4年生に対する遺跡見学会

を実施した。 

3 月 17 日に発掘調査が終了した。3 月 17 日～ 3 月 19 日の期間で、次年度調査に向けトレンチや副郭部の埋戻

は実施せずに、ブルーシートで養生した。仮設プレハブを撤去し、発掘器材の搬出を行った。 

令和 3 年度末から整理作業を開始し、令和 4年度に報告書作成を行った。 

調査の方法は遺跡名が『佐賀県遺跡地図』に掲載されている「鎮西山城跡」（上峰町1遺跡番号 0002 地図番号 

33）を使用した。遺跡の略号は「TNZ」とし、調査遺跡名は遺跡略号と調査回数の組み合わせにより「TNZ 1] 

と表記し、出土資料や各種作成資料の登録および表示はすべてこの略号により行っている。 

調査にあたり調査対象地を包括した形で調査グリッドを設定した。グリッドは平面直角座標第II系を基準に、x 

=40,310m、 Y = 54,170m の交点を始点とし、lOm方眼を最小単位とした。南北行はアルファベット 1文字で表

示し、始点から南へA'Hまでの 8 行、東西列は算用数字で表示し、始点から東へ 1 - 14までの 14 列として設

定した（Fig.8)。各々のグリッド名称は「行名称列名称」で表記し、発掘調査における遺構配置図や遺構図の作成、 

所属不明な遺構検出面で出土した遺物や表面採集遺物などの取り上げ、報告文中における遺構説明など、すべて今

回設定したグリッドに基づいて行った。 

遺構名についてはまず『佐賀県中近世城館跡緊急分布調査報告』掲載の鎮西山城縄張図（Fig.2）とトレンチ調

査に基づいて山城としての各曲輪と防御施設に名称を付した。今回の調査では誤認を避けるため、機械的に高所よ

り順に番号の割振りを行った（Fig.9)。例えば縄張図における主郭部は曲輪I、副郭部は曲輪丑などとし、縄張図

で確認される土塁や堀の遺構とトレンチ調査で新たに確認された横堀などにも連続性が確認できる範囲でそれぞれ

番号を付与した。また、調査を行ったトレンチと曲輪nでは山城機能時以外の遺構も検出される可能性があったた

め、『発掘調査のてびき』（文化庁編集 2010）に基づき、遺構番号はその頭に遺構分類種別略号を付加し最終的な

遺構番号とした。この遺構分類略号には、SA 】柵列、SB【掘立柱建物跡、SD：溝状遺構、SK：土坑、SX: 陛格

不明遺構、P：小穴・柱穴がある。また、掘立柱建物を構成する柱穴を表記する場合は、各柱穴に付与した柱穴番

号と組み合わせて表記した（例えば SB6 - Fl). 

調査ではまず調査対象範囲の事前地形測量図（1/400) の作成後、トレンチによる曲輪や防御施設の堆積状況と

埋没遺構の把握を行い、その後曲輪且全体をバックホウによる表土除去作業を行った。表土除去後、人力による遺

構検出を行い、検出遺構は電子平板などを用いて縮尺 1/100 で遺構配置図を作成した。遺構実測は調査員と実測員

によって、個別遺構図（1/10・1/20)、遺物出土状況図（1/20)、堆積土層図（1/20）の作成を行い、これ以外の遺 
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構は全体遺構実測図（1/20）を作成し、トレンチ調査および曲輪n調査終了後に地形測量図（1/400）の作成を行っ

た。遺構写真は 35mmカラーネガフィルムとデジタルー眼レフカメラ（2,000万画素以上）を使用し調査員が随時

撮影を行った。調査区全体写真はラジコンヘリコプターおよびドローンにてカラーネガフィルムとデジタルー眼レ

フカメラ（2,000 万画素以上）を用いて撮影を行った。 

整理作業は閣埋蔵文化財サポートシステム本社の整理室で実施した。出土遺物の整理方法に関しては、上峰町教

育委員会指導の下、以下のような方法で行っている。 

(1）出土遺物のうち、完形遺物や特徴のある遺物など資料的価値が高いと判断されるものをA種資料、時代が判

別できるが実測を行っていないものをB種資料、それ以外のものを C種資料として分類する。 

(2）この作業と併行して所定の目録を作成する。 

(3）作成した目録に沿って遺物の図化作業を行う。 

(4）作成した実測図の点検および遺物情報の記録を行う。 

(5）収蔵用プラスティックコンテナに収納し、所定の表示シールを貼付する。その後、収蔵施設へ搬入する。 

なお出土資料および調査において作成されたすべての記録資料は、報告書刊行後に上峰町教育委員会に返還し、 

収蔵施設にて保管・管理を行っている。 

【引用‘参考文献】 

宮武正登 『佐賀県中近世館跡緊急分布調査報告書n 佐賀県の中近世城館 第 2集 各説編1（三養基・神埼‘佐賀地区）』 

佐賀県文化財調査報告書第 201集 佐賀県教育委員会 2013 

文化庁文化財部記念物課 「第Iv章遺構の記録第 2節記録と情報」『発掘調査のてびき 集落遺跡発掘編』 2010 



ifi．遺跡の概要 

1. 遺跡の概要 

鎮西山城跡は脊振山地より南に延びる標高 202m、鎮西山に立地する。南側登山口辺りより比高約 130m の山頂

にあたる曲輪I（主郭部）からは、九州最大の平野である筑紫平野一帯と、阿蘇山を水源とし、筑紫平野を東から

西に貫流して有明海に注ぎ、筑紫次郎の異名を持つ河川である筑後川を一望できる好立地である。鎮西山城は、「ち

んぜいざんじょう」と読み、別称で五万ケ池（ごまがい）城とも言う。この五万ケ池とは城跡近くにある池の名称

からついたと考えられる。鎮西山城跡は平安末期の武将である源為朝の居城との伝承があるが定かでない。鎮西山

城跡は、鎮西山の山頂を中心に城郭を形成する。今回調査を行った調査区はその山頂の一帯でいくつかの曲輪を形

成していた。本調査では、鎮西山城跡の実態を確認するためにトレンチ調査を行い、その後、遺構掘削の調査を行っ

た。 

2，調査の概要 

今回の調査に先立ち、東屋などの公園内の施設の解体を行った。次に地形測量を行うために植木の伐採を行い現

況の地形測量（25cm コンタ）を行った（Fig.8), 

本調査では曲輪が I -Vはでの 6箇所を確認できた。曲輪それぞれの地山の標高は最も高い位置にある曲輪I（主

郭部、Fig.9・10）が 200~ 202mで、次に高いのが曲輪Iの東側に位置する曲輪n（副郭部）で、195~ 198m 

である。また曲輪皿～VIは曲輪I・uより一段低い帯曲輪で曲輪IIIは標高が 194~ 194.5mで曲輪Iの西側に位置

し、曲輪wは標高が 195~ 196 mで曲輪Iの南側に位置する。曲輪Vは標高が 192~ 193mで曲輪IIの南側に位

置し、曲輪VIの標高が 192~ 193mで曲輪IIの北東部に位置する。曲輪Iと曲輪ifiとの比高差は最大で 8m、曲輪 

Iと曲輪IVとの比高差は最大で 7m である。曲輪nと曲輪Mの比高差は、最大で 7m である。最も標高が高い位置

にある曲輪Iと最も標高が低く、同程度の標高に位置する曲輪V・VIとの比高差は最大で lOm となっている。ま

た遺構検出を行った曲輪且の規模は東西 60m×南北 30mで最も面積が広く、つづいて曲輪Iの規模東西 28m× 南 

」ヒ 28m が次ぐ。曲輪皿～Ivは曲輪I・IIよりも狭く、曲輪ifiが】V~VIに比べて方形を呈する平場となっているが、 

その他は東西に細長く延びる形状となっている。 

本調査はまず曲輪Iから曲輪VIの残存状況を確認するためにトレンチ調査を実施した。 トレンチ調査は、No.1 

~No.26 までの全 26 本を設定した（Fig.9)。それぞれのトレンチで、No.3・5・7・17~ 22 トレンチについては、 

横堀を確認するために設定を行った。No.12~ 16東・西側トレンチは土塁と横堀を確認するために設定を行った。 

No.3・4・6・8 トレンチは曲輪Iの状況確認と土塁を確認するために設定を行った。No.1・2 トレンチは曲輪皿の

状況確認と堀切を確認するために設定を行った。No.23~ 26トレンチは、曲輪且の状況確認と土塁を確認するた

めに設定を行った。 

なおNo.10 トレンチに関しては当初調査を行う予定であったが、アスファルト部分であったという状況と重機の

乗り入れや機材の運搬を行うための作業用の通路として使用するという作業上の都合で、調査を行わなかったこと

から欠番とした。今回のトレンチ調査により鎮西山城跡に伴う横堀、堀切、土塁などを確認することができた。 

次に曲輪IIの調査は表土剥ぎ後に地形測量と遺構検出を行い、一部遺構の半裁を行った。遺構検出の結果、実際 
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に掘削を行った主要遺構としては柵列が 2 条、掘立柱建物跡が 2 軒、円形状の建物跡が 1軒、溝状遺構が 2 条、土

坑が 2 基、その他小穴多数が確認された。各トレンチや遺構からの出土遺物は中世前期の遺物がおおむね出土して

いる。 



Iv．遺構と出土遺物 

1. トレンチ調査 

No. 1 トレンチ（Fig.11) 

No.1トレンチは曲輪I （主郭部）西側部直下のF・Gi, F2グリッドに位置する。曲輪ifi内の遺構の有無と、曲

輪Iと曲輪ifi間の堀切及び堀切内に伴う土橋の確認のために、長さ 15.3m×幅lmのトレンチを設定して掘削を

行った。 トレンチ内堆積土の層序は 2層に分層でき、1層は表土、2層は SKlの上層部が整地などにより拡がった

可能性がある。表土を 0.05~ 0.2m程度掘り下げると全体的に地山面が検出されたが、調査の結果、曲輪Ill内で

は小穴など建物に関連する遺構は検出されず、トレンチ内の中央付近にて SKlを検出した。SKlはやや不定形な

長楕円形を呈する土坑状の遺構で、埋土内からは遺構内全体に焼土や炭化物と共に土師器片や中国産白磁・青磁の

碗・皿、鉄釘などの遺物が出土しており、中国産磁器の年代から 12世紀後半の所産と考えられる。次に堀切及び

堀切内の伴う土橋がトレンチ東側で検出されることを想定し、掘削を行った。表土を 0. lm程度を掘り下げると地

山と思われる明黄褐色土の面を検出した。このため、堀切及び堀切内に伴う土橋は認められないと判断した。しか

し No.2トレンチの堆積状況から、地山と判断した明黄褐色土の面は遺構埋土の可能性があり、今後の調査で確認

する必要がある。 

No. 1 トレンチ出土遺物（Fig.12) 

1は表土より出土した遺物である。 

水注×壷（1） 白磁で、残存器高 1.3cm を測る。内外面ともに施粕される。色調は粕が青白色、露胎部が淡黄

灰色を呈する。 

No. 2 トレンチ（Fig.13) 

No.2トレンチは曲輪I （主郭部）西側直下の曲輪内の E2, Fl・2グリッドに位置し、曲輪ifi内の遺構の有無と、 

曲輪Iと曲輪ifi間の堀切または竪堀の確認のため、No.1トレンチの北側に並行して長さ 15m×幅lmのトレンチ

を設定して掘削を行った。今回の調査では 0.1~ 0.2m 程度掘り下げたところで、同一面で土色の異なる面となっ

ておりトレンチ中央から東側は 2層、西側で 3層の面を検出したが、遺構は認められなかった。しかしその後、ト

レンチ東側の 2層中に排水管が設置されている状況を確認し、検出面よりもlm以上掘り下がることが判明した。 

このため今後の調査において堀切または竪堀となるか確認を行う必要がある。遺物は表土内から中世前期の中国

産白磁碗・陶器、須恵器畿、土師器杯・小皿が出土した。 

No. 2 トレンチ出土遺物（Fig.14) 

1・2は表土より出土した遺物である。 

碗（1） 白磁椀V-4X皿 1・3類で、残存器高 1.5cmを測る。内外面ともに施粕される。色調は粕が黄白色

を呈する。 

杯 (2） 土師器で、残存器高 2.2cmを測る。調整は内外面ともにョコナデ調整を施す。色調は内外面ともに橿

色である。また口縁端部の内外面に煤の付着が認められる。 
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Fig.13 No.2トレンチ平面・土層断面実測図（1/80) 
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Fig.14 No.2トレンチ出土遺物実測図（1/3) 

No. 3 トレンチ（Fig. 15) 

No.3トレンチは曲輪I（主郭部）南西部の F・G4グリッドに位置する。曲輪I南西側縁辺部の土塁の有無と形状・

規模の確認のため、長さ 4.9m×幅lmのトレンチを設定して掘削を行った。現状ではほとんど判別できない高ま

りとなっていたため、土塁を面的に検出するため堆積状況をサブトレンチで確認しながら慎重に掘削を行った。表

土を全体的に 0.1~ 0.2m程度掘り下げたところで、面的には検出することが出来なかったが壁面土層の観察によ

りトレンチ中央部付近に台形状の堆積が認められ、その東端側には溝状の落ち込みが認められたことから土塁ifiと

溝状遺構が残存していると判断した。ただし溝状遺構については造成土の可能性があり、今後の調査で確認する必

要がある。遺物は 2層に鍋または火鉢と思われる土師質土器片、土塁内から中国産白磁椀V-4類などが出土したが、 

図化に耐えるものはなかった。 

No. 4 トレンチ（Fig. 16) 

No.4 トレンチは曲輪I（主郭部）北側のD4グリッドに位置する。曲輪I北西側縁辺部には現状の地表面観察

でも土塁と思われる高まりが認められ、その形状と規模の確認のため、曲輪I北西部に長さ 5.2m×幅lmのトレ

ンチを設定して掘削を行った。表土を 0.05~ 0.2m程度掘り下げたところで、土塁上面を検出した。土層観察か

ら残存する土塁Iの形状は地表面で観察された地形の形状とほぼ同一で、経年の風雨の影響や後世の削平などによ

り土塁Iの造成土はかなり流失していると思われる。次に土塁Iの規模については上面の幅が上記の理由から不明

で、残存高は 0.4m 前後を測り、土塁Iの基底幅に関しては大きな土砂の流失はないものと考えられ、3層と 4層

の堆積範囲の 4.2m 前後と思われる。ただし 4層は No.8トレンチの 6層と酷似しており、旧表土の可能性もある。 

遺物は黒褐色を基調とする 4層から国産陶器や多くの炭化物・焼土塊が出土したが、図化に耐えるものはなかった。 



土塁上端推定 土塁上端推定 才 
A 

中国産白磁椀V-4類 

5b 
H=200.Om  

コンクリート基礎 

1 にぷい褐色土（7.5YR5/3) 。樹根が多く混入する。表土ロ 
2a 褐灰色土（7.5YR1/1）。しまりなし。表土または堀埋土ロ 
2b にぶい褐色土（7.5YR514）と黄橿色土（101118/6) との混済士。土塁の崩落土。溝状遺構の埋土か？ 
3 にぷい黄褐色土（IOYR馴3〕。しまりなし。粘性なしロ土塁。 
4 にぶい黄橿色土（1OYR6/4) 。しまりなし。やや粘性あり。土塁が崩れたものか？ 
ba 黄橿色砂質土（1OYR8/6) 。しまりなし。粘性なし。中世遺物を含むロ土塁。 
Sb 灰黄褐色プロック土（IOYR5/2) 。しまりなし。やや粘性あり。土塁。 
be 橿色土（51117/6) と灰褐色土（7.5Y丑5/2）との混渚＋一炭化物タ多く含すr ＋塁 
Sa 橿色土（51116/6) 。ややしまりありn やや粘性あり,地山または曲輪浩成＋ 
Sb 明黄褐色砂隣土（1OYR6/6) 。しまりなし。粘性なし。橿色の砂粒を含む。地山が風化して流出したもの。 

0 
	

2m 

Fig.15 No.3 トレンチ平面・土層断実測面図 （1/60) 



土塁上端推定 

H=202.Om 

A 

1 褐灰色土（7.5YR5(2) ロ表土。 

2 明黄褐色土（1OYR7/6) n しまりなし。粘性なし。土塁崩落土または溝状遺構。 

3a 黄色土（2.5Y8/6). しまりありロ粘性なし。土塁』 

3b 灰褐色土（7AYR4/2) 。ややしまりあり。粘性なしロ粒子が粗い。土塁。 

3c 同 上ロ 

3d にぶい黄色土（2.5Y6/8) 。ややしまりあり。粘性なし。8b・8c層に比べ粒子が細かい。土塁。 

4a 黒褐色土（2.5Y3/1) 。しまりなしロ粘性なL。炭化物を多く含み、焼土粒を少し含む。土塁または旧表土。 

4b 明黄褐色土（2.5YW6) 。しまりあり。粘性なし。土塁または旧表土ロ 

5 明黄褐色土（2.5Y616) 。ややしまりなし。粘性なし。地山巴 
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2m 

Fig.16 No.4 トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) 



No. 5 トレンチ（Fig.17) 

No.5トレンチは曲輪I（主郭部）北側直下の C4グリッドに位置する。曲輪I北側直下の帯曲輪の形状と規模の

確認のため、No.4トレンチ北側の延長軸線上に長さ 5. 7m×幅lmのトレンチを設定して掘削を行った。堆積状況

は表土を 0.15~ 0.2m程度掘削したところで 2層の地山面を確認した。地山面は現況面とほぼ同じ傾斜となって

おり、明確な平坦面は確認できなかった。想定されていた帯曲輪は曲輪I北東直下を廻る横堀の延長上に位置して

いたが、横堀との連続する遺構は確認できなかった。ただし土層図面上には図示しきれていないがトレンチ南端か

ら 1.3m地点に傾斜変換点があり、0.5~ 0.6m幅ほどやや平坦になる地点が認められ、東側の横堀から西側の曲輪 

mに続く通路状の遺構の可能性が残る。遺物は出土しなかった。 

サブトレンチ ~ 

F1=199.Om  

1 灰褐色土（7.5YR4I2) 。しまりなし。樹根が多く認められる。表土。 

2 明黄褐色土（2.5Y7/6) 。しまりあり。粘性なし。地山。 

0 2m 

Fig.17 No.5 トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) 



No. 6 トレンチ（Fig. 18) 

No.6トレンチは曲輪I（主郭部）中央部のD~ G5グリッドに位置する。曲輪Iの施設・曲輪内を区画する溝

や段差、曲輪I縁辺部の土塁などの有無や規模を確認するため、曲輪I中央の南北方向に縦断させて長さ 28.7m X 

幅lmのトレンチを設定して掘削を行った。表土は全体的に層厚 0.05m程度の堆積で、トレンチの北側は現代の

構造物により地表面から層厚 0. 3m 以上の造成土の堆積が認められた。また南端部も現代の安全柵の設置時に造成

が行われており、曲輪Iでは現代の公園化に伴い広い範囲での撹乱を受けている状況が確認された。遺構面が残存

していると思われるトレンチ中央部より南側では現代の造成土の 2層を掘り下げて、地山または曲輪造成面と思わ

れる面を確認したが、遺構や区画の溝状遺構や段差は認められなかった。またトレンチ北端部は現状ではほぼ平坦

となっており、これが近現代の削平によるものかは不明であるが、現状では土塁は確認できていない。ただし、3b 

層は黒褐色を基調とし、炭化物や焼土粒を多く含んでおり、東西に隣接する No.4・8トレンチと同様に土塁基底部

またはその直下の旧表土層と思われ、山城構築以前の遺構が残存している可能性がある。遺物は中世前期と思われ

る中国産白磁碗、青磁碗・皿、7世紀末の須恵器、土師質土器鍋、土師器杯などが出土した。 

No. 6 トレンチ出土遺物（Fig. 19) 

1--3は表土より出土した遺物である。 

大蓋（1) 7世紀末の須恵器で、残存器高 2.5cmを測る。調整は内外面ともに回転ナデを施す。色調は内外面と

もに暗灰色を呈する。 

碗（2） 同安窯系青磁椀 I - lb類の口縁部片で、残存器高 2.5cmを測る。外面が櫛目文、内面にヘラ状の施文

具による花文、沈線を施す。内外面ともに施紬され、貫入が認められる。色調は粕が緑色を呈する。 

鍋（3） 土師質土器鍋ifi類で、残存器高 5.3cm を測る。調整は外面全体に煤が付着しているため不明で、内面

は横位のハケメ調整を施す。色調は内外面ともに橿茶色を呈する。 

No. 7 トレンチ（Fig. 20) 

No.7トレンチは曲輪I（主郭部）直下の帯曲輪の曲輪IV, G・H5グリッドに位置する。曲輪I南側直下の帯曲

輪の形状・規模の確認のため、長さ 8. lm×幅lmのトレンチを設定して掘削を行った。現状では曲輪I南側直下

の帯曲輪は全体が平坦面となっているが、上峰村史にはタイトルに「鎮西山頂から南、第一段の発掘、暫壕の断面」 

とされる試掘坑の写真が掲載されており、堀の存在がすでに確認されていた（上峰村史 1979 P.302）が調査地点

は不明であった。今回設置したトレンチでは偶然にも写真と同一の試掘坑が検出され、改めて堀の存在が確認され

た。検出された堀の規模は上峰村史に記載されていたように堀（董壕と記載されている）が現地表面から 0.6m程

埋没していることを確認した。この堀は 20m東の No.18トレンチにおいても堀が確認されたことから、曲輪I・ 

II（副郭部）の北側直下の横堀と同様のものであると判断できる。横堀Nの規模は曲輪I縁辺部から横堀南側の立

ち上がりまでの水平距離 4. im、深さは 0.6m程埋没しており、曲輪I縁辺部から堀底面までの比高差は 4.35mで、 

断面形状はやや開き気味の緩いU字状を呈する毛抜堀状を呈する。横堀lvから南側の上層部（1・2層）は近現代

の造成土で平坦部の南端では 2b層内にケーブル線が通っており、近現代の造成土となっている。3' 6層は横堀 

W埋土である。7・8・9層は曲輪lv造成土または土塁の崩落土に相当すると考えられ、7層から中世前期の中国産

白磁碗・青磁碗・陶器、国産陶器、瓦器椀、瓦質土器、土師器杯・小皿などの遺物が多く出土した。 
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1 褐灰色土（7.57705/2) 。表土。 

Na 灰黄褐色土（10YB6/2) 。しまりなし。粘性なし。近現代の造成土。 

Nb にぶい黄橿色土（10YB&/4) 。しまりなし。粘性なし。東屋構築時の造成土。 

Nc 褐灰色土（7.5Y7th/I) 。よくしまる。粘性なし。近現代の造成土。 

Na にぶい黄色土（2.5! 53) 。ややしまりなし。粘性なし。土塁造成土または崩落土ロ 

Nb 黒褐色土（2.5Y30) 。しまりなし。粘性なし。炭化物と焼土粒を含む。土塁の基底部か？ 

Hg. 18 No.6 トレンチ平面・土層断面実測図（1/100) 
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Hg.19 No.6 トレンチ出土遺物実測図（1/3) 
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ケーブル 

  

  

  

  

  

  

旧トレンチ 

（『上峰村史』1979 P.802記載亜壕） H=198.0m 

       

       

1 にぶい褐色土（7.OYR5/8) 。樹根が多く含まれる。表土。 

2a 褐灰色土（7.5YRal) 。現代の缶などを含む。現代の造成土ロ 

2b 橿色土（SYRG/8) と灰褐色土（7.5YRS/2) との混清土。ケーブル埋設土。 

0 にぷい黄色土（2.5Y6/4) 。しまりなし。粘性なし。横堀埋土ロ 

4 褐灰色土（7.SYR4/1) 。ややしまりなしロ粘性なし。横堀埋土。 

5 にぶい黄色土（2.5Y6/4) 。ややしまりなし。粘性なし。横堀埋土。 	 0 	 2m 

9 橿色土（7.5YR716) 。ややしまりなし。粘性なし。横堀埋土。 	 トートー 

7 灰褐色土（7.5YRS/2) 。しまりあり。粘性なし。炭化物を多く含む。中世の遺物を含む。土塁崩落土または曲輪造成土。 ― 

0 にぶい黄橿色土（1OYR6/4) 。ややしまりあり。粘性かし。炭化物を含む。土塁崩落土または曲輪造成土ロ 

9 灰黄褐色土（10Y丑5/2) 。ややしまりなし。粘性なし。炭化物を含む。土塁崩落土または曲輪造成土ロ 

boa橿色土（&YE6旧）ロややしまりなしn 粘性なし。地山。造成土の可能性もあるロ 

lOb橿色土（7.BYR7/B) 。ややしまりなし。粘性なし。地山。 

Fig.20 No.7 トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) 

No. 7 トレンチ出土遺物（Fig.21) 

1・3は表土、2は曲輪造成土より出土した遺物である。 

鉢×壷（1） 中国陶器で、残存器高 2.4cm、復元底径7.5cm を測る。内外ともに施紬される。色調は紬が灰褐

色を呈する。 

壷×究 (2） 国産陶器の備前焼で、残存器高 7.6cm、復元底径20.0cm を測る。調整は外面が回転ヘラケズリ後

にナデ調整をし、内面は回転ナデ調整を施す。外面に自然紬が認められる。色調は紬が茶褐色、灰緑色、露胎部が

灰茶色を呈する。 

小皿（3） 土師器で、器高 1.0cm を測る。調整は外面が回転ナデ調整、内面に回転ナデ後にナデ調整を施す。 

色調は内外面ともに、にぶい橿色を呈する。 
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~ 

日g. 21 No.7トレンチ出土遺物実測図（1/3) 

No. 8 トレンチ（Fig. 22) 

No.8トレンチは曲輪I（主郭部）北東部のD5・6グリッドに位置する。曲輪I北東側縁辺部の土塁の有無と形

状・規模の確認のため、長さ 5. im×幅lmのトレンチを設定して掘削を行った。 トレンチ内の層序は 7層に分層

され、1層は表土、3,5層は土塁五、6層は土塁且の造成土または旧表土、7a層は地山または曲輪造成土である。 

1層は表土で層厚 0.05~ 0.2m程堆積しているが、土塁n部分の 3層直上範囲は土塁造成土の可能性もあるが、腐

葉土や樹根などによる影響を受けており明確に判断することができなかった。土塁II直下の黒褐色を基調とする 6 

層は、炭化物や中世前期の中国産青磁や土師器が混入しており、No.4・6トレンチと同一の堆積層で旧表土や土塁

造成土の可能性がある。2層は土塁の崩落土または No.3トレンチと同様に土塁の曲輪内側に設けられた溝状遺構

の可能性がある。この結果、確認された土塁IIの形状は上部が造成土の流失により原形を留めていないが、堆積状

況から台形状を呈していたと思われる。規模は上面の残存幅は 2.3m、残存高 0.8m、残存基底幅 3.3mを測り、土

塁nの上面に小穴などの遺構は確認されなかった。また土塁IIの基底部直下で地山または造成土と思われる 7層上

面には遺構か根穴と思われる小穴が検出され、さらに土塁構築以前の遺構が存在する可能性がある。遺物は土塁造

成土内から中国産白磁碗・青磁碗、国産陶器、土師器片、土塁IIまたは旧表土の 6層から中国産青磁、鍋または火

鉢と思われる土師質土器などが出土しており、いずれも中世前期の所産である。 

No. 8 トレンチ出土遺物（Fig.23) 

1・4は 3.-.5層、2・3・5は 6層より出土した遺物である。 

碗（1） 白磁椀V 4X皿 1・3類で、残存器高 5.0cm を測る。内面に沈線を施す。内外面ともに施粕される。 

色調は軸が灰白色を呈する。 

碗（2） 白磁椀V-4X町 1・3類で、残存器高 3.6cmを測る。内外面ともに施粕される。色調は粕が黄白色

を呈する。 

碗（3） 同安窯系青磁椀 I - lb類で、残存器高 3.4cmを測る。外面が櫛目文、内面に櫛点描文、ヘラ描き文、 

沈線を施す。内外面ともに施粕される。色調は紬が緑色を呈する。 

碗（4） 同安窯系青磁椀I - lb類で、残存器高 2.5cmを測る。外面が櫛目文を施し、沈線を有する。内面に沈

線を施す。内外面ともに施粕され、貫入が認められる。色調は紬が黄緑色を呈する。 

椀（5） 瓦器で、残存器高 1.0cm、復元底径 7.1cm を測る。調整は外面が回転ナデ調整、ナデ調整、内面は摩

耗のため不明である。色調は外面が黄橿色、内面が黒色を呈する。 
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イ 
サブトレンチ 

  

H202.Om 

   

1灰褐色土（7.5YR4/2) 。しまりなし。粘性なし。表土ロ 

2 灰褐色土（5YR42) 。しまりなし。粘性なしロ土塁崩落土または堀底埋土の可能性あり。 

3 明黄褐色土（2.5Y7/6) 。しまりあり。粘性なしロ土塁ロ 

4 灰黄褐色土（10YR412) 。しまりあり。粘性なし。明黄褐色ブロック土を含む。土塁。 

5 黄褐色土（2.5Y5/3) と明黄褐色土（2.TTT/6）との混渚土。しまりあり。粘性なし。土塁。 

6 黒褐色土（2.5Y311) 。しまりなし。粘性なし。中世遺物を含む。土塁造成土または旧表土。 

Ta 明黄褐色土（2.5Y7/6) 。しまりあり。粘性なし。花嵩岩風化土。地山と思われるが曲輪造成土の可能性もある。 

lb明黄褐色土（2.5Y7/8) 。しまりあり。粘性なし。花崩岩風化土。地山。 
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Fig.22 No.8 トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) 
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月g.23 No.8 トレンチ出土遺物実測図（1/3) 



No. 9 トレンチ（Fig.24) 

No.9 トレンチは曲輪I（主郭部）南東部直下の C・D6 グリッドに位置する。曲輪I北側土塁直下の横堀および

土塁の形状・規模を確認するため、No.8 トレンチ西壁面の北側延長線上に長さ 4. 3m× 幅 lmのトレンチを設定

して掘削を行った。 トレンチ内の層序は 5 層に分層され、1層は表土で全体に層厚 0.1~ 0.3mで堆積している。 

2'-4層は横堀埋土で切岸や直上の曲輪I縁辺部土塁の崩落土などの堆積土、5 層は土塁造成土である。調査の結

果、比較的良好に横堀 Iとそれに伴う土塁Wが残存していることが確認できた。まず横堀 Iの規模は上幅（曲輪I 

縁辺部土塁から横堀北側の立ち上がりまでの水平距離）が 5.4m、深さは 0.7m 程埋没しており、曲輪 I縁辺部か

ら堀底面までの比高差は 4.Om で、断面形状は逆台形状の箱堀形を呈する。土塁］Vの規模は上面の残存幅は 0.8m. 

残存高 0.35m、基底幅は土塁IVの北側が調査区外のため不明であるが、1.4m以上を測り、形状は台形状を呈する。 

遺物は中国産白磁碗、陶器などが出土した。 

No. 9 トレンチ出土遺物（Fig.25) 

1は横堀埋土より出土した遺物である。 

碗（1） 白磁椀V-4 X皿 1・3 類で、復元口径 16.6cm、残存器高 4.8cm を測る。口縁部はくちばし状を呈する。 

内外面ともに施粕される。色調は粕が灰白色を呈する。 

No.H トレンチ（Fig.26・27) 

No.11トレンチは曲輪II（副郭部）中央部のDli~ 14、E6~ 1i.F6・7 グリッドに位置する。曲輪且の内部施設・

地形の形状と曲輪II東端直下の帯曲輪の規模などを確認するため、曲輪I（主郭部）切岸から曲輪II東端直下の帯

曲輪までを横断する長さ 75.4m×幅 lmのトレンチを設定して掘削を行った。調査ではまず1層の表土を 0.05~ 

0. lm 程度掘り下げたところで遺構面が検出され、小穴や土坑などの遺構が確認できた。ただし、トレンチの東西

端は堆積状況が異なっており、トレンチ西側では曲輪I部切岸から曲輪II西側平坦面の 0.2m 程にかけて公園整備

などの近現代の盛土や削平、コンクリート基礎の設置などにより大きく撹乱を受けている状況であった。反対のト

レンチ東端では曲輪II東端部の曲輪の盛土による造成土が確認され、縁辺部付近には溝状の遺構と小穴が検出され

ている。また曲輪n直下の帯曲輪には横堀が廻っていることが確認された。 トレンチ内の層序は 16 層に分層され

るが、前述の通り全体的に表土を除去したところで遺構面が検出されており、ここではトレンチ東端部の堆積状況

を中心に記述する。まず 1層は表土で全体に層厚 0.1~ 0.3m 程度堆積している。2 層はトレンチ内全体で断続的

に確認される表土直下の造成土、遺物包含層または撹乱である。3b, 8~ 14 層は曲輪u造成土、4.--.7 層は横堀

且埋土、15・16 層は土塁または帯曲輪造成土と考えられるが 16 層に関しては黒褐色土を基調しており、多くの炭

化物、中国産磁器、土師器が出土したことから曲輪Iの No.4・8 トレンチと同様に旧表土の可能性がある。新たに

確認された横堀IIの規模は上幅（曲輪且縁辺部から横堀東側の立ち上がりまでの水平距離）が 4.2m、深さは 0.9m 

程埋没しており、曲輪I縁辺部から堀底面までの比高差は 2.6mで、断面形状は逆台形状の箱堀形を呈する。遺物

は曲輪n平坦部から中国産白磁・青磁・青白磁、陶器、中世須恵器、土師器など、旧表土の可能性がある 16 層か

らは 12 世紀中頃から後半にかけての中国産青磁碗・皿、中世須恵器、土師器杯など中世前期の遺物が出土した。 

No.H トレンチ出土遺物（Fig.28・29) 

1・2・4・5・8・13~ 17・19~ 24 は表土、7 は遺構検出時、3・6・9 - 12・18 は 15・16 層より出土した遺

物である。 

碗（1） 白磁椀V -4><皿 1・3 類で、復元口径 16.0cm、残存器高 3.6cm を測る。内面の体部上位に沈線を有 
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プ 
サブトレンチ 

／」 

H=201.Om 

1 褐灰色土（7.5YR5/1) 。しまりなし。粘性なしロ表土ロ 

2且明褐色土（7.5YR5/6) 。しまりなしロ粘性なしロ横堀埋土ロ 

2b 褐灰色土（7.5YR4/1) 。しまりなしロ粘性なしロ横堀埋土。 

3 にぷい褐色土（7.5YR518) 。しまりなし。粘性なし。横堀埋土。 

4 橿色土（7.5YR616) ロしまりなし。粘性なし。横堀埋土。 

5 にぷい橿色土（7.5YR6/4) 。ややしまりあり。粘性なし。土塁造成土。 

6 明黄褐色土（2.5YR616) 。ややしまりあり。粘性なし。地山。 

0 10cm 

0 2m 

    

Fig.24 No.9 トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) Fig.25 No.9 トレンチ出土遺物実測図（1/3) 

する。内外面ともに施紬される。色調は粕が黄白色を呈する。 

皿（2） 白磁で、復元口径 13.8cm、器高 4.0cm、復元底径 4.8cmを測る。調整は外面に回転ヘラケズリを施す。 

内面に印花文を施し、沈線を有する。内外面ともに施粕され、高台内部と畳付の紬を掻き取っている。色調は粕が

青白色、露胎部が灰白色を呈する。 

碗（3） 龍泉窯系青磁椀1-2類で、復元口径 15.4cm、残存器高 4.6cmを測る。内面に片彫蓮花文を施し、体

部上位に 2条の沈線を有する。内外面ともに施紬される。色調は粕が青緑色を呈する。 

碗（4） 龍泉窯系×同安窯系青磁で、残存器高 1.8cm を測る。内外面ともに施粕され、貫入が認められる。色

調は紬が緑色を呈する。 

皿（5） 龍泉窯系青磁皿I類で、復元口径 9.8cm、残存器高 2.0cmを測る。体部の内面に沈線を有する。内外

面ともに施和され、貫入が認められる。色調は粕が青緑色を呈する。 

碗（6） 同安窯系青磁椀I 一lb類で、復元口径 16.0cm、残存器高 2.5cmを測る。外面に櫛目文を施し、内面に

沈線を有する。内外面ともに施紬され、貫入が認められる。色調は粕が黄緑色を呈する。 

碗（7） 同安窯系青磁椀I 一lb類で、残存器高 5.0cm、復元底径 4.9cm を測る。調整は外面に回転ヘラケズリ調

整を施す。外面が櫛目文、沈線文、内面にヘラ描き文、櫛点描文、体部と見込み部の境に段を有する。内外面とも 
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に施粕される。粕調は粕が緑色、露胎部が灰褐色を呈する。 

皿（8） 同安窯系青磁皿 I - 1a類で、残存器高 1.0cm、復元底径 4.6cm を測る。内外面ともに施粕され、外面

の底部を掻き取っている。また、内外面に貫入が認められる。色調は粕が緑色、露胎部が灰色を呈する。外面の粕

の厚みにムラがみられる。 

皿（9） 同安窯系青磁皿 I - 2b類で、口径 11.2cm、器高 2.3cm、底径 4.4cm を測る。内面に櫛点描文を施す。 

内外面ともに施粕され、貫入が認められる。また外面底部の粕を掻き取っている。色調は粕が黄緑色、露胎部が灰

色を呈する。 

皿（10） 同安窯系青磁皿 I - 2b類で、復元口径 10.8cm、器高 1.7cm、底径 4.9cm を測る。調整は外面に回転

ケズリ調整を施す。内面の見込み部に櫛点描文、ヘラ描き文、沈線を施す。内外面ともに施粕され、外面の底部を

掻き取っている。色調は紬が黄緑色、露胎部が淡黄灰色を呈する。外面の粕の厚みにムラがみられる。 

皿（11） 同安窯系青磁皿 I - 2b 類で、復元口径 10.8cm、器高 2.2cm、復元底径 4.8cm を測る。調整は外面に

回転ケズリ調整を施す。内面の見込み部に櫛点描文、ヘラ描き文、沈線を施す。内外面ともに施粕され、貫入が認

められる。また外面底部の粕を掻き取っている。色調は紬が緑色、露胎部が灰色を呈する。体部に熔着痕が認めら

れる。 

皿（12） 同安窯系青磁皿I類で、復元口径 10.7cm、器高 1.6cm を測る。内外面ともに施粕される。色調は紬が

黄緑色を呈する。 

盤（13） 中国陶器盤 I - laで、復元口径 32.0cm、器高 10.5cm、復元底径 22.6cm を測る。調整は外面が回転

ナデ後ナデ調整、回転ヘラケズリ調整をし、内面は回転ナデ調整を施す。内面に黄粕を施し、鉄絵を描き、色調は

粕が褐色、露胎部が灰色、暗灰色を呈する。14 と同一個体の可能性がある。 

盤（14） 中国陶器で、残存器高 1.2cmを測る。調整は外面にナデ調整を施す。内面に黄粕を施し、鉄絵を描き、 

貫入が認められる。色調は灰黄色で施紬された下地の上に茶褐色で文様が描かれ、露胎部が灰褐色を呈する。13 

と同一個体の可能性がある。 

耳壷（15） 中国陶器で、残存器高 2.8cmを測る。調整は外面がナデ調整、内面と耳部にはナデ調整の他に指頭

圧痕が認められる。色調は外面が茶灰色、内面は灰褐色を呈する。 

握鉢（16） 中世須恵器の口縁部片で、残存器高 3.8cm を測る。調整は外面が回転ナデ調整、ナデ調整、内面は

回転ナデ調整を施す。色調は内外面ともに黄灰色を呈する。 

杯(17） 土師器で、復元口径 16.3cm、器高 2.8cm、復元底径 10.8cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、内

面が回転ナデ調整でー部はナデを施す。底部切り離しは回転糸切りである。色調は内外面ともに橿色である。 

杯(18） 土師器で、復元口径 14.0cm、器高 2.7cm、復元底径 10.0cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、内

面は回転ナデ後にナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りである。色調は内外面ともに、にぶい黄檀色である。 

杯(19） 土師器で、残存器高 2.5cmを測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整を施す。色調は内外面ともに、 

にぶい橿色である。 

小皿（20） 土師器で、復元口径 8.0cm、器高 1.2cm、復元底径 6.6cmを測る。調整は内外面ともに回転ナデ調

整を施す。底部切り離しは回転糸切りで、その後板状圧痕が認められる。色調は内外面ともに橿色である。 

小皿（21） 土師器で、復元口径 8.2cm、器高 1.0cm、復元底径 6.6cm を測る。調整は内外面ともに回転ナデ調

整を施す。底部切り離しは回転糸切りでナデを施す。色調は内外面ともに橿色である。 

小皿（22） 土師器で、復元口径 8.6cm、器高 1.2cm、復元底径 6.5cm を測る。調整は外面が回転ナデ調整、内 
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20 	橿色土（7.5 YR7I6) 
2d 	褐灰色土（7.5YR4 
2e 	褐灰色土（7.51100/ 

2) 。しまりなし。粘性なし。表土。 
'1) 。しまりなし。粘性なし。表土。 

。ややしまりあり。粘性なし。褐灰色土が混じる。撹乱。 

しまりあり。粘性なし。地山。 

しまりなし。粘性なし。灰褐色ブロック土を含む。撹乱。 

r]j 。しまりなし．粘性なし。SD4埋土。 

1）と橿色土（7.5YR7/8) の混滑土ロしまりなしロ粘性なしロ造成土または撹乱。 
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日g.27 No.11 トレンチ平面・土層断面図② (1/60) 

21 褐灰色士（7.5YR5/1) 。ややしまりあり。粘性なし。炭化物を多く含む。遺構または撹乱。 

2g 褐灰色土（7.IYRO/l）と撞色土（7.SYR7/8) の混滑土。しまりなし。粘性なし。造成土または撹乱ロ 

Ia 灰褐色土（7.5YR52) 。レまりなし。粘性なし。造成土または溝状遺構。 

35 にぶい黄橿色土（10m6/4) 。しまりあり。粘性なし。曲輪造成土。 

4 明黄褐色土（IOYRII6) ロしまりなし。粘性なしロ横堀埋土。 

5 褐灰色土（SOYR5/1) 。しまりなし凸粘性なし。横堀埋土。 

6 灰黄褐色土（SIYROI2) 。しまりなし。粘性なし。横堀埋土。 

7 褐灰色土（7.5'?丑6/1）。しまりなし。粘性なし。横堀埋土。 

8 明黄褐色土（2.567)6) 。しまりあり。粘性なし。造成土。 

9 にぷい黄色土（4.516/3) 。しまりなしロ粘性なし。曲輪造成土。 

10 褐灰色土（IOYR6/l) 。しまりあり。粘性なし。曲輪造成土。 

11 褐灰色土（101105/1) しまりあり。粘性なし。曲輪造成土。 

12 浅黄色土（2.5Y7川 。しまりあり。粘性なし。曲輪造成土。 

13 褐灰色土（7.5Ym/1) 。ややしまりなしロ粘性なし。曲輪造成土。 

14 にぷい黄色土（2.5Y6/4) 。ややしまりなし。粘性なし。曲輪造成土ロ 

15 灰黄褐色土（ユOY101d2) 。ややしまりあり。粘性なし。中世遺物を多く含むロ土塁または曲輪造成土。 

16 黒褐色土（2.5Y3/1) 。ややしまりあり。粘性なし。中世遺物を多く含む。土塁または曲輪造成土。 

17 にぶい黄橿色土（101106/4) 。ややしまりなし。粘性なし。地山。 

小穴1にぶい黄色土（2.510/3) 。しまりなし。粘性なし。 

小穴2 同 上。 

小穴3 褐灰色土（7.5YR4/D 。しまりなし。粘性なしロ樹痕かり 
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又＼ 

嘩麟懸難い 

zー＝ ン 
17 

礁議鷺”、 

面が回転ナデ調整後にナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りである。色調は茶褐色、内面が橿色をである。 

石鍋（23） 滑石製品で、残存器高 2.9cm を測る。内面に工具調整痕、外面に煤の付着が認められる。 

羽口（24） 土製品で、輔の羽口先端部の破片と思われる。最大長 4.9cm、最大幅 3.6cm、最大厚 2.8cm を測る。 

胎土は外面がにぶい橿色、内面が茶褐色を呈する。 
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Fig.29 No.11 トレンチ出土遺物実測図② (1/3) 

No.12 トレンチ（Fig.30) 

No.12 トレンチは曲輪II（副郭部）中央部北側の C・Dlo グリッドに位置する。曲輪II平坦部の内部施設・地形

形状とその直下の横堀・土塁の規模などを確認するため、長さ 10.5m×幅 lmのトレンチを設定して掘削を行った。 

調査では新たに曲輪II平坦部の縁辺部に土塁V（または曲輪造成土）とそれに伴う SD 14、曲輪II平坦部直下で横

堀nの埋没状況の確認ができた。新たに確認された曲輪 IT 縁辺部の土塁Vの規模は残存上幅 1. 5m、残存高 0.4m, 

基底部幅 1 .9m を測り、断面形状は台形を呈する。SD 14 の規模は上幅の北側の立ち上がりが調査区外であるが、 

現状から 3.5m以上、深さが 0.9m以上で断面の形状はU字形を呈する。曲輪II直下の横堀の規模は上幅（曲輪且

縁辺部土塁から横堀北側の現地表面の立ち上がりまでの水平距離）が 5.4m、深さは 0. 7m 程埋没しており、曲輪 

I縁辺部から堀底面までの比高差は 3.6m で、断面形状は逆台形状の箱堀形を呈する。 トレンチ内の層序は 12 層

に分層され、1層は表土、2 層は土塁崩落土または曲輪II造成土、3~5層は曲輪II平坦部土塁に伴う SD 14 埋土、 

6' 9層は横堀n埋土、10~ 12 層は土塁または曲輪n造成土である。遺物は中国産白磁皿・水注・陶器耳壷、土

師器杯などが出土している。 
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No. 12 トレンチ出土遺物（Fig.31) 

1は表土より出土した遺物である。 

耳壷（1） 中国陶器で、残存器高 2.7cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、内面はナデ調整を施す。外面に

沈線文を施す。内外ともに施紬される。色調は灰褐色を呈する。全体的に焼締まる。 

~  喫替， 
0 	 10cm 

~ 

Fig.31 No.12 トレンチ出土遺物実測図（1/3) 

No.13 トレンチ（Fig. 32) 

No.13 トレンチは曲輪n（副郭部）中央部北側のB・Cloグリッドに位置する。地表面観察で曲輪n北側直下の

横堀が収東していることから、城の出入口の存在を想定し、その確認と曲輪五直下の帯曲輪の規模・形状確認のた

め、長さ 9. 7m×幅lmのトレンチを設定して掘削を行った。調査では新たに曲輪II縁辺部で地山面を階段状に切

土を行ったあと、盛土による土塁（または曲輪）の造成を行っていることが確認された。また曲輪且平坦部の直下

では埋没した横堀が検出され、No.12トレンチの横堀且と連続しており、さらに横堀且の北側に土塁Vを伴ってい

ることが判明した。今回の調査では城の出入口に関連する遺構は検出されなかった。検出された曲輪且縁辺部の土

塁Vまたは曲輪造成土の規模は、造成土の残存幅 2.6m以上、残存高 1.lmを測る。曲輪II直下の横堀の規模は上

幅（曲輪u縁辺部の土塁から横堀の立ち上がりまでの水平距離）が 4. lm、深さは 0.6m程埋没しており、曲輪I（主

郭部）縁辺部から堀底面までの比高差は 2.4mで、断面形状はU字形の毛抜堀状を呈する。堀に伴う土塁（盛土造

成によるものと思われるが地山の可能性もあり、その場合は切土による造成となる。）の規模は残存上幅が 0.85m, 

残存する深さが 0.6~ 0.9m、基底部（横堀底部から土塁北側裾部幅）は 3mを測る。 トレンチ内の層序は 9層に

分層され、1層は表土、2~5層は土塁崩落土などの横堀埋土、6~8層は曲輪n平坦部土塁または曲輪且造成土、 

9層は土塁である。遺物は中国産白磁碗・青磁碗・陶器、国産陶器、中世須恵器、土師器杯・小皿などが出土した。 

No. 13 トレンチ出土遺物（Fig.33) 

1--5は表土より出土した遺物である。 

碗（1） 白磁椀V -4 X皿 1・3類で、残存器高 3.6cmを測る。内外面ともに施紬される。色調は軸が灰白色

を呈する。 

鉢（2） 中国陶器で、残存器高 6.8cmを測る。調整は外面が回転ナデ後にナデ調整をし、内面は回転ナデ調整

を施す。色調は外面が灰黄色、内面が暗灰黄色を呈する。 

嚢 (3） 中国陶器究1V類で、残存器高5.4cmを測る。調整は内面に回転ナデ調整を施す。内外面ともに施紬される。 

色調は紬が黄茶色、褐茶色、灰黄色、露胎部がにぶい黄橿色、灰黄色を呈する。肩部に砂粒を含む土の熔着が認め

られる。 

杯 (4） 土師器で、復元口径 17.6cm、器高 2.4cm、復元底径 12.8cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、内

面は回転ナデ後にナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りで、その後、板状圧痕が認められる。色調は内外面 
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H=198.0m 

1 灰褐色土（7$YR"2) 。しまりなし。粘性なし。表土ロ 

2 にぶい褐色土（7.SYRSI3) 。しまりなし。粘性なし。土塁等の崩落土。堀埋土。 

3 灰褐色土（7.5YR412) 。しまりなし。粘性なし。土塁等の崩落土。堀埋土。 

4 褐灰色土（7. 5Y164/ 1.) 。ややしまりあり。粘性なし。粒子が細かい。土塁等の崩落土。堀埋土， 

5 にぶい褐色土（7.5YR5/8) 。ややしまりあり。粘性なしに 7層に比べやや粒子が粗い。堀埋土。 

Sb 橿色土（7.5YRw6) 。地山の風化土。かたくしまる。粘性なレコ灰褐色土が混入する。土塁または曲輪造成土。 

Sb 檀色士（7.5YBア6）と灰褐色（7.6YR5/2) が交互に水平に堆積する。かたくしまる。粘性なし。土塁または曲輪造成土。 

7 明褐色土（7.5YR516) ゴかたくしまる。粘性なし。風化礎を多く含む。土塁または曲輪造成土。 

Sa 明黄褐色土（10yB6/8) 。しまりありロ粘性なし。炭化物を含むロ土塁または曲輪造成土。 

Sb 褐灰色土（161R"D 。しまりあり。やや粘性あり。炭化物を含む。土塁または曲輪造成土。 

Sa 淡黄色土（2.5Y5/4）ロしまりあり。粘性なし。褐灰色土が若干混ざる。土塁。 

9b 同 上ロ 

10 淡黄色土（2.508/4) ロしまりあり。粘性なし。花闘岩の風化喋を含む。地山。 
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Hg.32 No.13 トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) 
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Fig.33 No.13 トレンチ出土遺物実測図（1/3) 
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ともに、にぶい橿色である。 

小皿（5） 土師器で、器高 1.2cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、内面が回転ナデ後にナデ調整を施す。 

底部切り離しは回転糸切りである。色調は内外面ともに橿色である。 

No. 14 トレンチ（Fig. 34) 

No.14トレンチは曲輪n（副郭部）中央部南側直下のF・Gilグリッドに位置する。曲輪I（主郭部）中央部南

側直下の帯曲輪の曲輪Vおよび横堀の形状・規模の確認のため、長さlOm×幅lmのトレンチを設定して掘削を行っ

た。調査では横堀皿の埋没状況と帯曲輪の造成状況を確認できた。横堀ifiは表土が層厚 0.1~ 0.2m程堆積してい

る。表士除去後の規模は上幅（曲輪II縁辺部土塁から横堀南側の立ち上がりまでの水平距離）が 5.lm、深さは 0. 6m 

程埋没しており、曲輪I縁辺部から堀底面までの比高差は 4.Gmで、断面の形状はU字形の毛抜堀状を呈する。横

堀に伴う土塁については、どこまでを土塁または帯曲輪の造成土とするか判断できなかった。土層の堆積状況から、 

横堀ifiを構築する際に横堀南側の立ち上がり部分を上面幅lmの台形状に削り出しており、その直上に造成土を盛

土している状況が観察された。これを土塁と考えることもできるが、この造成土より南側も造成土（土塁の崩落土

の可能性もある）の堆積が認められ、既存の土塁を埋めて造成したものか、元々造成面を造成するために台形状に

地山を削り出したものかは判断できなかった。 トレンチ内の層序は 13層に分層され、1層は表土、2~4層は土

塁崩落土などの横堀ifi埋土、5,-..7・10 - 13層は土塁造成土と思われるが、6層には中世前期の土師器や中国産

陶磁器が含まれており、旧表土の可能性がある。また 10層は前述の通り台形状に削り出された地山直上に堆積し

ていることから、土塁の造成土の可能性も考えられ、その場合残存する規模は上面幅が 0.9m、造成土の残存高は 

0.2mである。8・9層は炭化物を多く含んでおり、築城以前の遺構の可能性がある。遺物は横堀皿埋土の 2層から

中国産白磁碗・青磁碗、瓦器椀、土師器杯・小皿、3層から中国産白磁・青磁、土師器、土塁造成土の 5,-.-7層か

ら中国産白磁・青磁・陶器、土師器杯・小皿などが出土した。 

No. 14 トレンチ出土遺物（Fig.35) 

3は 2層、2は 3層、1は 6層、4は土塁造成土より出土した遺物である。 

碗（1） 白磁椀VI-1類で、残存器高 1.9cmを測る。内面に沈線を有する。内外面ともに施軸される。色調は紬

が青白色を呈する。 

碗（2） 白磁椀V-4X皿一1・3類で、復元口径 17.2cm、残存器高 3.1cmを測る。内面に沈線を有する。内外

面ともに施粕される。色調は粕が灰白色を呈する。 

水注×壷 (3） 中国陶器で、残存器高 2.4cm を測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整を施す。内外面ともに

施粕される。色調は粕が灰黄色を呈する。口縁部に目跡が認められる。 

杯 (4） 土師器で、復元口径 16. 1cm、器高 2.5cm、復元底径 11.2cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、内

面は回転ナデ後ナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りである。色調は内外面ともに、にぶい橿色である。内

面の口縁端部に煤の付着が認められ、燈明具として使用された可能性がある。 

No.巧 トレンチ（Fig.36) 

No.15トレンチは曲輪且（副郭部）中央部南東側直下のE・F12・13グリッドに位置する。曲輪I （主郭部）中

央部南東側直下の帯曲輪および横堀の形状・規模の確認のため、長さ 7m×幅lmのトレンチの設定を行い掘削を

行った。調査の結果、No.13トレンチと同様の横堀埋没状況と帯曲輪の造成状況を確認できた。 トレンチ内の層序 
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Fig.35 No.14 トレンチ出土遺物実測図（1/3) 

A' 
、 

H=194.Om  

1灰褐色土（7.5YR5/2) 。しまりなし。粘性なし。表土ロ 

2 灰褐色土（7.5YRW2) 。しまりなし。粘性なし。横堀埋土。 

3 灰褐色土（7.5YR512) 。しまりなし。粘性なし。横堀埋土。 

4 橿色土（7.5-?'W6) 。しまりなしロ粘性なし。横堀埋土ロ 
5 明黄褐色土（105117/6) 。しまりなし。粘性なし。土塁または曲輪造成土。 

6 褐灰色土（7.5YR4/1) 。しまりなし。やや粘性あり。中世遺物を大量に含むロ土塁または曲輪造成土。 
7 明赤褐色土（2.SYR5/6）。しまりあり。粘性なし。地山ロ 

8 にぶい褐色砂質土（7.56165/2) 。ややしまりなし。粘性なしロ地山。 

0 
	

2m 
」 

Fig.36 No.巧 トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) 
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0 10cm 
	~ 

は 6層に分層され、1層は表土、2'--4層は土塁崩落土などの横堀m埋土、5・6 層は土塁または曲輪V造成土であ

る。今回のトレンチでは曲輪II南東部斜面において花崩岩の岩盤を削り取って切岸が構築されている状況が検出さ

れ、この切岸から曲輪n直下の横堀ifiへと掘削する際に切岸側の岩盤には幅 30cm 程の小段を削り残す状況が認め

られた。5・6層内からは切岸構築時に排出されたと思われる花崩岩の小剥片が多数混入していた。検出されたそ

れぞれの規模・形状は、横堀皿の上幅（曲輪II縁辺部から横堀の立ち上がりまでの水平距離）が 4・7m、深さは 0・7m 

程埋没しており、曲輪I縁辺部から堀底面までの比高差は 4.Om で、断面の形状はU字形に近い台形の箱堀状を呈

する。帯曲輪造成土または土塁は調査範囲のため全体の確認を行えていないが、地表面観察と併せて推定すると幅 

4~ Sm程を盛土による造成を行い、そこからは急斜面となっている。また No.14 トレンチと同様に盛土造成前に

横堀の南側立ち上がり部分から上幅 0.4m、高さ 0.5~ 0.6m、基底部幅 1.1~ 1.5mを台形状に地山を削り残し、 

土手状の高まりを造成している。遺物は表土から中国産白磁・青磁碗、土師器、横堀ifi埋土から中国産白磁‘青磁碗’ 

陶器、土師器、中世須恵器、造成土の 5・6 層からは中世前期の中国産青磁・陶器、東播系須恵器鉢・土師質土器鍋、 

土師器杯・小皿など特に 6 層からは多くの陶磁器・土師器片が出土しており、No.14 トレンチの 6 層と同様に中世 

前期の遺物が混入している状況である。 

No. 巧トレンチ出土遺物（Fig.37) 

1は 3 層、2-5は 5・6 層より出土した遺物である。 

碗（1） 龍泉窯系青磁椀 I -4b 類で、復元口径 15.6cm、残存器高 5.2cm を測る。内面に二又片刀または櫛刀に

よる分割線、片彫りによる飛雲文、沈線を施す。口縁端部に輪花を施す。内外面ともに施粕され、貫入が認められ 

る。色調は軸が緑色を呈する。 

碗（2） 同安窯系青磁椀I 一 lb類で、残存器高 3.0cmを測る。外面が櫛目文、内面に櫛点描文、沈線を施す。内 

外面ともに施粕され、貫入が認められる。色調は軸が黄緑色を呈する。 

担鉢（3） 中世須恵器で、残存器高 4.5cm を測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整を施す。色調は内外面と 

もに灰色を呈する。 

握鉢（4） 中世須恵器で、残存器高 1.7cm を測る。調整は内外面が回転ナデ調整を施す。色調は内外面ともに 

灰色である。 

鍋（5） 土師質土器で、残存器高 4.6cmを測る。調整は外面がョコナデ、ハケメ調整、内面は摩耗のため不明 

である。色調は外面がにぶい檀色、内面が暗灰色を呈する。内面に煤の付着が認められる。 

Z三 

  

  

3 

# 	4 

Fig.3] No.15 トレンチ出土遺物実測図（1/3) 
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No. 16 東側トレンチ（Fig.38）・西側トレンチ（Fig.39) 

N。・16トレンチは曲輪H（副郭部）南東直下に構築された竪堀を挟んで二箇所に帯曲輪の規模・形状と竪堀を渡

るための木橋などの柱穴の確認のため、 トレンチを設定して掘削を行った。竪堀を挟んで北東側の D13・14 グリッ

ドに長さ 3・5m×幅 1. 8m の No.16東側トレンチ、南西側の E13グリッドに長さ 3m×幅 1. 8m の No.16西側トレ

ンチを設定して掘削を行った。調査の結果 No.16東側トレンチでは木橋に関わる遺構は認められなかったが、横堀 

ifiが検出された。調査では隣接する竪堀Iとの関係を調べるため、横堀皿の延びる南西側へlm分トレンチを掘削

し、横堀皿と竪堀Iが接続している状況を確認した。また、この横堀mは No.11トレンチで検出された横堀方向に

延びており、曲輪且東端部直下の竪堀より北東には横堀IIIが廻っていることが確認された。 トレンチ内の層序は 7 

層に分層され、1層は表土、2a層は曲輪造成土または樹根、2b~ 5層は横堀皿埋土、6・7層は土塁または曲輪V 

造成土である。横堀皿の規模は上幅（曲輪n天端から横堀IIIの南側立ち上がりの水平距離）が 2.6m、深さは 0. 7m 

程で曲輪II天端と横堀ifiの堀底との比高差は 2.5mで、断面の形状はU字形に近い台形の箱堀状を呈する。横堀皿

南側の造成土は土層観察により No.14・15と同様に台形状の土手が認められるが 2a層が造成土か樹根であるか明

確でないため、今後の課題である。遺物は表土から中国産青磁碗・皿、土師器杯、横堀皿埋土の 2b~ 5層から中

国産白磁碗・青磁碗・陶器、土師器杯が出土した。次に No.16西側トレンチでは横堀も木橋に関わる遺構も検出さ

れなかった。このことから、当該トレンチと No.15トレンチとの間で横堀は途切れていることが確認された。層序

は 3層に分層され、1層の表土と 3層の切岸・地山の崩落土とに別れ、2層は1層の流れ込みまたは斜面の堆積土

と思われる。遺物は中国産白磁碗・青磁碗・皿が出土した。 

A 

J 	 

      

      

サブトレンチ 

     

      

      

      

      

      

1 褐灰色士（7.5YR5/1) 。しまりなし。粘性なし。表土。 
2a 掲灰色士（7.5YR4/ 1) 。しまりなし。粘性なしロ表土または造成土。 
2b 褐灰色士（7.5YR5/1) 。しまりなし。粘性なし。黄色ブロック土を含む。横堀埋土。 
3 灰黄色土（2.5Y8/2) 。しまりなし。粘性なし。褐灰色土が混じる。横堀埋土。 
4 灰黄褐色土（10YR5/2) 。しまりなし。粘性なし。横堀埋土。 
5 褐灰色土（10YRal) 。しまりなし。粘性なしロ横堀埋土。 
6 灰黄色土（2.5Y8/2) 。ややしまりなし。粘性なし。土塁または曲輪造成土。 
7 浅黄色土（2.SY7/4) 。しまりあり。粘性なし。土塁または曲輪造成土。 
6 明黄褐色土（2.SY//6) 。ややしまりなし。粘性なし。地山ロ 

 

2a, 

   

      

I 	 

Fig.38 No.16 東側トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) 
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No. 16 東側トレンチ出土遺物（Fig.40) 

4は表土、1-3は横堀埋土より出土した遺物である。 

碗（1） 白磁椀VT-i類で、残存器高 1.6cmを測る。内外面ともに施粕される。色調は紬が灰白色を呈する。外

面の紬の厚みにムラが認められる。 

碗（2） 白磁椀V-4X皿 1・3類で、復元口径 15.8cm、残存器高 1.6cm を測る。内面に沈線を有する。内外

面ともに施粕される。色調は軸が灰白色を呈する。 

碗（3） 龍泉窯系青磁椀I -3a類で、残存器高 2.8cmを測る。内面に櫛目文、片彫文、ヘラ描き文、沈線を施す。 

内外面ともに施粕され、貫入が認められる。色調は紬が緑色を呈する。 

皿（4） 龍泉窯系青磁皿I類で、復元口径 12.6cm、残存器高 2.0cmを測る。内外面ともに施粕される。色調は

粕が青緑色を呈する。内外面に黒色の付着物が認められる。 

サプトレンチ 

H=193.Om  

1 灰褐色土（7.5Y14512) 。表土。 	 3 明黄褐色土（10YB7/8) 。しまりありロ粘性なし。中世遺物が混入するロ地山の崩落土か？ 

2 にぷい黄褐色土（1OYR5IS) 。ややしまりあり。粘性なしロ 1層と同じ可能性がある。 	4 明赤褐色土（2.5YRS/8) 。しまりあり。粘性なし。地山ロ 

0 
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Fig.39 No.16西側トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) 
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月g.40 No.16東側トレンチ出土遺物実測図（1/3) 
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No. 16 西側トレンチ出土遺物（Fig.41) 

1は表土より出土した遺物である。 

碗（1） 白磁椀V-4X皿 1・3類で、残存器高 4.0cmを測る。内外面ともに施軸され、貫入が認められる。 

色調は粕が黄白色を呈する。 

No. 17 トレンチ（Fig. 42) 

No・17トレンチは曲輪I（主郭部）南東部直下の G3グリッドに位置する。曲輪I南側直下の横堀および帯曲輪

の形状‘規模を確認するため、長さ 3.2m×幅lmのトレンチを設定して掘削を行った。 トレンチ内の層序は 6層

に分層され、1層は表土で層厚 0.05m程堆積しており、2層は近現代の造成土、3~6層は曲輪V造成土である。 

調査ではN。・7トレンチから西へ延びる横堀の存在が想定されたが地山を階段状に掘削する切り土造成後、水平方

向に盛土を行っている状況が確認された。この造成がいつの段階でなされたものかは出土遺物などからでは判断で

きず、近現代に行われた可能性も考えられる。今後近辺の調査を行い、横堀がどこまで延びているかの確認と、今

回検出された造成土の時期を判明させる課題が残った。遺物は中国産白磁壷・青磁碗、土師器片などが出土した。 

No.Hトレンチ出土遺物（Fig.43) 

1'-3は表土より出土した遺物である。 

水注×壷（1） 白磁で、残存器高 11.2cm を測る。内外面ともに施和される。色調は軸が乳白色、黄色を呈する。 

碗（2） 龍泉窯系青磁椀1-2類で、残存器高 3.7cm を測る。内面に片彫蓮花文、沈線を施す。内外面ともに施

粕され、貫入が認められる。色調は紬が緑色を呈する。 

碗（3） 同安窯系青磁椀I - lb 類で、復元口径 15.4cm、残存器高 3.9cm を測る。外面が櫛目文、内面に櫛点描

文、ヘラ描き文、沈線を施す。内外面ともに施紬され、貫入が認められる。色調は粕が黄緑色を呈する。 

No. 18 トレンチ（Fig.44) 

No・18トレンチは曲輪II（副郭部）南東部直下のF・G7グリッドに位置する。曲輪且南西側直下の横堀および

帯曲輪の曲輪Ivの形状・規模を確認するため、長さ 5m×幅 0.6mのトレンチを設定して掘削を行った。調査の結果、 

No・7トレンチで確認された横堀JVの延長と思われる堀とトレンチ南側にケーブルが埋設されており撹乱されてい

たが、その下層に盛土による造成が確認され、この地点では帯曲輪は現状の範囲まで延びていたことが確認できた。 

横堀の規模は上幅（曲輪且から横堀ivの南側立ち上がりの水平距離）が 4.3m、深さ 0. 7m、曲輪且天端と横堀lvの

堀底との比高差は 3.3mで、断面の形状はU字形に近い台形の箱堀状を呈する。 トレンチ内の層序は 12層に分層

され、1層は表土で層厚 0.05 '-- 0.25m 程堆積しており、2・3層は近現代の造成土、4.-..7層は横堀w埋土、8~ 

12層は曲輪Iv造成土である。遺物は中国産青磁碗・皿・青白磁片、中世須恵器鉢、瓦器片、土師器片などが出土した。 

No. 18 トレンチ出土遺物（Fig.45) 

1は表土より出土した遺物である。 

碗（1） 同安窯系青磁椀I -lb 類で、残存器高 3.6cmを測る。外面が櫛目文、内面に櫛点描文、ヘラ描き文を施す。 

内外面ともに施粕され、貫入が認められる。色調は粕が黄緑色を呈する。 
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1 灰褐色土（7.5YR5/2) 。しまりなし。粘性なし。表土。 

2a にぶい黄褐色土（OOYR5雌） 。かたくしまるロ粘性なし。近現代造成土。 

21, 浅黄橿色土（10yR引4) 。かたくしまる。粘性なし。近現代造成土。 

2c にぶい黄褐色土（100B5/4) 。ややしまりなしロ粘性なし。地山プロック士・褐灰色ブロック土を含む。 

3 黄橿色土（1OYR7/S) と灰黄褐色土（10Y21512) との混滑土。しまりあり。粘性なし。曲輪造成土。 

4 明黄褐色土（10yB6(6) 。しまりあり。粘性なし。曲輪造成土。 

5a 褐灰色土（7.5521511) ロややしまりなし。粘性なし。炭化物を多く含むロ曲輪造成土ロ 

Sb 同 上。 

6 明赤褐色土（2.55215/8) と褐灰色土（7.55215/1) との混渚土。しまりなし。やや粘性ありロ曲輪造成土。 

7 明赤褐色砂質土（2.65215/8）。しまりなしロ粘性なし。花崩岩風化礎を含む。地山。 
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Fig.41 No.16 西側トレンチ出土遺物実測図（1/3) 
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Fig.42 No.H トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) 

0 	 10cm 

~ 

月g.43 No.17 トレンチ出土遺物実測図（1/3) 



石 

I サブトレンチ 

H=196.Om  

1 灰褐色土（ThYR6/2) 。しまりなしロ粘性なし。表土. 
2 灰黄色土（2.51117/2) 。しまりなしロやや粘性あり。近現代の造成土。 

3 黒褐色土（10Y丑3/1）。しまりなしロやや粘性あり。近現代の造成土。 

42 にぶい黄橿色土（103116/4) 。しまりなし。やや粘性あり。横堀埋土。 

4b 同 上。 

5 掲灰色土（10YRb/i) 。しまりなし。やや粘性ありロ横堀埋土。 

6 にぶい黄色土（2.5Y6/8) 。しまりなし。粘性なしロ横堀埋土。 

7 明赤褐色土（5YR5/6) 。しまりなし。粘性なし。横堀埋土。 

8 黄褐色土（107005/6) 。ややしまりなし。やや粘性あり。曲輪造成土。 

9 褐灰色土（10Y04/1) 。しまりなし。やや粘性あり。曲輪造成士。 

10 橿色土（7.5YRO/6) 。しまりなしロ粘性なし。曲輪造成土。 

11 にぶい黄橿色上（10yB6/4) 。しまりあり。粘性なレ。曲輪造成土。 

12 橿色土（7.SYR6/6) 。ややレまりあり。粘性なし。曲輪造成土。 

13 赤橿色土（bOyR6/8) 。しまりあり一粘性なし。地山。 
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月g.44 No.18 トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) 
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Fig.45 No.18 トレンチ出土遺物実測図（1/3) 



No.19 トレンチ（Fig. 46) 

No.19トレンチは曲輪II（副郭部）南西部直下のF・G8グリッドに位置する。曲輪I （主郭部）部南西側直下

の横堀および帯曲輪の曲輪Ivの形状・規模と城の出入口に関する遺構を確認するため、長さ 4. im×幅 0・8mのト

レンチを設定して掘削を行った0 調査では西側に隣接する No.18トレンチで検出された横堀の延長状況の確認を

目的として調査を行った。その結果、現代のケーブル埋設坑により撹乱を受けている状況であったがトレンチ全体

の表土を 0.2m 程掘り下げると地山面が検出され、遺構は認められなかった。トレンチ内の層序は表土のみである。 

遺物は表土から中国産青磁碗・陶器盤、土師質土器鍋が出土した。 

No.19 トレンチ出土遺物（Fig.47) 

1は表土より出土した遺物である。 

鍋（1） 土師質土器で、残存器高 2.1cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、内面にナデ調整を施す。色調は

内外面ともに橿色を呈する。 

末 

ケー ノレ 

2 ノ 
F 

H=194.Om 

1 灰褐色土（7.5YR4/2), しまりなし。粘性なし。表土。 

2 赤橿色土（1011a8） しまりあり。粘性なし。ケーブル埋設土。 

3 橿色土（5Y116/8) 。しまりあり。粘性なし。地山ロ 

H=195.Om 
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2m 

Fig.46 No.19 トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) 

0 	 10cm 

~ 

Fig.47 No.19 トレンチ出土遺物実測図（1/3) 
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No. 20 トレンチ（Fig. 48) 

No・20 トレンチは曲輪II（副郭部）南西部直下のF・G9グリッドに位置する。曲輪I（主郭部）南西側直下の

横堀および帯曲輪の曲輪Vの形状・規模を確認するため、長さ 2.8m×幅0.8m のトレンチを設定して掘削を行った。 

調査ではトレンチ内全体に砂利混じりの現代の造成土となっており、地山面まで掘り下げ平坦面を検出し、造成土

や遺構は検出されなかった。遺物は現代の造成土内から中国産白磁碗・青磁碗・皿、中世須恵器鉢、土師質土器鍋、 

土師器椀・小皿が出土した。 

No. 20 トレンチ出土遺物（Fig.49) 

1-'3は表土より出土した遺物である。 

碗（1） 白磁椀V-4X皿 1・3類で、残存器高 2.1cmを測る。内外面ともに施粕される。色調は粕が灰白色

を呈する。 

皿（2） 龍泉窯系青磁皿I - 1c 類で、復元口径10.2cm、器高 2.3cmを測る。内面に沈線を有する。内外面とも

に施粕され、貫入が認められる。色調は粕が緑色を呈する。 

末 

A 	  

Il 	 サブ  

H=194.Om  

A' 

1a 灰褐色土（7.5YR4/2) 。しまりなし。粘性なし。表土。 
lb にぶい褐色土（7.5YR5旧） 。しまりあり。粘性なし。砂利を多く含む。 
lc 燈色土（5YR6/8) と灰褐色土（7.5YR4/2) との混渚土口砂利をわずかに含む。 
'a 褐灰色土（5YR411) 。しまりなし。粘性なし。砂利を多く含む。 
2a 橿色土（5YR6/8) 。ややしまりなし。粘性なし。地山ロ 
2b 橿色土（IYR6/8) 。しまりあり。粘性なし。地山。 
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] 	 1 	 

 

2m 

   

Fig.48 No.20 トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) 

Fig.49 No.20 トレンチ出土遺物実測図（1/3) 
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握鉢（3） 中世須恵器で、残存器高 5.3cm を測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整を施す。色調は外面が灰色、 

淡黄灰色、内面が淡黄灰色を呈する。 

No. 21 トレンチ（Fig. 50) 

No.2 1トレンチは曲輪且（副郭部）中央部北東側の B・Cllグリッドに位置する。曲輪且直下の横堀・土塁の規

模などを確認するため、長さ 3.8m×幅lmのトレンチを設定して掘削を行った。調査では西側に隣接するN。・13 

トレンチの横堀および土塁が東側に延びていることを想定し掘削を行った。新たに曲輪且平坦部直下で横堀nと土

塁Vの検出され、横堀Hと土塁Vが東側へ延びていることが確認できた。また土塁Vの北側では新たに SX17また

は土坑が検出され、床面から同安窯系青磁碗と土師器杯が出土した。土圧により原位置はすでに失われていたが、 

出土状況から床面に欠けた同安窯系青磁碗を据え、その上から被せるように完形の土師器杯を伏せた状態で合わせ

口状に重ねていたと考えられる。土師器杯の口縁部と見込みの一部には煤の付着が認められ、埋設用に作成された

ものではなく、灯明具として使用されたものを転用したものと考えられる。同安窯系青磁碗の高台内には「上」の

墨書が認められ、時期は 12世紀中頃から後半で、口縁部～胴部の 1/2 が欠損した状況で据えられていたと思われ

る。また SX17との関連性は不明であるが、0.5m程北側にも同安窯青磁碗が胴部の一部が欠損している状態で正

位置に据えられたように出土した。土塁Vの規模は残存上幅 0.3m、残存高 0.3~ 0.5m、基底部幅 0.9mを測り、 

断面形状は台形を呈する。横堀且の規模は上面幅（曲輪II縁辺部から土塁南側の上面肩部までの水平距離）が 3.3m. 

深さが 0.4m程埋没しており、曲輪II縁辺部から堀底面までの比高差が 2.3mで、断面形状はU字形の毛抜堀状を

呈する。土塁北側の溝状遺構は調査区が狭いため土坑の可能性もあるが、現状では 6・7層が SX17埋土で 0・3m 

程堆積しており、断面形状は逆台形状を呈する。 トレンチ内の層序は 9層に分層され、1層は表土、2'4層は横

堀u埋土、5層は曲輪且造成土、6・7層は 12世紀中頃から後半の SX17埋土、8・9層は 12世紀中頃から後半以

前の堆積土または造成土である。遺物は表土から中国陶器、須恵器、土師器杯、2~ 9層から中国産白磁碗・青磁碗、 

陶器、土師器杯・皿などが出土した。 

No. 21 トレンチ出土遺物（Fig.51) 

4は表土、1は 2層、2・5は 7層、3 は 8層より出土した遺物である。 

碗（1） 白磁椀V-4 XVIJI-1・3類で、残存器高 2.9cmを測る。内面に沈線を有する。内外面ともに施粕される。 

色調は紬が乳白色を呈する。 

碗（2） 同安窯系青磁椀 I - lb類で口縁部の一部を欠く。復元口径 17.0cm、器高 7.0cm、底径 5.0cm を測る。 

調整は外面が回転ヘラケズリ調整を施す。外面に櫛目文、内面に櫛点描文、片彫文、沈線を施す。内外面ともに施

紬され、内面には貫入が認められる。色調は粕が黄緑色、露胎部が灰緑色を呈する。高台内に墨書で「上」と読め

る文字が認められる。 

碗（3） 同安窯系青磁椀I - lb類で、口径 15.4cm、器高 6.8cm、底径 5.4cm を測る。調整は外面が回転ヘラケ

ズリを施す。外面に櫛目文、内面に櫛点描文、片彫文、沈線を施す。内外面ともに施粕される。色調は粕が黄緑色、 

露胎部が茶黄色を呈する。 

水注×壷（4） 中国陶器で、残存器高 1.6cm を測る。色調は粕が灰緑色を呈する。 

杯 (5） 土師器で、口径 16.3cm、器高 3.1cm、底径 12.0cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、内面は回転

ナデ後ナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りで、切り離し後にナデ調整と板状圧痕が認められる。色調は内

外面ともに、にぶい橿色である。内外面の口縁部に煤の付着が認められる。 
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Fig.51 No.21 トレンチ出土遺物実測図（1/3) 

No. 22 トレンチ（Fig.52) 

No.22トレンチは曲輪且（副郭部）南西直下の F・G9グリッドに位置する。曲輪且南西側直下の横堀および帯

曲輪の曲輪Vの形状・規模を確認するため、長さ 4m×幅 O.6mのトレンチを設定して掘削を行った。調査の結果、 

No.14トレンチで検出された横堀ifiの延長と思われる横堀を検出した。検出された横堀皿の規模は上幅（曲輪II縁

辺部から横堀南側の立ち上がりまでの水平距離）5.6m、深さが O.9m程埋没しており、曲輪II縁辺部から堀底面ま

での比高差が 4. 7m で、断面形状はU字形の毛抜堀状を呈する。横堀ifiから南側は削平のためか、土塁や造成土は

認められなかった。トレンチ内の層序は 4層に分層され、1層は表土、2-4層は横堀m埋土である。遺物は中国陶器’ 

土師器片が出土したが、図化に耐えるものはなかった。 
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No. 23 トレンチ（Fig. 53) 

No.23トレンチは曲輪II（副郭

部）中央の C・Dlo グリッドに

位置する。No.12トレンチにおい

て曲輪II北側の縁辺部に SD14と

土塁または造成土が認められ、そ

の東側への延長確認のため、長

さ 3m×幅lmのトレンチを設定

して掘削を行った。調査の結果、 

No.12トレンチと同様の遺構を検

出した。検出された SD 14 の規模

は上幅 0.6m、深さが 0.4mで断

面形状は片側が垂直に立ち上がる

レの字形の片薬研堀状を呈する。 

SD 14 の北側立ち上がりは現況で

は土手状の高まりはなく、土塁は

確認できなかったが盛土による造

成土に切り込んで 5D14が構築さ

れていることが確認できた。 トレ

ンチ内の層序は 4層に分層され、 

1層は SD 14埋土、2・3層は土塁

または曲輪且造成土、4層は曲輪 

n造成土または撹乱である。遺物

は SD 14 から 12~ 13世紀の土師

器片、12世紀後半の中国産白磁・

青磁などが出土した。 

No. 23 トレンチ出土遺物（Fig. 54) 

8・9は表土、3・4・6・10は1 

層、1・2・5・7・11~13は 2層

より出土した遺物である。 

碗（1） 白磁椀V -4 XV皿 1・ 

3類で、復元口径 16.8cm、残存器

高 3.8cmを測る。内面に沈線を施

す。内外面ともに施軸される。色

調は紬が黄白色を呈する。 

碗（2） 白磁椀V -4×皿 1・3類で、 

末 
サブトレンチ 

H=194.Om 

1灰褐色土（7.5Y丑4n）。しまりなしロ粘性なし。表土ロ 

2 にぶい褐色土（7.55145/3) 。しまりなし。粘性なし。横堀埋土。 

3 褐灰色土（7.5YR5f1) 。しまりなし。粘性なし。横堀埋土。 

4 明赤褐色土（2.5YR5/8) 。しまりなしロ粘性なし。横堀埋土n 
5 赤褐色土（2.5YB418) 。しまりなし。粘性なし。地山。 

0 
	

2m 
1 	 

Hg.52 No.22 トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) 

~ 
Fig.54-10 Fig.54-3 	

土師器 

H=198.Om 

1褐灰色土（105314/1) 。しまりなし。やや粘性あり。中世遺物を多く含む。SD14埋土。 

2 にぶい黄橿色土（105146/4) 。しまりあり。粘性なし。土塁または曲輪造成土ロ No.12トレンチ西面の10層と同じ。 

3 灰黄褐色土（ユOYR6/2) 。しまりあり。粘性なし。黄橿色ブロック土を多く含む。土塁または造成土。 
N0.12 トレンチ西面の110層と同じ。 

4 黄橿色土（16岨68/6) ロややしまりあり。粘性なし。造成土または撹乱。 

5 にぶい黄褐色土（10YR5昼） 。しまりなし。粘性なし。地山。 

そm 

月g. 53 No. 23 トレンチ平面・土層断面実測図（1/40) 

復元口径 15.8cm、残存器高 5.4cm を測る。内面体部の上位と下位に沈 

0 
」 

線を施す。調整は外面に回転ヘラケズリ調整を施す。内外面ともに施粕される。色調は紬、露胎部ともに灰白色を 

- 66- 



呈する。 

碗（3） 龍泉窯系青磁椀I -la類で、復元口径15.5cm、器高 6.9cm、底径6.0cmを測る。内面に片彫文、沈線を施す。 

内外面ともに施粕され、高台内部と畳付の粕は露胎である。また、内外面に貫入が認められる。色調は粕が黄緑色、 

露胎部が淡黄灰色を呈する。 

碗（4） 同安窯系青磁椀I - lb類で、復元口径 16.0cm、残存器高 4.0cmを測る。外面が櫛目文、内面に櫛点描

文、沈線を施す。内外面ともに施粕され、貫入が認められる。色調は紬が黄緑色を呈する。外面の紬の厚みにムラ

がみられる。 

碗（5） 同安窯系青磁椀I -lb類で、復元口径 15.8cm、残存器高 5.3cmを測る。外面が櫛目文、内面に櫛点描文、 

ヘラ描き文、櫛目文、沈線を施す。内外面ともに施紬され、貫入が認められる。色調は紬が黄緑色を呈する。6 と

同一個体の可能性がある。 

碗（6） 同安窯系青磁椀 I - lb類で、復元口径 15.8cm、残存器高 4.8cmを測る。外面は櫛目文、内面に櫛点描

文、ヘラ描き文、沈線を施す。内外面ともに施粕され、貫入が認められる。色調は粕が黄緑色を呈する。5 と同一

個体の可能性がある。 

碗（7） 同安窯系青磁椀I - lb 類で、復元口径 16.0cm、残存器高 6.3cmを測る。調整は外面に回転ヘラケズリ

調整を施す。外面が櫛目文、内面に櫛点描文、ヘラ描き文、沈線を施す。内外面ともに施粕され、貫入が認められる。 

色調は粕が黄緑色、露胎部が淡黄色、灰色を呈する。 

皿（8） 同安窯系青磁皿I - 2b類で、復元口径 10.8cm、残存器高 1.9cmを測る。内面にヘラ描き文、櫛点描文

を施す。内外面ともに施軸され、貫入が認められる。色調は粕が緑色である。 

壷（9） 中国陶器で、残存器高 3.1cmを測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整を施す。外面に沈線文を施す。 

色調は粕が灰褐色を呈する。 

杯(10） 土師器で、復元口径 16.9cm、器高 3.0cm、復元底径 12.1cmを測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整、 

内面は回転ナデ調整後にナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りである。色調は内外面ともに燈色である。 

杯(11） 土師器で、残存器高 2.1cm を測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整を施す。色調は内外面ともに燈

色である。 

小皿（12） 土師器で、復元口径 8.5cm、器高 1.0cm、復元底径 7.2cmを測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整、 

内面は回転ナデ調整後ナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りで、その後板状圧痕が認められる。色調は内外

面ともに橿色である。 

小皿（13） 土師器で、復元口径 9.4cm、器高 0.9cm、復元底径 7.0cm を測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整、 

内面は回転ナデ調整後ナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りで、その後板状圧痕が認められる。色調は内外

面ともに檀色である。 

No. 24 トレンチ（Fig. 55) 

No.24トレンチは曲輪II（副郭部）中央の C・D12グリッドに位置する。曲輪且北東側の縁辺部の溝状遺構と土

塁または造成土の土層確認のため、長さ 5.2m×幅 0.5m のトレンチを設定して掘削を行った。調査の結果、SD 14 

と土塁または曲輪造成土と思われる遺構を確認した。検出された SD 14は曲輪五縁辺端部から南へ 2m程内側を東

西方向に走行しており、西側の No.12トレンチ・No.23トレンチで検出された遺構と同様のものであった。 トレ

ンチ内の層序は 9層に分層され、1・2層は近現代と思われる造成土、3層は曲輪造成土、4層は SD 14埋土、5層 
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hSD14 j \ 
H H 

は、小穴埋土の可能性がある。6'9層は土塁または曲輪且造成土である。このうち 5層に関しては SD14以前の

遺構埋土の可能性がある。SD14の規模は1・2層の撹乱により喪失しているが、残存幅 0.9m、深さ 0.3~ 0.4mで、 

断面形状はU字状を呈する。ただし前述の通り 5層は別遺構の可能性があるため、今後平面形状で確認する必要

がある。SD 14 の北側の立ち上がりは現況では土手状の高まりは認められず、曲輪n造成土が確認できた。遺物は 

12世紀中頃から後半の中国産白磁・陶器、土師器片が出土した。 

No. 24 トレンチ出土遺物（Fig. 56) 

1は表土、2は 2層より出土した遺物である。 

碗（1） 白磁椀V-4X皿 1・3類で、残存器高 2.5cm を測る。内外面ともに施粕される。色調は粕が灰白色

を呈する。 

耳壷（2） 中国陶器で肩部に付いた耳が欠損している。残存器高 4.6cm を測る。調整は内面に回転ナデ調整を施

す。外面に沈線文を施す。内外面ともに施軸される。色調は粕が暗茶褐色を呈する。Fig79 - 29 と同一個体の可能

性がある。 

~ 
サブトレンチ 
	

サブトレンチ 

A 

  

H=196.0m 

   

5h 

1 灰褐色土（7.5YR512) 。しまりなしロ粘性なし。地山ブロック土ー炭化物を多く含む。時期不明の造成土、または近現代の流れ込みか？ 

2a 灰褐色土（7.5YR5/2) 。しまりなしロ粘性なし。近現代の造成土か？ 

213 同 上。 

3 にぶい褐色土（7.5YRS/4）。ややしまりあり。粘性なし。炭化物を含むcl・2層に比べて地山ブロック土が少なく、粒子が細かし、 

1一 2層に先行してほぼ同時期に埋没した可能性と、城またはそれ以前の曲輪造成土の可能性がある。 

4 褐色土（7.5.4B4/4) 。しまりあり。粘性なし。橿色ブロック土（土塁の崩落土か？）が混入する。5214埋士。 

Sa にぷい褐色土（7.5.4165/3) 。しまりなし。粘性なし。小穴か？ 

Sb にぷい褐色土（7.5.4165/3) 。しまりなし，粘性なし。燈色プロック土を含む。小穴か？ 

6 浅黄橿色土（7.5YR8/4) 。ややしまりあり。粘性なし。褐灰色ブロック土と花間岩風化喋を多く含む。土塁または曲輪造成土ロ 

7 6層と同色。しまりありロ粘性なしロ土塁または曲輪造成土。 

B 明褐色土（7.5YR5/6) 。しまりあり。粘性なし。土塁または曲輪造成土。 

9 褐灰色土（7.5YR411) 。しまりなし。やや粘性あり。炭化物を含むロ土塁または曲輪造成土， 

10 橿色土（7.5YR7/8) 。ややしまりなし。粘性なしp 花闘岩風イヒ喋層口地山。 	 0 	 2m 

I 	 

月g. 55 No. 24 トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) 

2m 

0 
	

10cm 

~  

Fig.56 No.24 トレンチ出土遺物実測図（1/3) 
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No. 25 トレンチ（Fig. 57) 

No.2 5 トレンチは曲輪II（副郭部）中央南側の Floグリッドに位置する。曲輪II南側の縁辺部の溝状遺構と土

塁または曲輪II造成土の土層確認のため、長さ 3.8m×幅 0.3mのトレンチを設定して掘削を行った。調査の結果、 

SD16と土塁または曲輪II造成土と思われる遺構を確認した。検出された溝状遺構は曲輪且縁辺端部から北へ 1 .2m 

程内側を東西方向に走行しており、この SD 16の南側肩部から曲輪n縁辺部の 1.2m幅にはわずかに土手状の高ま

りが認められ、土塁が存在していた可能性がある。SD 16 の規模は上端 2.2m、深さ 0.2mで、断面形状はかなり開

き気味の逆台形状を呈する。トレンチ内の層序は 5層に分層され、1~3層は SD 16の埋土、4層は曲輪II造成土、 

5層は土塁（曲輪II造成土の可能性もある）である。遺物は出土していない。 

No. 26 トレンチ（Fig. 58) 

No.2 6 トレンチは曲輪且（副郭部）中央南側のE・Floグリッドに位置する。曲輪II南側の縁辺部の溝状遺構と

土塁または造成土の土層確認のため、長さ 4. 7m×幅 1.2m のトレンチを設定して掘削を行った。調査では No.2 5 

トレンチと同様に SD 16 と土塁または曲輪造成土と思われる遺構を確認し、さらに溝状遺構より下層の造成土の確

認のため、安全を考慮して 1.2mまでを限度に掘削を行ったが、地山面を検出できなかった。検出された SD 16は

曲輪II縁辺端部から北へ 1.4m程内側を東西方向に走行しており、SD 16 の規模は上端 2.5m、深さ 0.15mで、断

面形状は台形状を呈する。SD 16の南側肩部から曲輪且縁辺端部は土手状の高まりがあったと想定されるが、現状

では確認できない。また、曲輪造成については、トレンチ北側にて階段状に地山を切土した痕跡が認められた。 ト

レンチ内の層序は 9層に分層され、la層は撹乱、lb層は表土、2層は SD 16 の埋土、3-....9 層は曲輪II造成土で

ある。遺物は SD 16 から 12世紀後半の中国産青磁皿、土師質土器の香炉などが出土した。 

No. 26 トレンチ出土遺物図（Fig. 59) 

1・2は 2層より出土した遺物である。 

皿（1） 龍泉窯系青磁皿I 2c類で、復元口径 9.8cm、器高 2.4cm、復元底径 3.4cmを測る。調整は外面が回

転ヘラケズリ調整を施す。内面に櫛目文、沈線を施す。内外面ともに施粕され、外面の底部を掻き取っている。色

調は粕が緑色、露台部が茶灰色を呈する。 

香炉（2） 土師質土器で、復元口径 10.4cm、残存器高 5.9cm を測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整後にナ 

り'1 	、  

 

~ 
	 A一 

A - SD16 

1 灰褐色土（7.5YR8n）。しまりなし。粘性なしロ SD16埋土。 
2 褐灰色土（7.5Y1R4(1) 。しまりなし。粘性なし。SD16埋土ロ 
B にぷい赤褐色土（5YB5/3）。ややしまりなし。粘性なし。SD16埋土。 
4 にぷい黄橿色土（1OYll6/3) 。しまりありロ粘性なし。土塁または曲輪造成土。 
5 橿色土（2.5YR6旧）。ややしまりあり。やや粘性あり。土塁。 

0 	 2m 
」 

Fig.57 No.25トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) 
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デ調整を施す。内面にはナデ調整の他に指頭圧痕が認められる。色調は外面が檀色、淡橿茶色、内面が灰黄色を呈

する。底部に2ケ所の脚の接合痕が認められ、接合痕の配置状況から脚が 3本であると考えられる。 

、 

堀上端推定 
	

堀下 推定 

H=197.Om 

7 	9 ノ 

la 灰褐色土（7.5,?丑6/2) 。しまりなし。粘性なし。撹乱。 

lb 灰褐色土（7.wR4I2) 。しまりなし。粘性なし。表土ロ 

2 灰褐色土（7.5904/2) 。しまりなしロ粘性なしロ SD16埋土。 

Ia にぶい褐色土（7.OYR5/3) ．ややしまりあり。粘性なしロ曲輪造成土。 

lb 褐灰色土。 (7.5Yn4/l) ．しまりなしロ粘性なし。曲輪造成土。 

Ia 同 上。 

4 にぷい褐色土（7.5YR5/4) 。ややしまりあり。粘性なしロ曲輪造成土。 

5 にぷい赤褐色土（5YRS/4) 。ややしまりあり。粘性なし。曲輪造成土。 

6 にぷい赤褐色土（SYR5/2) 。ややしまりあり。粘性なし。曲輪造成土。 

7 褐灰色土（59196/1) 。ややしまりあり。粘性なし。曲輪造成土。 

8 褐灰色土（5Y59411) 。ややしまりなし。粘性なし。曲輪造成土。 

9 黒褐色土（5YR3I1) 。ややしまりなし。粘性なし。曲輪造成土口 

10 橿色土（SYR6/6) b ややしまりあり。粘性なし。地山。 

0 	 2m 

Fig.58 No.26 トレンチ平面・土層断面実測図（1/60) 

    

          

          

          

0 

      

10cm 

          

           

Fig.59 No.26 トレンチ出土遺物実測図（1/3) 



0 	 2m 
」 	l 
	

」 

2 遺構と出土遺物 

SA2 (Fig.60) 

SA2' 8' 10 は曲輪且（副郭部）南西側に構築された柵列と考えられ、総延長は約 30m である。これらは本来

一体となって機能するものと考えられるが、SA8 と SA2・10 の間に堀切 SD5 で区画されていることから、ここ

では SA8 と SA2' 10 に分けて報告を行う。また SAlo に関しては未掘のため平面の検出状況での記載となる。 

SA2' 10 は曲輪且南西側のE8~ 10 グリッドで検出した。柱穴 12 基からなる東西方向の柵列である。SAlo は現

代造成土により削平を受けて辛うじて残存している状況であった。検出面の標高は SA2 が 197.3m 前後で、SA10 
が 196.2~ 197.2m である。他の主要遺構との切り合い関係はない。柵列の全長は 15.7m, SA2 の柱間距離は 0.7 
~1・Urn, SAlo が 1・8m から 1.9m, SA2 と SAlo の柱間は 2m である。主軸方位は SAlo のP1~ 4 まではN 
82。10 'E で、SAlo のP5 から SA2 のP7 にかけて主軸方向をN 82。15 'E へと転じ、地形に合わせて柵列を構築し

ている。柱掘方の平面形状は SA2・10 ともに円形または楕円形を呈し、柱掘方径は 0.15~ 0.3m で、柱痕の残る 

SA2 のP2. P5, P6 の柱痕径は 0・15~ 0.2m を測る。掘削を行った SA2 の深さは 0.05~ 0.4mを測り、断面形

状は逆台形状を呈し、柱掘方埋土は灰褐色土または褐灰色土、柱痕は褐灰色土を基調とし、炭化物を多く含む。遺

物は SA2' S から土師器片が出土し、SA2 のP4 の柱掘方埋土からは 13 世紀中頃から後半にかけての土師器杯で

山城機能時以前の遺物である。また未掘の SAlo の埋土は褐灰色土を基調としている。 

P1 

e コ 
⑨～ O 

P4 	P5 

ー 〇～ ⑨ 
 丁 ⑨ 〇ー とズ 

   

顧柱痕範囲 
H=198.Om  

   

     

     

    

	' 

       

           

           

          

A' 

    

3（掘り過 

    

           

           

            

P1 
1褐灰色土（75YE4Il) 。 
しまりあり。 
粘性なし。  

P2 
1褐灰色土（7.5YR4F 1) 。 
しまりあり。 
粘性なし。 
柱痕埋土 

2 灰褐色土（7.6YR5/2) 。 
ややしまりなし。 
粘性なし。 
明黄褐色土が多く混じる。 
柱掘方埋土 

P3 
1褐灰色土（7.5YR4I1) 。 
しまりあり。 
粘性なしロ  

P4 
1褐灰色土（7.6YR4f1) ロ

しまりありロ
粘性なし。 

P5 
1褐灰色土（7.5YR4/1) 。 

しまりありロ 
粘性なし。 
柱痕埋土 

2 灰褐色土（7.5YR5/2) 。 
ややしまりなし。 
粘性なし。 
明黄褐色土が多く混じる。 

柱掘方埋土 

3 明黄褐色土（2.5Y616) 。 
ややしまりあり。 
粘性なし。地山  

P6 	 P7 
1褐灰色土（7.SYR4/i) 。 1褐灰色土（7.5YR"1) 
しまりあり。 	 しまりありロ 
粘性なし。 	 粘性なし。 
柱痕埋土 

2 灰褐色土（7.5YR5の 
ややしまりなし。 
粘性なし。 
明黄褐色土が多く混じる。 
柱掘方埋土 

Fig. 60 SA2 平面・土層断面実測図（1/60) 

SA2 出土遺物（Fig. 61) 

1はP4 の1層より出土した遺物である。 

杯 (1） 土師器で、復元口径 12.4cm、器高 2.5cm、復元底径 9.1cm を

測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸

切りである。色調は内外面ともに橿色である。 

で 
纏難 

0 	 10cm 

Fig.61 SA2 出土遺物図実測図（1/3) 
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Fig. 62 SA8平面・土層断面実測図（1/60) 
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SA8 (Fig.62) 

SA8は曲輪II（副郭部）南西側のE・F7・8グリッドで検出した。柱穴 7基からなる東西方向の柵列である。検 



出面の標高は 197.2~ 197.4mである。他の主要遺構との切り合い関係はない。柵列の全長は10.6m、柱間距離は 1.1 

~3.2mを測る。主軸方位はN 82。0 'Eをとる。柱掘方の平面形状は円形または楕円形を呈し、柱掘方径は0.2~ 0.5m 

で、P5 の柱痕径は 0.13mを測る。深さは 0.2~ 0.5mを測り、断面形状は逆台形状を呈する。柱掘方埋土は灰褐色土、 

柱痕は褐灰色土を基調とし、炭化物を多く含んでいる。遺物は出土していない。 

SB6 (Fig.63) 

SB6 は曲輪且（副郭部）中央のD・Elo グリッドで検出した。検出面の標高は 197.4~ 197.7mである。他の主

要遺構との切り合い関係はない。西面に庇を有する南北棟建物で、主軸をN 0。20 'W からN 2。20 'W にとる。身舎

の規模は梁行1間で 2.2m、桁行 4 間で柱間距離 2.0~ 2.2m、全長 8.5m を測るが、桁行東側の柱穴 2 基が喪失し

ている。身舎の床面積は18.7'（約 5.65 坪）を測る。庇は梁行1間で1.5~ l.7m、桁行 4 間で柱間距離1.9~ 2.lm. 

全長 8.2m を測るが、柱穴 1基が喪失している。身舎と庇を合わせた床面積は 31.5d（約 9.52 坪）である。柱穴

の平面形状は円形またはやや歪な長楕円形を呈し、柱穴掘方は長軸径 0.4~ 0.7m、柱痕は柱穴 7 基に確認され身舎・

庇ともに径 0.2~ 0.3mを測る。遺構埋土は柱掘方埋土が褐灰色土を基調とし、柱痕埋土が黒褐色土を基調とする。 

掘削は身舎の東側桁1列のみ行い、深さは 0.25~ 0.6m を測り、断面形状は逆台形を呈する。遺物はP3 より碁石

状石製品、壁土が出土している。またPl・3・4 からは焼土塊が出土している。 

SB6 出土遺物（Fig.64) 

1・2 は P3 の埋土一括の遺物である。 

碁石状石製品（1） 石製品で、長さ 1.9cm、幅 1.6cm、厚さ 0.8cm、重さ 4.Ogを測る。石材は黒色粘板岩である。 

本遺跡から同様のものが他に 3 点出土しており、形状から碁石として使用されたと思われる。 

壁土（2） 土製品で、細大長 6.4cm、最大幅 3.8cm、最大厚 3.4cm を測る。表面が茶褐色で胎土がにぶい黄橿色

を呈する。 

SB7 (Fig.65) 

SB7 は曲輪II（副郭部）中央のD・Elo グリッドで検出した。検出面の標高は 197.5~ 197.6mである。他の主

要遺構との切り合い関係はない。西面に庇を有する南北棟建物で、主軸をN 0。15 'E からN 0。40 'W にとる。身舎

の規模は梁行 1間で 2.2m、桁行 4 間で柱間距離 1.9~ 2.2m、全長 5.9mを測るが、桁行東側の柱穴 1基が喪失し

ている。身舎の床面積は12.98d（約 3.92 坪）を測る。庇は梁行1間で1.4~ 1.7m、桁行 4 間で柱間距離1.8 へJ l.9m, 

全長 5.6mを測る。身舎と庇を合わせた床面積は 21.6d（約 6.54 坪）である。柱穴の平面形状は円形またはやや

歪な長楕円形を呈し、柱穴掘方は身舎の長軸径 0.4~ 0.7m、庇の長軸径 0.3~ 0.5m、柱痕は柱穴 7 基に確認され

身舎・庇ともに径 0.2~ 0.3m を測る。遺構埋土は柱掘方埋土が褐灰色土を基調とし、柱痕埋土が黒褐色土を基調

とする。掘削は身舎の東側桁1列のみ行い、深さは 0.25~ 0.6mを測り、断面形状は逆台形を呈する。遺物はP1 

からは焼土塊、P2 からは 11世紀後半から 12 世紀にかけての土師器杯、P3 からは壁土、P4 からは 12 世紀中頃か

ら 12 世紀後半にかけての中国産青磁碗、P7 からは 12 世紀から 13 世紀にかけての土師器杯、P1l からは 12 世紀

前半から 12 世紀中頃にかけての土師器杯が出土している。 
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H=158.Sm 

     

P1 

P5 
1黒褐色土（2.5Y311) 。しまりなし。 

粘性なし。柱痕埋土ロ 

2 褐灰色土（7.5YR411) 。ややしまりあり。 
粘性なし。柱掘方埋土。 

P4 
1黒褐色土（2.5Y3/l) 。しまりなし。 
粘性なし。炭化物・焼土塊を含む． 
柱痕埋土。 

2 褐灰色土（7.5YR411) 。ややしまりあり。 
粘性なし。炭化物・焼土塊を含む百 
柱掘方埋土。 

P3 
1褐灰色土（iOYR4Il) 。しまりなし。 
粘性なしロ炭化物・焼土塊を多く含む。 
柱痕埋土ロ 

2 褐灰色土（7.5YR雪1) 。ややしまりなしロ 
粘性なしロ浅黄色プロック土。炭化物を含む。 
柱掘方埋土。 

P2 

1黒褐色土（2,BYSS 1) 。しまりなし。 
粘性なし。柱痕埋土。 

2 灰黄褐色土（1OYRSI2） 	ややしま ややしまりありロ 
粘性なしロ柱掘方埋土。 

P1 
1 黒褐色土（2.5Y3/l) 。しまりなし。 

粘性なし。炭化物ー焼土塊を含む。 
柱痕埋土。 

2 褐灰色土（7.5YR411) 。ややしまりあり。 

粘性なし。柱掘方埋土ロ 

0 	 2m 

Fig.63 SB6 平面・土層断面実測図（1/60) 

p 
ワ2 

月g. 64 SB6 出土遺物実測図（1/2 目 1/3) 
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H=198.Om  

P4 	 P3 	 P2 	 P1 
1褐灰色土（7.5YR4fl) 。しまりなし。 1褐灰色土（10Y11411) ．しまりなし。 	1黒褐色土（2.5YWJ) 。しまりなし。 	1黒褐色土（2.5Y8/1) 。しまりなし， 

粘性なし。 	 粘性なし。柱抜痕か？ 	 粘性なし。柱痕埋土。 	 粘性なし。炭化物・焼土を多く含む。 

2 褐灰色土（'DYR5/1) 。しまりなし。 	2 褐灰色土（7. 5YR4!1) 。ややしまりあり。 
粘性なし。 	 粘性なし。浅黄色ブロック土が混じる。 

柱掘方埋土。 

3 灰黄褐色土（'DY丑5/2) 。ややしまりあり。 
粘性なし。柱掘方埋土。 

0 	 2m 

~ 

F吃.65 SB7平面・土層断面実測図（1/60) 

SB7出土遺物（Fig.66) 

2は P2の1層、5は P3の埋土一括、1は P4の埋土一括、4はP7の1層、3は P1lの1層より出土した遺物である。 

碗（1） 龍泉窯系青磁椀I -6a類で、残存器高 2.1cmを測る。外面が片彫蓮弁文、櫛目文、沈線、内面が櫛目文、 

片彫文を施す。内外面ともに施粕される。色調は粕が青緑色を呈する。 

杯(2） 土師器で、残存器高 2.4cm を測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整を施す。色調は内外面ともに燈

色である。 

杯(3） 土師器で、復元口径 14.9cm、残存器高 2.4cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整後一部ナデ、内面は

回転ナデ調整を施す。色調は内外面ともに檀色である。 

杯(4） 土師器で、残存器高 1.9cmを測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整を施す。色調は内外面ともに、 

にぶい橿色である。 

壁土（5） 土製品で、最大長 4.4cm、最大幅 3.4cm、最大厚 3.8cmを測る。表面が黒色で胎土が橿茶色を呈する。 
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月g. 66 SB7出土遺物実測図（1/3) 

SB9 (Fig.67) 

SB9は曲輪II（副郭部）中央のD9・10, Elo グリッドで検出した。検出面の標高は 197.5~ 197.7mである。 

他の主要遺構との切り合い関係はない。大型の円形建物と想定され、Plを中心に半径 3.4mの円周上に 20基の柱

穴が確認された。各柱穴の平面形状は円形またはやや歪な長楕円形を呈し、長軸径は 0.2~ 0.8mを測る。柱痕は 

P14・15の 2基に確認されたが長楕円形を呈しており、抜き取り痕の可能性もある。柱間幅はおよそ 0.4~ 2mで

かなりのバラつきが認められた。床面積は 36.2ポ（約 10. 9坪）である。遺構埋土は褐灰色土を基調とする。遺物

は未掘のため確認できていない。 

SD4 (Fig.68) 

SD4は曲輪且（副郭部）中央よりやや東側の C~ Ellグリッドで検出した。検出面の標高は 196.2~ 196.8m 

である。切り合い関係は SX13を切ると思われるが、未掘のため不明である。遺構は南北方向に走行し、遺構の規

模は残存長 15.8 m、幅 1.7~ 2.Om、深さは 0. lm を測る。遺構の断面形状は逆台形を呈する。遺構埋土は灰褐色

土を基調とする。遺物は中国産青磁が出土した。 



0 
	

2m 

Fig.6] SB9平面実測図（1/60) 

SD4出土遺物（Fig. 69) 

l'-3は1層より出土した遺物である。 

皿（1） 龍泉窯系青磁皿 I - lb 類で、復元口径 10.0cm、残存器高 1.8cmを測る。内面に片彫文、沈線を施す。 

内外面ともに施粕される。色調は紬が青緑色を呈する。 

皿（2） 龍泉窯系青磁皿I類で、復元口径 12.8cm、残存器高 2.1cmを測る。内面に沈線を有する。内外面とも

に施軸される。色調は紬が青緑色を呈する。 

耳壷（3） 中国陶器耳壷VI類と思われ、残存器高 2.1cm 測る。内外面ともに施粕される。色調は粕が灰緑色を

呈する。 
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ノ 
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1 灰褐色土（7.22116/2) 。ややしまりなし。粘性なし。 

中世遺物を含む。遺構埋土。 

2 橿色土（7.57116/8) 。ややしまりあり。粘性なしロ地山。 
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Z SX13 ノノ 

I 、～~ ～、、ノ 

I 撹乱芦～ 
電 	／ 

（取り上げなし） 
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0 

  

曾＝- 

10cm 

               

Fig.68 SD4 平面・土層断面実測図（1/60) 

月g. 69 SD4 出土遺物実測図（1/3) 

SD5・ SX12 (Fig.70) 

SD5は曲輪且（副郭部）西側の E・F8 

グリッドで検出した。検出面の標高は 

196.3~ 197.5mである。他の主要遺構と

の切り合い関係はない。遺構は南北方向に

走行しており、規模は残存長 12.3 m、残存

幅 1.8~ 4.2m、残存する深さは 1. im を測

る。遺構の断面形状は逆台形を呈する。遺

構埋土は褐灰色土または黒褐色土を基調と

する。遺物は中国産白磁・青磁・青白磁・

陶器、土師器杯が出土した。SX12は SD5 

トレンチ2から北方約 4m地点に設置した。 

東西トレンチ内の北側で検出した遺構であ

る。遺構の大半が調査区外へ展開しており、 

遺構の平面形は不明であるが、北壁面で幅 

2m以上を測りやや大型の遺構であると考

えられる。SD5の上端北端と SX12の上端

南端の距離は、2.2mを測る。 
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SXI2トレンチ 
A 

grど「 
ーーブf一 	 撹乱 

曹三ンーーー 

黒色土q日表土か） 

調査区外 

57(12トレンチ 

  

H=19&0m  

	AJ 

三ート 

    

~ 、ーーニーー～、  

1 褐灰色土（7.5YR411) 。しまりあり。粘性なし。表土。 

2 橿色土（by丑6(8) 。ややしまりあり。粘性なし。地山。 

SDSトレンチ2 	 H=19&Om 

1 褐灰色土（7.5YRS/1) ロしまりありロ粘性なし。近現代の造成土。 

2 にぶい褐色土（7.8YB5/3) 。ややしまりあり。粘性なし。炭化物・土器粒を含む。堀埋土。 

3 黒褐色士（7.5YR3/1) 。ややしまりあり。粘性なし。炭化物・土器粒を含むロ堀埋土ロ 

4 黒褐色土（7.5YRW1) 。ややしまりあり。粘性なし。3層より粒子が細かい。 
炭化物・土器粒を含む。堀埋土。 

5 黒褐色土（7.SYRSI1) 。ややしまりなしコ粘性なし。堀埋土。 

6 黒褐色土（7$YRW1) 。しまりなし。粘性なし。堀埋土。 

7 橿色土（SYRG((8 。ややしまりなし。粘性なし。地山。 

SD5トレンチ1 	 H=19&Om 

19 

1 にぶい橿色土（7.8YR614) 。ややしまりあり。粘性なし。近現代の造成土。 

2 黒褐色土（7.6YRI/l) 。しまりなし。粘性なし。近現代の造成土。 

3 灰褐色土（7.SYRW2) 。しまりなし。粘性なし。堀埋土。 

4 にぷい褐色土（7.51丑5/a) ロしまりなしロ粘性なしロ堀埋土。 

5 褐灰色土（7.SYE4W 。しまりなし。粘性なし。堀埋土ロ 

6 黒褐色土（7.6yR8/1）。 しまりなし。粘性なし。堀埋土。 

7 褐灰色土（7.5YR4/ユ） 。しまりなし。粘性なし。堀埋土。 

8a 明赤褐色土（2.9YR5お）。ややしまりあり。粘性なし。造成土。 

Rb にぶい赤褐色土（SYRS得）。ややしまりあり。粘性なし。造成土ロ 

95 掲灰色土（5xy5/1). ややしまりあり。粘性なし。造成土。 

Sb 灰褐色土（SYR(82) 。ややしまりあり。粘性なし。造成土。 

lOs 橿色土（2.51丑6(6）。ややしまりあり。粘性なし．炭化物を僅かに含む。造成土。 
lob にぶい橿色土（2.5YR6/4). ややしまりなし。粘性なし。褐色土が混じる。造成土。 

11 褐灰色土（SyB5(1）。ややしまりなし。粘性なし。橿色土が混じる。造成土。 
12 にぶい檀色土（SYR6/4) 。ややしまりなし。粘性なし。造成土。 

18 灰赤色土（2.SYR5(2) 。ややしまりなし。やや粘性あり。造成土。 
14 褐灰色土（5YB5Il) 。ややしまりなし。粘性なしロ橿色土が混じる。造成土。 

15s 灰褐色土（7.9Y丑8(2). しまりなし。粘性なし。造成土。 

19b にぶい橿色土（2.5758/4) 。ややしまりなし。粘性なし。造成土。 

16 褐灰色土（1OYR4/1) 。ややしまりなし。粘性なし。造成土。 

17 灰褐色土（7.5YR8n) 。ややしまりなし。粘性なし. 造成土。 

16 にぶい褐色土（7.5Y丑5/3) 。ややしまりなし。粘性なし。造成土。 

19 赤橿色土（10R6/6) 。ややしまりなし。やや粘性あり。地山。 

0 
	

5m 

Fig.7O SD5・S刈2 平面・土層断面実測図（1/80) 
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SD5出土遺物（Fig.71) 

1・2は埋土一括の遺物である。 

奮 (1） 中国陶器嚢ifi類で、残存器高 4.8cm を測る。調整は外面が回転ナデ調整後ナデ調整、内面は回転ナデ

調整後ョコナデ調整を施す。また内面には同心円状の当て具痕が認められる。色調は外面が褐色、内面が暗茶褐色 

を呈する。 

杯 (2） 土師器で、残存器高 2.0cmを測る。調整は内外面ともに摩耗のため不明である。色調は内外面ともに、 

にぶい檀色である。 

       

ーイーー 

       

       

一
 

      

       

     

0 

  

10cm 

            

Fig.71 SD5出土遺物実測図（1/3) 

SKi (Fig.72) 

SKlは曲輪I（主郭部）西側直下のNo.1トレンチ内、Flグリッドで検出した。検出面の標高は194・5m前後である。 

他の主要遺構との切り合い関係はない。遺構の規模は長軸 2.15m、短軸 0.85m、深さは中心部を 0・lm程度掘り下

げた段階で、遺物が多量に出土した土坑状の遺構である。今回の調査では完掘していないが、深さは 0・08m以上

を測る。平面形状は不定形な長楕円形を呈する。遺構埋土は灰褐色土を基調とし、埋土中には焼土や炭化物を多く

含み、土坑の周辺からも炭化物、焼土塊を確認した。遺物は中国産白磁碗・青磁碗、鉄釘が出土している。 

0 
~  

Fig.72 SKl平面実測図（1/20) 
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SKl出土遺物（Fig. 73) 

1~7は埋土一括の遺物である。1--3は白磁碗で、口縁部の形態や粕調などの特徴、出土地点の位置状況から

同一個体の可能性が考えられるが、接合関係が認められなかったため、3点とも図化した。 

碗（1） 白磁椀V-4X皿 1・3類で、復元口径 16.6cm、残存器高 4.7cmを測る。内外面ともに施粕される。 

色調は粕が灰白色を呈する。 

碗（2） 白磁椀V-4X皿 1・3類で、残存器高 4.0cm を測る。内外面ともに施粕される。色調は粕が灰白色

を呈する。 

碗（3） 白磁椀V-4X皿 1・3類で、残存器高 2.4cmを測る。内面に沈線を施す。内外面ともに施粕される。 

色調は粕が灰白色を呈する。 

碗（4） 龍泉窯系青磁椀I-i類で、復元口径 16.0cm、残存器高 5.2cm を測る。内外面ともに施粕され、貫入

が認められる。色調は粕が緑色を呈する。 

皿（5） 龍泉窯系×同安窯系青磁で、残存器高 1.5cmを測る。内外面ともに施紬され、貫入が認められる。色

調は紬が黄緑色を呈する。 

鉄釘（6） 鉄製品で、残存長 3.7cm、幅 0.5cm、重量 4.Og、頭部径 0.7cm >< 0.7cm を測る。頭部、軸断面がと

もに方形を呈する。頭部は薄く叩き折り曲げたと思われる。 

鉄釘（7） 鉄製品で、残存長 2.3cm、幅 0.4cm、重量 1. 5g を測る。頭部は欠損して形状は不明である。軸断面

は方形を呈する。 
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F臨.73 SKi出土遺物実測図（1/3・1/2) 
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SK3 (Fig.74) 

SK3は曲輪n（副郭部）南西側の E8グリッドで検出した。検出面の標高は 197.3m前後である。他の主要遺構

との切り合い関係はない。遺構の規模は長軸 0.8m、短軸 0.65m、深さは 0.0Gmを測る。平面形状は長楕円形を呈

する。遺構埋土は灰褐色土を基調とし、埋土中には炭化物を多く含んでいる。遺物は出土していない。 

その他小穴からの出土遺物 

P2は Dloグリッド、P3は Clo グリッド、P4は Dllグリッドより検出されたが、平面図・土層断面図は未掘

であるため掲載していない。 

P2出土遺物（Fig. 75) 

1は埋土一括の遺物である。 

碗×小碗（1） 同安窯系青磁で、残存器高 2.7cm を測る。内面に沈線を有する。内外面ともに施粕され、貫入

が認められる。色調は紬が緑色を呈する。 

P3出土遺物（Fig. 76) 

1は埋土一括の遺物である。 

杯×皿（1） 青白磁で、残存器高 1.5cmを測る。内面に印花文を施す。内外面ともに施粕される。色調は粕が 

青白色を呈する。 

P4 出土遺物（Fig. 77) 

1は埋土一括の遺物である。 

皿（1） 同安窯系青磁皿I類で、復元口径 10.9cm、残存器高 1.2cmを測る。内外面ともに施紬される。色調は 

粕が緑色を呈する。 

一卿ー 

        

  

1 

 

イーー 
0 

 

10cm 0 	 10cm 

H=198.Om Fig.75 P2出土遺物実測図（1/3) Fig.76 P3出土遺物実測図（1/3) 

A 	 A' 
、 	 1 	/ 

1 灰褐色土（7.5YR5n) 。しまりあり。やや粘性あり。炭化物を多く含む。 

0 	 lm 

」~‘ 

-4ク 
1 

0 
	

10cm 
1 
	

1 

Fig.刀 P4 出土遺物実測図（1/3) 

Fig.74 SK3 平面巨土層断面実測図（1/40) 
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3 その他の出土遺物（Fig. 78~ 82) 

本調査でトレンチ内や遺構以外からは以下の遺物が出土した。 

表土出土遺物（Fig78 1~12) 

1~ 12は曲輪n（副郭部）の表土より出土した遺物である。 

碗（1） 白磁椀皿類で、残存器高 3.0cm、復元底径 6.8cm を測る。調整は外面が回転ヘラケズリ調整を施す。 

見込み部と体部の境に段を有する。内外面ともに施紬され、見込み部を環状に掻き取っている。色調は粕が灰白色、 

露胎土が淡黄灰色を呈する。 

皿（2） 白磁皿皿 lb類で、復元口径 10.0cm、残存器高 2.2cm、復元底径 3.8cmを測る。調整は外面が回転ヘ

ラケズリ調整を施す。内面にヘラ描き文、沈線を施す。内外面ともに施軸され、外面の底部を掻き取っている。色

調は粕が黄白色、露胎部が淡黄灰色を呈する。 

水注（3） 白磁で、復元口径11.6cm、残存器高 4.5cmを測る。内外面ともに施軸され、色調は粕が灰白色を呈する。 

外面の粕の厚みにムラがみられる。 

碗（4） 龍泉窯系青磁椀 I - 6a類で、復元口径 15.4cm、残存器高 3.8cm を測る。外面が片彫蓮弁文、櫛目文、 

内面に片彫文を施す。内外面ともに施粕される。色調は軸が青緑色を呈する。 

杯 (5） 龍泉窯系青磁杯ifi類と考えられ、残存高 1.6cm を測る。内外面ともに施粕される。色調は粕が青緑色

を呈する。口縁端部に輪花を施す。 

水注×壷（6） 中国陶器で、残存器高 6.3cm、復元底径 9.9cm を測る。調整は外面露胎部に回転ヘラケズリ調

整を施す。内外面ともに施軸される。色調は粕が灰緑色、露胎部が灰黄色を呈する。 

水注×壷 (7） 中国陶器で、残存器高 7.1cm を測る。内外面ともに施粕される。色調は軸が赤茶色を呈する。 

水注（8） 中国陶器で、残存高 3.6cm を測る。内外面ともに施軸される。色調は粕が緑褐色、露胎部が茶灰色

を呈する。 

壷（9） 国産陶器の備前焼で、復元口径 13.4cm、残存器高 4.0cmを測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整を

施す。色調は外面が褐灰色、内面が赤褐色、褐灰色を呈する。全体的に焼締まる。 

壷×嚢 (10） 国産陶器の備前焼で、残存器高 7.2cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、内面は回転ナデ調整

後にナデ調整を施す。内外面ともに自然軸がかかる。色調は外面が褐灰色、内面が赤茶色を呈する。 

小皿（11） 土師器で、復元口径 8.9cm、器高 1.1cm、復元底径 7.6cm を測る。調整は外面が回転ナデ調整、内

面が回転ナデ調整後にナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りで、切り離し後にナデ調整を施す。色調は内外

面ともに橿色である。 

小皿（12） 土師器で、復元口径 8.4cm、器高 1.4cm、復元底径 6.7cm を測る。調整は外面が回転ナデ調整、内

面に回転ナデ調整後にナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りである。色調は外面がにぶい黄橿色、内面が檀

茶色を呈する。 

遺構検出時の出土遺物（Fig. 78 - 13~ 20. Fig.79 - 21 '- 37.. Fig.80 - 38~ 50) 

13~ 50は曲輪且（副郭部 Cit. D9-11. Elo・11グリッド）の遺構検出時に出土した遺物である。 

碗（13） 白磁椀VI la類で、復元口径 16.8cm、残存器高 2.8cm を測る。内外面ともに施軸される。色調は粕

が黄白色を呈する。外面の粕の厚みにムラがみられる。 
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碗（14） 白磁椀V-4 XVIII-1・3類で、残存器高 4.2cmを測る。内外面ともに施粕され、外面を掻き取っている。 

色調は軸が灰白色、露胎部が黄褐色を呈する。 

碗（15） 白磁椀IX類で、復元口径 16.6cm、残存器高 6.1cm を測る。内外面ともに施粕され、口縁端部の紬を

掻き取っている。色調は粕が灰白色、露胎部が淡黄灰色を呈する。 

皿（16） 白磁皿Vil-ic類で、復元口径 10.8cm、残存器高 2.5cmを測る。内面にヘラ描き文、櫛描き文、沈線を施す。 

内外面ともに施粕される。色調は軸が黄白色を呈する。 

皿（17） 白磁皿w lb類で、復元口径 11.0cm、残存器高 2.0cm を測る。内面を白堆線で分割する。内外面と

もに施紬され、外面の底部を掻き取っている。また、内外面に貫入が認められる。色調は軸が黄白色、露胎部が淡

黄灰色を呈する。口縁端部に輪花を施す。 

皿（18） 白磁皿rn-i類で、復元口径 9.6cm、器高 2.2cm、復元底径 4.4cmを測る。調整は外面に回転ヘラケ

ズリ調整を施す。内面に沈線を有する。内外面ともに施粕され、外面の底部を掻き取っている。また、見込み部を

環状に掻き取っている。色調は軸が黄白色、露胎部が淡黄灰色を呈する。外面の軸の厚みにムラがみられる。 

水注×壷（19） 白磁で、復元口径 12.0cm、残存器高 4.2cm を測る。内外面ともに施粕される。色調は粕、露

胎部ともに灰白色を呈する。外面の粕の厚みにムラがみられる。 

水注×壷（20） 白磁で、残存器高 1.4cmを測る。内外面ともに施紬され、貫入が認められる。色調は粕が黄白色、 

露胎部が灰白色を呈する。 

碗（21） 同安窯系青磁椀I -lb類で、復元口径 16.0cm、残存器高 4.5cm を測る。外面が櫛目文、沈線文を施す。 

内面にヘラ描き文、櫛点描文を施し、沈線を有する。内外面ともに施粕され、貫入が認められる。色調は軸が黄緑

色、露胎部が淡黄灰色を呈する。 

碗（22） 同安窯系青磁椀 I - lb類で、残存器高 3.7cm、底径 4.6cmを測る。調整は外面に回転ヘラケズリ調整

を施す。外面が櫛目文、内面がヘラ描き文、櫛点描文、沈線を施す。内外面ともに施軸され、貫入が認められる。 

色調は和が黄緑色、露胎部が淡灰色を呈する。体部が高台の中心より横に偏って成形される。 

皿（23） 龍泉窯系青磁皿 I - 2d類で、復元口径 10.5cm、器高 2.2cm、復元底径 3.9cmを測る。内面に片彫魚

文を施す。内外面ともに施紬され、外面の底部を掻き取っている。色調は粕が青緑色、露胎部が淡黄灰色を呈する。 

皿（24） 龍泉窯系青磁で、器高 1.9cmを測る。内面にヘラ描き文を施す。内外面ともに施軸され、貫入が認め

られる。色調は紬が灰緑色を呈する。 

水注×壷（25） 中国陶器で、残存器高 6.4cmを測る。外面に沈線文を施す。内外面とも施粕される。色調は粕

が暗緑灰色を呈する。 

水注×壷（26） 中国陶器で、残存器高 4.2 を測る。内外面とも施軸される。色調は紬が灰緑色、露胎部が黄灰

色を呈する。 

水注×壷（27） 中国陶器で、残存器高 4.7cm、復元底径 9.6cmを測る。調整は外面に回転ヘラケズリ調整を施す。 

内外面とも施粕され、外面の底部を掻き取っている。色調は軸が灰緑色、露胎部が灰黄色を呈する。 

水注×壷（28） 中国陶器で、残存器高 6.3cm、復元底径 9.0cmを測る。調整は外面に回転ヘラケズリ調整を施す。 

内外面とも施粕される。色調は粕が灰緑色を呈する。 

耳壷（29） 中国陶器で、残存器高 3.6cm 測る。調整は内面に回転ナデ調整を施す。外面に沈線文を施す。内外

面ともに施粕される。色調は粕が暗茶褐色を呈する。Fig.56 - 2 と同一個体の可能性がある。 

嚢 (30） 中国陶器嚢ifi類で、残存器高 4.2cm を測る。調整は外面回転ナデ調整を施す。また外面下部に平行タ 
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タキ調整後ナデ調整を施す。内面は、回転ナデ調整を施す。また、内面には同心円状の当て具痕が認められる。色

調は内外面ともに暗茶褐色を呈する。 

播鉢（31） 国産陶器の備前焼で、残存器高 7.7cm 測る。調整は外面が回転ナデ調整、内面が回転ナデ調整後播

目を施す。外面に施粕される。色調は粕が茶褐色、外面の露胎部が赤茶色、内面が暗茶褐色を呈する。 

徳利×小壷 (32） 国産陶器の備前焼で、復元口径 7.2cm、残存器高 2.3cmを測る。内外面とも施粕される。色

調は粕が赤茶色を呈する。 

椀（33） 瓦器で、残存器高 3・7cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整後にミガキ調整、内面が回転ナデ調整を

施す。色調は外面が淡灰黄色、内面が淡灰黄色、灰色を呈する。 

杯(34） 土師器で、残存器高 3.1cm を測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整を施す。色調は内外面ともに、 

にぶい黄燈色を呈する。 

杯(35） 土師器で、復元口径 14.2cm、残存器高 2.3cmを測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整を施す。色

調は内外面ともに、にぶい黄檀色を呈する。 

杯(36） 土師器で、復元口径 13.5cm、残存器高 2.4cm を測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整を施す。色

調は内外面ともに橿色を呈する。 

杯(37） 土師器で、残存器高 1.1cm、復元底径 13.0cm を測る。調整は外面が回転ナデ調整、内面に回転ナデ

調整後にナデ調整を施す。底部切り離しは回転ヘラ切りで、その後板状圧痕が認められる。色調は内外面ともに橿

色を呈する。 

小皿（38） 土師器で、復元口径 9.8cm、器高 1.0cm、復元底径 9.1cm を測る。調整は外面が回転ナデ調整、内

面に回転ナデ調整後にナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りで、切り離し後にナデ調整を施す。色調は内外

面ともに橿色を呈する。 

小皿（39） 土師器で、復元口径 10.8cm、器高 1.4cm、復元底径 8.4cm を測る。調整は外面が回転ナデ調整、 

内面が回転ナデ調整後にナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りである。色調は内外面ともに、にぶい黄燈色

である。 

小皿（40） 土師器で、復元口径 9・0cm、器高 1.3cm、復元底径 7.6cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、内

面が回転ナデ調整後にナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りで、その後板状圧痕が認められる。色調は内外

面ともに燈茶色である。 

小皿（41） 土師器で、器高 1.5cm を測る。調整は外面が回転ナデ調整、内面が回転ナデ調整後ナデ調整を施す。 

底部切り離しは回転糸切りで、その後板状圧痕が認められる。色調は内外面ともに、にぶい黄檀色である。 

小皿（42） 土師器で、復元口径 9・2cm、器高 1.0cm、復元底径 7.8cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、内

面に回転ナデ調整後にナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りで、その後板状圧痕が認められる。色調は内外

面ともに黄燈色を呈する。 

小皿（43） 土師器で、復元口径 8・8cm、器高 1.2cm、復元底径 7.2cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、内

面に回転ナデ調整後にナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りで、切り離し後にナデ調整と板状圧痕が認めら

れる。色調は内外面ともに橿色を呈する。 

小皿（44） 土師器で、復元口径 8・6cm、器高 1.0cm、復元底径 7.3cm を測る。調整は内外面ともに回転ナデ調

整を施す。底部切り離しは回転糸切りである。色調は内外面ともに橿色を呈する0 

小皿（45） 土師器で、復元口径 8.7cm、器高 1.3cm、復元底径 6.3cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、底 
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部切り離しは回転糸切りである。色調は内外面ともに檀色を呈する。 

小皿（46） 土師器で、復元口径 9.8cm、器高 1.2cm、復元底径 7.8cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、内面

に回転ナデ調整後ナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りである。色調は内外面ともに橿色を呈する。 

不明石製品（47）滑石製品石鍋の二次加工品で、最大長 7.6cm、最大幅 5.2cm、最大厚 2.0、重量 141.3gを測る。 

外面に工具調整痕、内面に二次加工痕、ケズリ調整が認められる。 

碁石状石製品（48） 石製品で、長さ 2.1cm、幅 1.1cm、厚さ 0.6cm、重量 1 .6g を測る。全体的に研磨している。 

石材は砂岩である。 

碁石状石製品（49） 石製品で、長さ 1.4cm、幅 1.3cm、厚さ 0.5cm、重量 2. 7g を測る。全体的に研磨している。 

石材は砂岩である。 

碁石状石製品（50） 石製品で、長さ 1.5cm、幅 1.4cm、厚さ 0.5cm、重量 1.5gを測る。全体的に研磨している。 

石材は砂岩である。 

SX1 3 出土遺物（Fig.80 - 51~61.. Fig.81 - 62~65) 

51~ 65は曲輪II（副郭部）の東南斜面に位置する SX13から出土した遺物である。SX13は今回の調査では掘

削しておらず、遺構の表面より遺物溜まりとして出土したため、その他の遺物として掲載した。 

碗（51） 白磁椀m類で、残存器高 2.1cm、復元底径 6.6cm を測る。外面が回転ヘラケズリ調整を施す。内外面

ともに施粕され、見込み部を環状に掻き取っている。色調は粕が乳白色、露胎部が淡黄灰色を呈する。 

皿（52） 白磁皿V XVI類で、残存器高 1.5cm、底径 2.9cmを測る。内面に沈線を有する。内外面とも施紬され、 

外面の底部を掻き取っている。色調は粕が黄白色、露胎部が淡黄灰色を呈する。 

皿（53） 白磁皿、牛2a類で、復元口径 10.0cm、器高 2.1cm、復元底径 4.4cmを測る。内面にヘラ描き文、櫛描き文、 

沈線を施す。内外面ともに施紬される。色調は粕が乳白色、露胎部が黄灰色を呈する。 

耳壷 (54） 白磁で、復元口径 12.8cm、残存器高 1.8cm を測る。内外面ともに施紬され、貫入が認められる。 

色調は軸が黄白色を呈する。 

碗（55） 龍泉窯系青磁椀 I - 3a類で、残存器高 4.0cm を測る。内面に櫛目文、片彫文、沈線を施す。内外面と

もに施紬される。色調は粕が緑色を呈する。 

碗（56） 同安窯系青磁椀 I - lb類で、残存器高 3.6cm を測る。外面が櫛目文、内面にヘラ描き文、櫛点描文、 

沈線を施す。内外面ともに施和され、貫入が認められる。色調は粕が黄緑色を呈する。外面の粕の厚みにムラがみ

られる。 

合子身×小壷（57） 青白磁で、復元口径 4.5cm、残存器高 2.0cmを測る。外面上部に沈線文、外側面に型押成

形による文様を施す。内外面ともに施粕され、貫入が認められる。色調は粕が青白色を呈する。 

鉢×壷（58） 中国陶器で、残存器高 7.2cm、復元底径 8.6cm を測る。内外面ともに施軸される。色調は紬が灰

黄色を呈する。 

播鉢（59） 国産陶器の備前焼で、残存器高 6.6cm、復元底径 11.4cm を測る。調整は外面が回転ナデ調整、内

面に回転ナデ調整後に播目を施す。外面に自然紬がかかる。色調は外面が褐色、内面が赤茶色を呈する。 

杯(60） 土師器で、残存器高 2.7cm を測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整を施す。色調は内外面ともに、 

にぶい黄橿色を呈する。 

杯(61） 土師器で、残存器高 1.4cm、復元底径 10.6cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、内面に回転ナデ 
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調整後ナデ調整を施す。色調は内外面ともに橿色を呈する。底部外面に鉄分と思われる付着物が認められる。 

小杯 (62） 土師器で、復元口径 9.2cm、器高 1.9cm、復元底径 7.0cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、底

部にナデ調整、内面には回転ナデ調整後にナデ調整を施す。色調は外面が黄燈色、内面がにぶい黄燈色を呈する。 

小皿（63） 土師器で、復元口径 8.8cm、器高 0.9cm、復元底径 7.6cm を測る。調整は内外面ともに回転ナデ調

整を施す。底部切り離しは回転糸切りで、その後板状圧痕が認められる。色調は内外面ともに檀色を呈する。 

小皿（64） 土師器で、復元口径 7.6cm、器高 1.1cm、復元底径 5.8cm を測る。調整は内外面ともに回転ナデ調

整を施す。底部切り離しは回転糸切りである。色調は内外面ともに、にぶい黄橿色を呈する。 

小皿（65） 土師器で、復元口径 8.4cm、器高 1.1cm、復元底径 7.2cmを測る。調整は外面が回転ナデ調整、内

面に回転ナデ調整後にナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りで、切り離し後にナデ調整を施す。色調は内外

面ともに、にぶい黄橿色を呈する。 

撹乱（Fig.81 - 66~78) 

66~ 78は曲輪n（副郭部）の撹乱の中から出土した遺物である。 

碗（66） 白磁椀V -4 X皿 1・3類で、復元口径 16.6cm、残存器高 5.0cmを測る。内面に沈線を有する。内

外面ともに施粕される。色調は紬が灰白色を呈する。 

杯 (67） 白磁で、復元口径 11.0cm、残存器高 3.0cm を測る。内外面ともに施粕される。色調は粕が灰白色を呈

する。 

皿（68） 同安窯系青磁皿 I - lb類で、復元口径 10.5cm、器高 1.9cm、底径 5.3cm を測る。内面に櫛点描文、 

片彫文を施す。内外面ともに施粕され、外面の底部を掻き取っている。また、内外面に貫入が認められる。色調は

軸が黄緑色、露胎部が灰白色を呈する。 

碗（69） 青白磁で、残存器高 2.3cm を測る。内面にヘラ描文を施す。内外面ともに施粕され、貫入が認められる。 

色調は粕が青白色を呈する。 

合子蓋（70） 青白磁で復元口径 6.7cm、残存器高 1.7cmを呈する。調整は内面に回転ナデ調整を施す。外側面

に型押成形による菊弁文を施す。内外面ともに施軸され、口縁端部を掻き取っている。色調は粕が灰緑色、露胎部

が灰白色を呈する。 

合子身（71） 青白磁で復元口径 4.6cm、残存器高 1.6cm、復元底径 4.0cm を呈する。調整は外面底部に回転ケ

ズリ調整を施す。外側面に型押成形による蓮弁文を施す。内外面ともに施紬され、受け部を掻き取っている。色調

は粕が灰緑色、露胎部が灰白色を呈する。 

水注（72） 中国陶器で、残存高 4.5cm を測る。内外面とも施紬される。色調は紬が灰緑色、露胎部が黄灰色を

呈する。 

耳壷（73） 中国陶器で、残存器高 3.4cm 測る。内外面ともに施軸される。色調は粕が灰緑色を呈する。内面に

目跡が認められる。 

握鉢（74） 中世須恵器で、残存器高 7.0cmを測る。調整は内外面ともに回転ナデ調整を施す。色調は外面が灰色、 

淡黄灰色、内面が淡黄灰色を呈する。 

杯 (75） 土師器で、残存器高 1.6cm、復元底径 9.4cm を測る。調整は外面が回転ナデ調整、内面が回転ナデ調

整後にナデ調整を施す。底部切り離しは回転糸切りで、その後板状圧痕が認められる。色調は内外面ともに、にぶ

い黄橿色を呈する。 
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究 (76） 土師器で、残存器高 3.4cm を呈する。調整は口縁端部にョコナデ調整、内外面にナデ調整の他に指頭

圧痕が認められる。色調は内外面ともに茶褐色を呈する。内外面に煤の付着が認められる。 

不明石製品（77） 滑石製品石鍋の二次加工品で、最大長 6.9cm、最大幅 4.4cm、最大厚 1.3cm、重量 66.4gを測る。 

外面下部に二次加工痕、内外面に擦痕が認められる。 

鉄津か？ (78） 鉄製品で、最大長 6.4cm、最大幅 4.3cm、最大厚 3.8cm、重量 122.2g を測る。 

表採（Fig.81 - 79~81) 

79~ 81は曲輪II（副郭部）で表採した遺物である。 

碗（79） 白磁椀V-4X皿 1・3 類で、復元口径 15.6cm、残存器高 3.5cm を測る。内外面ともに施粕される。 

色調は粕が黄白色を呈する。 

碗（80） 龍泉窯系青磁椀1-2類で、残存器高 4.5cm を測る。内面に片彫蓮花文、沈線を施す。内外面ともに

施紬される。色調は粕が青緑色を呈する。 

碗（81） 青白磁で、残存器高 5.6cm、復元底径 4.8cm を測る。調整は外面に回転ヘラケズリ調整を施す。内面

にヘラ描き文、櫛目文を施す。内外面ともに施粕され、外面の底部を掻き取っている。また、内外面に貫入が認め

られる。色調は粕が青白色、露胎部が灰白色を呈する。 

造成土（Fig. 82 - 82~88) 

82~ 88 は曲輪II（副郭部）の西側において、SD5 が検出されたE・F8 グリッドから西側一帯の範囲より出土

した遺物である。SD5 の土層（Fig.70）は 8 -- 18層が造成土で、各層は 0.1~ 0.2m の層厚で質の違う土を交互

に積み重ね、曲輪II縁辺部は盛土造成により水平になっている。以下はその造成土の西側より出土した遺物である。 

碗（82） 龍泉窯系青磁椀1-2類で、復元口径 13.0cm、器高 5.3cm、底径 4.8cm を測る。調整は外面に回転ヘ

ラケズリ調整を施す。内面に片彫文を施す。内外面ともに施紬され、貫入が認められる。色調は軸が灰緑色、露胎

部が灰茶色を呈する。 

碗（83） 龍泉窯系青磁椀 I -3a 類で、復元口径 16.8cm、残存器高 4.7cm を測る。内面に櫛目文、片彫文を施す。 

内外面ともに施軸され、貫入が認められる。色調は粕が緑色を呈する。 

碗（84） 同安窯系青磁椀 I - lb類で、復元口径 16.4cm、残存器高 6.0cm を呈する。調整は外面に回転ヘラケ

ズリ調整を施す。外面に櫛目文、内面にヘラ描き文、櫛点描文を施す。内外面ともに施粕され、貫入が認められる。 

色調は紬が黄緑色、露胎部は淡黄灰色を呈する。 

碗（85） 同安窯系青磁椀 I - lb類で、復元口径 16.0cm、残存器高 4.4cm を測る。外面が櫛目文、内面にヘラ

描き文、櫛点描文、沈線を施す。内外面ともに施粕され、貫入が認められる。色調は軸が黄緑色を呈する。 

香炉（86） 青磁で、残存器高 3.2cm を測る。内外面ともに施粕され、貫入が認められる。色調は紬が青緑色を

呈する。底部に1ケ所の脚の接合痕が認められる。 

合子蓋（87） 青白磁で、残存器高 0.6cmを呈する。外側面に型押成形による文様を施す。内外面ともに施紬され、 

口縁端部を掻き取っている。色調は粕が青白色を呈する。 

不明石製品（88） 滑石製品石鍋の二次加工品で、最大長 13.9cm、最大幅 5.5cm、最大厚 1.3cm、重量 163.6g 

を測る。口唇部に二次加工痕、外面に工具調整痕、内面に擦痕が認められる。 
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VI．総括 

鎮西山城跡は地表面観察による城館構造から構築時期を戦国期と考えられてきた（佐賀県教育委員会 2013)。今

回の調査では鎮西山城跡の時期や山城を構成する防御施設の確認のため、埋没した堀や城の出入口と想定される箇

所を中心にトレンチを 26地点にわたり設定して掘削を行った。また、曲輪I（主郭部）の東側に位置する曲輪n（副

郭部）平坦部全体の表土剥ぎを行い、曲輪且内の遺構確認を行った。その結果、中世前期の平安時代末から鎌倉時

代の遺構と遺物、中世後期の 16世紀代と思われる山城遺構の少なくとも二つの時期の遺構と遺物を確認すること

ができた。主な遺構としては、まず地表面観察での山城の遺構としては曲輪I縁辺部の土塁、曲輪I.n直下をほ

ぼ全周にわたって取り囲む横堀と土塁・帯曲輪、曲輪五南西側直下の斜面を遮断する竪堀が確認されている。今回 

『 	の調査で確認された遺構としては曲輪II平坦部において柵ダり3条、掘立柱建物跡 3期、溝状遺構 4条、土坑1基 

「 	性格不明遺構 2基、小穴多数などがある。主な出土遺物は平安時代末から鎌倉時代の土師器や中国産陶磁器などの 

「 	中世前期の遺物が主体を占めており、これらに伴って滑石製石鍋などの石製品、鉄釘などの鉄製品が出土している。 

山城の機能時期と推測される 16世紀代の遺物は確認できていない。またこの他に黒曜石の剥片や古墳時代の須恵

器片、古代の土師器・瓦器片などが若干認められる。検出された遺構は大きく 2時期に分かれると思われるが、各

遺構の出土遺物は中世前期に集中している。このため、遺構の構築時期は遺物のみで判定することは困難と思われ

る。そこで、ここでは検出された遺構群を、山城に伴う遺構とそれ以前の遺構といずれに帰属するものか検討を行 

うこととする。 

1 中世山城構築以前の遺構（Fig. 83) 

山城構築以前について今回の調査で確認できた最も古い遺物としては縄文または弥生時代と思われる黒曜石の剥

片1点が出土している。他に時期の判別できる遺物としては 7世紀代の須恵器大蓋片（Fig・19-1）が出土している。 

鎮西山城跡周辺の麓に鎮西山城跡南麓古墳群や奥の院古墳群など当該期の群集墳が見られるため、同時期に本遺跡

にもたらされたものと思われるが、調査範囲内に遺構は確認されていない。またこの他の遺物として弥生土器や古

代の土師器椀と思われるものが出土しているが、いずれも小片で少量の出土で当該期の遺構は確認できていない。 

今回の出土遺物の主体となるのは、平安時代末から鎌倉時代の土師器・中国産陶磁器類で調査範囲内の表土’遺

構内からほぼ全域にわたって出土しており、遺構の出土遺物のみでの時期の判別を行うことは困難となっているが、 

現状でできる限り遺構内の遺物出土状況や他の遺跡の類似例から当該期の遺構と推測されるものを検討したい。中

世山城構築以前の可能性がある遺構として、土坑状遺構（SKi)、円形掘立柱建物（SB9). No.21トレンチ内検出

の土器埋設遺構（SX17）が挙げられ、これらは遺構の性格や遺物出土状態から通常中世山城に伴わないと考えら 

れる遺構である。 

SKlは曲輪I（主郭部）西側直下の曲輪ifiに設定した No.1トレンチにおいて検出された遺構で平面形状は不整

な長楕円形を呈し、周辺に炭化物や焼土が散在している状況で検出された。掘り下げは No.1トレンチにかかる一

部のみで底面まで掘削を行っていない。埋土内には出土遺物として多量の焼士・炭化物、鉄釘 2本、12世紀中頃

から後半の龍泉．同安窯系青磁碗、白磁椀V-4><皿 1・3類の破片などが出土した。このような状況から、佐賀

大学の宮武正登氏より三味場（火葬場）の可能性があるとのご指摘を頂いた。一部しか掘削していないため確実で 
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はないが、当該遺構が火葬場や墓などであるならば、共伴する遺物の出土状況から城として機能する以前の 12 世

紀中頃から後半の遺構と考えられる。 

SB9 は曲輪II（副郭部）平坦部の中央付近において検出した円形状の掘立柱建物跡で、今回は遺構検出のみを行っ

た。当該遺構はPlを中心に半径 3.4m の円周上に 20 基の柱穴からなっており柱痕のある小穴も認められた。 

ほぼ同位置に検出された掘立柱建物跡 SB6・7 とは建物配置がそれぞれ重複しており、検出状況から 3 者は同時

に存在していないことは確実である。また柱穴どうしでの切り合い関係はなく先後関係は不明であるが、SB6. 7 
は柱の主軸がほぼ一致することから建て直しが想定され、SB6・7 はほぼ同時期でその前後に SB9 が構築されてい

たと考えられる。SB6・7・9 の性格については通常、山城で検出される掘立柱建物跡は方形または長方形を呈し

ている。これらの掘立柱建物跡は防御用建物として櫓、兵士が駐屯するための兵舎、居住関係建物と住居や蔵、そ

の他に馬屋、寺院・持仏堂、牢獄などが想定されており D. SB6・7 は防御用建物または居住関係建物のどちらか

に比定される。これに対して SB9 は平面形状が円形を呈しており、山城に伴う円形の掘立柱建物は実例を見出せ

なかった。しかし、同様の遺構として大分県大分市の横尾遺跡 2）では半径 4. 8m の円周上に柱穴を 11基配した 14 
世紀代の円形掘立柱建物（SX200) が検出されている。この遺構の東側部分の柱穴 3, 4基分には柱穴は検出さ

れていない 2）が、円形の面積になおすと 72 肩で今回本遺跡で検出された SB9 の床面積 36 苗のちょうど倍にあた

る床面積を有する。両遺構の類似点としては SB9 は柱穴径が 0.2~ 0.8m、柱間距離 0.4~ 2mで、SX200 が柱穴

径が 0.25~ 0.58m、柱間距離 1.8~ 2.52mでどちらも柱穴径・柱間距離にバラつきがあることである。遺構の性

格は現状ではどちらも不明で今後性格のわかる類似遺構が検出されるのを待つしかない。ただし SB9 に関しては、 

今回の調査指導で佐賀大学の宮武正登氏より塔などの寺院関係の建物である可能性があるとのご指摘を頂いてお

り、出土遺物に中世前期の中国産青白磁合子や白磁の水注、土師質の香炉など宗教に関係するような遺物も認めら

れることから十分留意しておく必要がある。この場合、寺院関係の遺構は中国産陶磁器の出土した時期の可能性が

高く、今回の調査では推測とはなるが SB9 は山城構築以前の遺構と考えている0 

No・21トレンチ内からは土器埋設遺構（SX17）が検出された。遺構の形状はトレンチ外に延びているため不明

であるが溝状また土坑状遺構と思われ、その埋土内から完形の土師器杯と体部の 1/2 が欠損する同安窯系青磁碗を

合わせ口にした状況で検出された。本遺構は曲輪且北側直下の戦国期の帯曲輪造成土下層から出土している。他の

帯曲輪造成土内にも同時代の遺物は混入しているが、土器の検出状況から意図的に埋設されたものと判断し、同安

窯系青磁の時期から 12 世紀中頃から後半にかけての遺構と考えられる。 

以上が中世山城構築以前の遺構と推測されるものであるが、この他にも今回は掘削を行っていないが広範囲に亘

る大量の土器溜まり（SX13）が検出されており、やはりこれらの遺物も平安末から鎌倉時代にかけてのもので青

白磁の合子片も出土しており、今後調査による確認が必要である。前述のとおり遺跡全体のいずれの遺構からも平

安時代末から鎌倉時代の遺物しか出土していない。このように山上から出土する中国産陶磁器や土師器などの遺物

や遺構の検出状況から佐賀大学の宮武正登氏より山岳寺院や修験道などの宗教関連の遺跡が存在していた可能性を

ご指摘を頂いた。ただし、現段階ではそれを確実に裏付ける遺構や遺物は検出されていないため、山城構築以前の

遺構については宗教関係以外の可能性も考え、今後も検討する必要がある。 

2 中世山城機能時の遺構（Fig.83) 

今回の発掘調査では、試掘調査による曲輪I（主郭部）・曲輪II（副郭部）とその周辺部の防御施設の規模．形 
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状の確認と曲輪II平坦部全体の遺構の確認を行った。その結果、 トレンチ調査では曲輪の縁辺部やその直下に配さ

れた土塁・横堀・切岸などの防御施設が層位的に確認され、曲輪n平坦部の調査では掘立柱建物・柵列・堀切といっ

た建物跡や防御施設と曲輪縁辺部の盛土造成の状況が判明するなど、戦国期と思われる山城遺構が良好に残存して

いることが確認できた。ここでは曲輪I、曲輪n、曲輪I・n周辺の遺構について今回の調査で判明したことを元

に考察を加えながら述べることとする。 

①曲輪 Iについて 

曲輪I（主郭部）では防御施設として地表面観察で確認された曲輪I縁辺部の土手状の高まりが曲輪北と南西側

の 2 箇所に認められ、ここにトレンチを設定し調査を行った。その結果、いずれも土層の堆積状況により土塁であ

ることが確認できた。土塁は盛土造成によるもので丁寧な版築によるものではなく、周辺の造成などに伴い排出さ

れた土を一気に盛り上げて構築されているような堆積状況であった。また曲輪北側で土塁基底部層直下の旧表土と

思われる黒色土層内には炭化物や焼土の混入が認められた。これは自然または人為的によるものかは不明であるが、 

土塁構築以前に曲輪Iが焼けている可能性が窺える。このような類例として、長野県の 16 世紀の山城である屋代

城において、曲輪造成土直前に草木を焼き払ったと思われる炭化物層が確認されている 3)。曲輪I縁辺部において

土塁の認められなった部分はいずれも現代の撹乱を受けており、土塁が何処まで廻っていたかは現段階では不明で

ある。曲輪I平坦部内の建物に関してはトレンチには認められず、曲輪I中央から北側の大部分は現代の東屋など

により現地表面から深さ 0.2~ 0.3m以上にわたって撹乱を受けている状況であった。一方南側に関しては今回の

調査以前の確認調査で溝状遺構と小穴が確認されており、今後何かしらの遺構が検出されると思われる。 

②曲輪且について 

曲輪且（副郭部）の調査では山城に関わる建物と防御施設が検出されており、主な遺構としては柵列（SA2・8・ 

10)、掘立柱建物跡（SB6・7・9)、溝状遺構（SD4・5・11・14・15・16)、土坑（SK3)、性格不明遺構（SX12・ 

13）がある。今回の調査では遺構の規模・形状の把握が目的のため、掘削に関しては半裁やトレンチでの確認の

みで完掘を行っていないが、掘削によって判明したことを述べたいと思う。まずトレンチによる調査の成果とし

て、曲輪II縁辺部は土層の堆積状況により、ほぼ全周に亘って切土造成後の盛土造成上によって曲輪の拡張が行わ

れていることが判明した。また曲輪II縁辺部のやや内側をほぼ全周する溝状遺構が検出されている。この溝状遺構

から曲輪縁端部には土塁が構築されていた可能性があるのだが、後世の削平を受けているようで調査前の地表面観

察では土手状の高まりは確認されておらず、土層でも確実に土塁であるかは判断できていない。また溝状遺構の埋

土内の底面近くからは平安末から鎌倉時代の遺物がある程度まとまって出土しており、戦国期に溝として機能して

いたならば、出土状況に疑問が残り、溝状遺構自体は山城機能時以前の中世前期に機能していた可能性が考えられ

る。この溝状遺構の帰属する時期については今後の課題となるが、この溝状遺構を山城に伴うものとして考えた場

合、その機能としては曲輪II部全体をーつにまとめる役割や縁辺部の排水機能などが想定される。この周囲を囲続

する溝状遺構に対し、曲輪II内部では排水と曲輪を区画のためと思われる溝状遺構が検出されている。溝状遺構は 

3 条（SD4・5・11）検出されており、これらによって大きく 4 つの曲輪（曲輪且 1~4）に区画される。曲輪を

区画する溝状遺構については、SD4 では現状が幅 1.5~ 2m、深さ 0. im 程度の浅い小段状となる溝状遺構で曲輪

間の区画と排水を兼ねたものと思われる。SD1l も SD4 と同じ機能と思われるが、幅は 1.6~ 2m、深さ 0.8mを

測り、SD4 と比べてかなり深い。深さの相違は機能差・時期差・近現代の削平と様々に想定することができるが、 

今回は判明できなかった。SD4・11に対し、SD5 は残存幅 1.8~ 4.2m、残存する深さは 1. im で規模が大きいた

め、溝状遺構ではなく防御施設として曲輪間を遮断する堀切とするのが妥当であろう。また SD5 の北端から 2.2m 
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空間をあけて半円形状の遺構 SX12 が検出されており、遺構が調査区外に延びているため全体の形状は不明であ

る。SX12 は SD5 の端部と同じ形状で SD5 の延長線上にあり、SD5 と同様の堀切となる可能性がある。その場合、 

SD5 と SX12 の間の空間は曲輪間の出入口となる土橋と想定され、今回の調査では確認できなかったがこの部分に

は「木戸」が設けられていた可能性があり、堀切 SD5 を境とする曲輪且 1は曲輪nとするよりも曲輪I（主郭部） 

の―部として腰曲輪と柵形状の出入口空間として機能するものと考えられる。 

このように溝状遺構によって区画された曲輪は現代の公園化による削平や撹乱を受けていると思われるが、現状

では西側の11-1から東側11-4 に向かって低くなっており、その比高差は 3m程である。曲輪II内で最高位にあ 

る曲輪n 1・2 はほぼ同じ標高の平坦面で、曲輪且 1には柵列（SA8）と土坑（SK3)、曲輪n 2では掘立柱

建物（SB6・7)、柵列（SA2・10）に伴う小穴が確認されている。このうち掘立柱建物（SB6・7）に関しては規

模に相違があるものの、ほぼ同一軸に建てられた同じ構造の建物で、柱穴どうしの切り合い関係が認められなかっ

たため両者の建物の造営の前後関係は不明だが、建て直しであることが分かった。今回の調査では山城機能時に曲

輪且には建物が 1棟だけ建っていたことが分かった。曲輪且 3 は緩やかに傾斜しており、曲輪内の高低差は 1.2m 

程を測り、曲輪II内の他の曲輪と比べて削平が甘く、自然地形の傾斜に近い状態で使用されていたと思われる。中

央付近に南北方向の柵列状に並ぶ小穴が認められるが間隔がまばらで掘削を行っていないこともあり、柵列として

よいか判断できていない。11-4 はほぼ平坦面で曲輪内は近現代の火災処理による削平と撹乱を受けており、撹乱

土を除去すると縁辺部を除いて黒色土に覆われている状況で、この黒色土内には平安時代末から鎌倉時代の遺物が

多く混入していることから旧表土の可能性がある。曲輪内の黒色土面には遺構は認められなかったが No.24 トレン

チの土層面の黒色土直下に曲輪II北側縁辺部を廻る溝状遺構の断面とその溝状遺構に切られる小穴が確認でき、黒

色土直下に遺構面が存在する可能性がある。また曲輪内の南側には多数の小穴が認められ、南側縁辺部は柵列が構

築されていた可能性がある。以上の検出状況から区画された曲輪は居住や城の出入口空間などのそれぞれの役割を

担っていたが想定される。 

③曲輪I・且周辺の遺構について 

曲輪I・且周辺の遺構については曲輪I・nの直下には帯曲輪・腰曲輪・横堀・竪堀・土塁などの防御施設が地

表面観察によって縄張図が作成されていた 4)。今回のトレンチによる調査では主に横堀・士塁の規模や形状の確認

を行った。地表面観察で横堀と考えられていた所は0.4'0.9m埋没しており、改めて横堀であることが確認された。 

さらに現状が平坦面となっていた曲輪I南側の直下にも横堀が埋没していることが判明し、未調査の曲輪I西’北

西側を除いて横堀がほぼ全体を囲続する状況が確認できた。また横堀の外岸には土塁が伴っており、その構築方法

は横堀の掘削と同時に地山を上幅 0.4~ 1.5m幅の断面形状が台形を呈する土手状に削り残す切土造成後、そこに

盛土造成により土塁を構築していることが分かった。この他にも曲輪且南東直下の竪堀と北東方向から廻らされた

横堀は連結しており、これに対し南西方向から廻る横堀は縄張図 4）と同様に竪堀の手前で完結するようである。こ

の竪堀と横堀の空間は曲輪hへの出入口となる可能性もあるが今回の調査ではわからなかった。曲輪1'11周辺の

一番の調査成果としては曲輪I・11直下の周囲をとりまくように構築されている横堀を確認できたことである。こ

れによって横堀の導入時期には地域差はあるが 16 世紀第 2 四半期以降 6）とされていることから本遺跡の最終的な

改修または構築時期は少なくとも 16 世紀代の戦国期山城と考えることができる。戦国期の遺物の出土はなかった

が、確実に横堀が構築されていることを確認できたため最終的な山城の構築または改修時期を絞ることができたの

ではなかろうか。また、主要な曲輪全体を横堀が囲続する山城は上峰町の周辺地域（佐賀市、神埼市、三養基地区） 

に限っていえば、神埼市の横大路城、鳥栖市の葛寵城と併せて 3 例のみで前者は少弐氏、後者は筑紫氏関連の山城 
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4）とされており、今後築城主体者などを考えていく上で重要な手掛かりであると考える。 

3 出土遺物 

鎮西山城跡の出土遺物は前述のとおり、古いものでは縄文または弥生時代と思われる黒曜石の剥片や古墳時代の

須恵器や古代の土師器などの遺物もわずかに出土しているが、平安末から鎌倉時代にかけての中世前期の遺物が大

多数を占めている。しかし、従来より中世山城跡として考えられていた本遺跡は今回の調査では中世前期に山城と

して機能していた痕跡は認められず、調査によって検出された山城の構造から戦国期の山城と考えられる。このよ

うに出土遺物と検出された遺構には時期差があり、今回の調査では戦国期の確実な遺物は認められなかった。今後

の調査で戦国期の遺物が出土する可能性も十分想定され、今後の調査課題のひとつと考える。ここでは本遺跡で出

土した中世遺物からどのような遺跡の性格が想定されるか検討してみたいと思う。またNo.21トレンチ内で同安窯

系青磁碗と土師器杯が合せ口の状態で出土しており、このうち同安窯系青磁碗の高台内には「上」の墨書が認めら

れた。これについて考察を行いたいと思う。 

①中世の出土遺物について 

まず本遺跡における中世遺物の出土状況は、表採・表土や山城機能時の造成土・遺構埋土など今回の調査範囲の

全域にわたって出土している。その年代幅は 11世紀後半から 14 世紀代で、12 世紀代中頃から後半にかけての中

国産陶磁器が多く出土しており、山城造成時の造成土直下の旧表土では土師器皿・杯などが共伴して出土している

ため、本遺跡における出土遺物の主体をなす。この前後の遺物の出土数は少なく、11世紀後半から 12 世紀前半の

遺物で木戸編年m a に比定される滑石製石鍋（Fig.29 -23）や、松本編年 I,-..-.且期に比定される土師器杯 (Fig.79 

34 他）が出土しており、13 世紀以降の遺物の下限としては国産では間壁編年m期に比定される 14 世紀代後半の

備前焼播鉢（Fig・78 - 31他、PL.19 - 44)、徳永編年m類に比定される土師質土器の鍋（Fig.19 - 3）が出土してい

るが時期幅が 14 世紀中葉～ 16 世紀前葉まで降る可能性もあるとされているため参考までに挙げておく。いずれ

も中世後期の遺物である。また輸入陶磁器では 13 世紀中頃から 14 世紀初頭前後の口縁端部が口禿げとなる中国

産白磁碗（Fig・78 - 15・大宰府編年椀区類）が下限となっている。今回の調査では徳永編年の土師質土器の鍋皿類

が 16 世紀代まで降る可能性があるが、これを除くと山城の機能時の 16 世紀代を含む 15 世紀代以降の確実な遺物

は認められなかった。 

次に本遺跡で主体となっている中世前期の出土遺物の器種構成をみてみると、供膳具として松本編年ll'ffl期に

比定される土師器皿（Fig.80 - 39）・杯 (Fig.66 - 3)、中国産龍泉窯系青磁碗・皿（大宰府編年椀・皿I類）、同安

窯系青磁碗・皿（大宰府編年椀・皿I類など）・白磁碗（大宰府編年椀V-4・皿類）・皿（大宰府編年皿皿・皿類）、 

調理具として東播系須恵器握鉢（Fig.49 - 3 森田編年第 2 期第1段階）、貯蔵具として中世須恵器奮、中国陶器 

壷（Fig・69 - 3 他、FL・18 - 31)、煮炊具として木戸編年皿 a に比定される滑石製石鍋（Fig.29 - 23）など日常的

な生活感のある内容の遺物が出土している。この他に土師質土器の香炉（Fig.59 - 2. PL.17 - 27)、碁石状石製品 

(Fig・64-1, 82-48・49・50, PL.17-27)、中国産の白磁水注（Fig. 78- 19 他、PL.20-47）や青白磁合子（Fig.80 

57' 81 - 70' 81 - 71・82 - 87, FL.21 - 54・21 - 58・21 - 59・22 - 67）・碗（Fig.73 - 1, PL.18 - 33)、 内面

に鉄絵が施文される陶器の黄軸盤（Fig.28 - 13 他、FL.14 - 7）などが出土しており、中世前期における遺跡の主 

体者の噌好や威信財的な役割を有する遺物なども認められる。特に合子は 4 個体分出土しており、他の遺跡の出土

例では墓の副葬品や経塚などでの出土が認められる 5）など宗教陛のある遺物としても注目される。これらの遺物の 
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同時性や組成についてはさらに検討を要するが、中国産陶磁器やそれに共伴する土師器杯・皿などの 12世紀中頃

から後半の短期間にこれらの遺物を大量に消費する人々が存在したことは確かである。以上のように今回の調査で

は中世前期に供膳具や貯蔵・煮炊具など日常性のある遺物と香炉や白磁水注、合子など宗教に関連するような遺物

が確認され、一般的な庶民が山頂部に居住していた痕跡ではないと考えられる。今回の調査で出土した中世遺物は

火葬墓や火葬場を想定している土坑 SKlからも出土しており、検出状況から遺構に伴う可能性が高い。また未掘

のため遺物は確認できていないが、お堂のような建築物が想定される円形掘立柱建物 SB9などの検出遺構などか

ら宗教的な性格を有する遺跡であると考える。 

② No. 21 トレンチ出土の墨書土器について 

鎮西山城跡の発掘調査では No.2 1トレンチにおいて溝状遺構または土坑より同安窯系青磁碗と土師器杯が合せ口

の状態で検出された。この内、同安窯系青磁碗には高台内に「上」の墨書が認められた。今回の調査では調査区内

から多くの 12世紀中頃から後半にかけての中国産陶磁器が出土しているが墨書が認められたのは当該遺物の1点

のみであった。中世における墨書土器は日宋貿易における住蕃貿易 7）の関連遺物として従来より注目されており、 

近年の発掘調査で本州（兵庫県沿海、奥州藤原氏の平泉）や九州（長崎県、熊本県、宮崎県）でも出土例が数例み

られるようだが、その多くが日宋貿易の拠点となっていた福岡県の博多遺跡群より出土している B)。今回出土した

墨書土器と同一の「上」と墨書された陶磁器は博多遺跡群にも認められ、大庭康時の博多遺跡群出土墨書資料集成 

8）によると 1955年から 2001年に刊行された 44冊の報告書に掲載された墨書のある輸入陶磁器 865点の内、平安

末から鎌倉時代のもので「上」の一文字を墨書したものは青磁が 6点（龍泉窯系碗 4点、同安窯系碗1点・皿1点）、 

白磁が 9点（碗 5点、皿 4点）、青白磁碗が 1点の計 16点に認められ、これは掲載資料全体に対して約 2％を占め

る。博多遺跡群から出土する 11世紀から 12世紀の中国陶磁器には住蕃貿易 7）に関連する中国人の姓名や「綱（輸

送する荷物の組単位）」の一文字を墨書するものやその両方を組み合わせて墨書するものが多く認められており、 

これは荷物の識別をするためのものと考えられている 9)。これに対し「上」の墨書が何を意味するのかは未だ不明

のようであるが、博多遺跡群出土の墨書には「中」や「下」の文字も認められ、品質や人名の墨書と同様に商品管

理などのために墨書されたものと推測される。博多遺跡群で出土している「上」の文字を有する墨書土器は数量的

には大量とはいえないが、一定の数量が出土しており偶然ではなく目的をもって墨書されていると考える。今回当

該遺跡で出土したものも博多で出土している「上」と同じ意味合いで墨書されたものであるならば、鎮西山城跡に

搬入後に墨書されたものではなく、すでに「上」の文字が墨書された状態であったと推測され、住蕃貿易に関連す

る人々によって当該遺跡に今回出土した中国産陶磁器と共にもたらされた可能性があると考える。 

4．まとめ 

鎮西山城跡の中世山城の遺構については、今回の調査により地表面観察のみではわからなかった多くの新たな知

見を得ることができた。まず曲輪I（主郭部）において現在の土手状の高まりが人工的に盛土された土塁であるこ

と、土塁直下に土塁構築以前の遺構が存在する可能性があることが挙げられる。次に曲輪II（副郭部）では曲輪内

が溝状遺構や堀切によって区画され、中央部には長屋風の掘立柱建物が構築されていた。また曲輪II縁辺部は切土

造成後に盛土造成を行っており、縁辺部のやや内側に溝状遺構が廻っていることから溝状遺構と曲輪n縁辺部の端

部の間は土塁が構築されていた可能性がある。さらに曲輪n縁辺部の南側には部分的ではあるが柵列が検出されて

おり柵によって防御されていたことが判明した。この他にも主・曲輪且直下に埋没する横堀が改めて検出され、横 
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堀が曲輪I西・北西側を除く曲輪直下を取り囲むように廻っている状況が確認できた。鎮西山城跡は今回の発掘調

査以前から地表面観察による山城の構造から戦国期の山城と考えられてきた 4）が、改めて中世の城館遺構であるこ

とが判明した。さらに最終的な現在の山城の姿は曲輪直下の斜面への進入を阻むように囲続する横堀の存在によっ

て16世紀代の遺構と考えることができる 1)。このように新たに判明したことも多くあったが、まだ城の出入口や

築城主体者など不明な部分も多く、今回の調査では遺構に伴うものも含めて平安時代末から鎌倉時代の遺物しか出

土しておらず、それぞれの遺構の帰属時期が明確にできていない。このため、山城築城時や山城以前の遺構の判別

が困難となっており、曲輪且で検出された円形掘立柱建物（SB9）のように遺構の形状や他の遺跡の類似例と比較

検討によって時期の推定を行っている。前述のとおり山上で平安時代末から鎌倉時代の中国産陶磁器や土師器類な

どが多く出土する状況から同時期に宗教関係の遺跡可能性を指摘されており、遺物では白磁の水注、青白磁の合子、 

土師質の香炉片などがその候補に挙げられるが、現在のところ確実な遺構・遺物が出土しているとはいえない。今

後の調査で今回の調査では判明しなかった中世山城以前の遺構や中世山城遺構が新たに検出され、さらに周辺の城

館との山城構造の比較検討により築城主体者などのが解明されていくことが期待される。 

【註】 

1）文化庁文化財部記念物課 「第V章 城館の調査」『発掘調査のてびき 各種遺跡調査編』 2013 

2）大分教育委員会 『横尾遺跡 9』 1974 の報告では東側は小穴が撹乱などで喪失している可能性があるとされている。 

3）長野県更埴市教育委員会『屋代城跡範囲確認調査報告書』 1995 

4）佐賀県教育委員会 『佐賀県中近世館跡緊急分布調査報告書II 佐賀県の中近世城館 第 2 集 

各説編1（三養基・神埼・佐賀地区）』 佐賀県文化財調査報告書第 201集 2013 

5）森本朝子 「博多遺跡出土の合子について」『博多研究会誌 博多遺跡群出土墨書資料集成 2』第 11号 博多研究会 2003 

6）横堀の定義は研究者によって差異があるようだが、ここでは文化庁監修の『発掘調査のてびき各種遺跡調査編』に従うこ 

ととする。それによると横堀とは、敵の斜面への進入を防ぐために山城に曲輪の周囲をとりまくように巡らした堀とされ、平 

地居館とは区別される。構築時期は 16 世紀第 2 四半期以降に関東や東海の山城で採用され、やがて全国に広がったが九州で 

は導入がやや遅れ、畝状空堀群と横堀を組み合わせたものが 16 世紀後半に認められるようである。鎮西山城跡には畝状空堀群 

こそ認められないが上記と同様の横堀を有しており、少なくとも 16 世紀第 2 四半期以降に構築または改修をうけた城館と考 

えられる。 

7）中国（宋）の商人が博多に中国人の街をつくり、そこに居住して中国と日本を往来して行った貿易のこと（亀井明徳 1986). 

8）大庭康時 「墨書陶磁器をめぐる最近の状況」『博多研究会誌 博多遺跡群出土墨書資料集成 2』第 11号 博多研究会 2003 

9）大庭康時 「墨書陶磁器」『中世都市・博多を掘る』 海鳥社 2008 

【引用・参考文献】 

上峰村 『上峰村史』 1979 

佐賀県教育委員会 『九州新幹線西九州ルート建設に伴う埋蔵文化財調査報告書（1) 畿屋窯跡・袴野城跡』 

佐賀県文化財調査報告書第 221集 2019 

亀井明徳 『日本貿易陶磁史の研究』 1986 

木戸雅寿 「皿土器・陶磁器 13．石鍋」『中世の土器・陶磁器』 中世土器研究会編 1995 

千田嘉博 『織豊系城郭の形成』 東京大学出版会 2000 
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徳永貞紹 肥前における中世後期の在地土器」『中近世土器の基礎研究』VI 日本中世土器研究会 1990 

松本隆昌 「肥前（佐賀県）における土器からみた貿易陶磁肥前府中の古代末～中世前半の資料から」『中近世土器の基礎研究』 

XI 日本中世土器研究会 1996 

山本信夫 『大宰府条坊xv 陶磁器分類編 』太宰府市の文化財 第 49集 太宰府市教育委員会 2000 

※城に関する用語は『発掘調査のてびき 各種遺跡調査編 第V章 城館の調査』を用いている。 

- 103 - 



Tab. 1 遺物一覧表① 

翼 種 別 器 種 

法量（cm）は復元・最大値 

出土層位・遺構 色調‘軸調 胎土I石材 焼成 調整・文様 残存状況 備考 
鷺
  

細

幅
 

轟 

12- 1 白磁 水注×壷 

F・01. Fl 
No.1トレンチ

表土 

軸再：青白色 

噂胎自I液黄灰色 
精徴、砂粒、黒色粒 良

  
内面：回転ナデ 頭部破片 

14 - I 白磁 碗 (1.5) 
EL FlI 1 
No.2トレンチ

表土 

軸調：黄白色 精繊 良
  

口縁部破片 
椀V - 498川 	1・3類（大宰府） 

120中頃 -12C後半（D期） 

14 	2 土師器 坪 (2.2) 
EL Fl・2 
No.2トレンチ

表土 
嬬麓 砂粒、石英、雲母 報

  

内面‘ョコナデ

外面ョコナデ 
口縁部破片 

器面摩耗により訓整不明瞭

口縁端部に煤付着 

lIC後半～120代 

19- 1 須恵器 大蓋 (2.5) 
主郭部 DI 
No.6トレンチ

表上 

内面冴音灰色

外面暗灰色 
砂粒、雲母、黒色粒 良

  

内面；回転ナデ

外面！回転ナデ 
ロ緑部付近破片 

1B期（大宰府） 

7C末 

19-2 艦安） 碗 (2.5) 
主郭部 Fl 
No.8トレンチ

表土 

軸調‘緑色 精殺、黒色粒 良
  

内面；沈線、へラ描き文

外面：櫛目文 
口縁部破片 

椀 I-I 	lb類（大宰府） 

120中頃 -12C後半（D期〕 

19 	3 撫質 鍋 (5.21 
主郭部 FE 
No.6トレンチ

表土 

内面：橿茶色

外面：燈茶色 

砂粒、石英、角閃石、 

白色粒、雲母 
良
  

内面ン、ケメ 

外面‘煤付着のため調整

不明 

胴部破片 
外面に煤付着 

IOC'-14C代（鍋II類、徳N編年） 

21 - I 中国陶器 鉢×壷 (2.4) (7-9) 
主郭部 13, HO 
No.7トレンチ

表土 

和調‘灰掲色 黒色粒 良
  

底部1/6残存 

21 -2 鷺m) 壷×題 (20.0) 
主郭部 0 - HI 
No.7トレンチ 

7層 

軸調’茶渇色，灰緑色

露胎部：灰茶色 
白色粒、雲母 良

  

内面：回転ナデ 

外面：回転へラケズり、 

ナデ 

底部1/8残存 

21 	3 土師器 小皿 

主郭部 0・HO 
No.7トレンチ

表士 

内面にぷい橿色

外面‘にぷい橿色 

雲母、白色粒、赤褐色

粒 
良
  

内面；回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面：回転ナデ 

口縁部破片 

23-1 白磁 碗 (9.0) 
主郭部 	118・6 
No.3トレンチ 

2-I層 

軸調一灰白色 精徴、砂粒、黒色粒 良
  

内面：沈線 
口縁～体部下泣

破片 

椀V .49町 1'2類（大宰府〕 

120中頃～120後半（D期） 

28 . 2 白磁 碗 (8.61 
主郭部 Dl・6 
No.8トレンチ 

6層 

軸調一黄白色 精徴 良
  

ロ縁部破片 
椀V - 4X91 - I・3類（大宰府〕 

120中頃～12C後半（D期〕 

2.3 . 3 鷲安） 碗 (8.41 
D
1
6
1
-
3
-
1
 

 

2
)
0
0
6
8

)
6
6
8
 

 

軸調．緑色 精繊 良
  

内面：沈線、櫛点描文、 

へラ描き文

外面：櫛目文 

口縁部約Ill残存 
椀I 	lb類（大宰府） 

IIC中頃 -12C後半 ID期） 

23-4 鷲安） 碗 (2.5) 
主郭部 DI・6 
No.6トレンチ 

3-5層 

軸調黄緑色 精級、黒色粒 良
  

一
一
 

口縁部破片 
椀1-1 	lb類（大宰府〕 

ロC中頃 -IIC後半 (D期） 

23-0 瓦器 椀 (7.1) 
主郭部 DI・6 
No.9トレンチ 

6層 

内面黒色（炭素吸着に

よる） 

外面黄橿色 

砂粒、石英、雲母、赤

褐色粒、白色粒 
良
  

内面：摩耗のため調整

不明 

外面：回転ナデ、ナデ 

高台Ill残存 

25 	1 白磁 碗 (16.6) (4.8) 
主郭部 C. DO 
No.2トレンチ 

2~4層 

紬掛‘灰白色 精徴、黒色粒 良
  

体部約I/fl残存 
椀V 4998. 1.2類（大宰府〕 

120中頃～12C後半（11期〕 

281 白磁 碗 (18.0) (8.8) 
副郭部 E7 
No.11トレンチ

表土 

軸調’黄白色 精徴、黒色粒 良
  

内面：沈線 
口縁～体部約1侶
残存 

椀V.41668-I・3類（大宰府） 

120中頃～IIC後半（D期） 

20 2 白磁 皿 (18.8) (4.8) 
副郭部 DII 
No.11トレンチ

表土 

軸調；青白色 

露胎部灰白色 
精徴、黒色粒 良

  

内面‘沈線、印花文

外面回転へラケズリ 

高台1且、口縁～ 

体部約 l#19残存 
14C前半～14C末（森田S群〕 

28-5 驚泉） 碗 (15.4) (8.6) 
副郭部 

No.11トレンチ 

IS・16層 

軸調一青緑色 精織 良
  

内面沈線、片彫蓮花文 
ロ縁～体部約1応
残存 

椀 1 	2類（大宰府） 

120中頃 -12C後半（I期） 

28-4 青磁（龍泉 

×同安） 
碗 (1.81 

副郭部 DII 
No.11トレンチ

表土 

軸調，緑色 精撮 良
  

口縁部破片 

28-I 驚泉） 皿 (9.8) (2.0) 
副郭部 910 
No.11トレンチ

表土 

軸調一青禄色 精維 良 内面沈線 
口縁～体部約1/6 
残存 

皿I類（大宰府） 

120中頃 -IIC後半（I期） 

28-6 幣安） 碗 (18.01 (2.51 
副郭 

No.11トレンチ 

11' 1668 
軸調：黄緑色 精徴、砂粒 良

  

内面‘沈線 

外面；櫛月文 
口縁部約l86残存 

椀 I - lb類（大宰府〕 

120中頃 -120後半（I期） 

28 7 幣安） 碗 (5.01 (4.9) 
副郭部 ElI 
No.11トレンチ

検出 

軸調一緑色 

露胎部；灰褐色 
精徴、黒色粒 良

  

内面：沈線、櫛点描文、 

へラ描き文 

外面：回転へラケズリ

櫛目文、沈線 

体部下位～高台

約ln残存 

椀I 	lb類（大宰府） 

120中頃～120後半（I期〕 

2B 	8 鷲安） 皿 (4.6) 
副郭部 012 
No.11トレンチ

表土 
鯉麗 精繊、砂粒 良

  

底部lIL 体部

下位約lI7残存 

皿I 	la類（大宰府） 

120中頃-120後半（II期） 

28 9 鷲安） 」皿 11.2 44 
副郭部 

No.11トレンチ 

15' 1668 

色調‘黄緑色

露胎部！灰色 
精級 良 内面：揃点描文 

口縁～体部ュ'9 
欠損 

皿 I - 	頻（大宰府） 

120中頃～12C後半（S期） 

28 	18 幣安） 皿 (10.8) 1.7 4.9 
副郭部 

No.11トレンチ

ュ5・II層 

軸調，黄緑色 

露胎剖に淡黄灰色 
精徴 良

  

内面：沈線、櫛点描文

へラ描き文 

外面：回転へラケズリ 

底部完存、口縁 

～体部I/I残存 

皿 I -28類（大宰府） 

120中頃-120隆半（I期） 

2811 鷲安） 皿
  

(10.8) 2.2 (8.8) 
副郭部 

No.11トレンチ 

18・16層 

軸調：緑色 

露胎部；灰色 
精級 良

  

内面：沈線、櫛点描文

へラ描き文 

外面：回転へラケズリ 

全体の約I/l残存 
皿I 	2b頃（大宰府） 

120中頃～12C後半（D期〕 

28 	12 鷲*) 皿 (10.7) (1.6) 
副郭部 

No.11トレンチ 

I9' 16.68 
軸調一黄緑色 精撒 良

  

口縁部lIS. 体部

約1且残存 

皿I類（大宰府） 

120中頃 -12C終半（0期〕 

28 	18 中国陶器 盤 (32.0) 10.5 (22.6) 
副郭部 212 
No.11トレンチ

表土 

軸調：褐色 

館胎部一灰色、暗灰色 
黒色粒、白色粒 良

  

内面；回転ナデ 

外面：回転ナデ、回転

ナデ後ナデ、回転へラ

ケズり 

口縁～体部中位 

1旧、体部中位～ 

底部1/16残存 

霊I 	l且類（大宰府） 

lIC後半～120代か？ 

（中世 I~U期頃か） 

28 14と同一固体の可能性あり 

28- 14 中国陶器 盤 

副郭部 DII 
No.11トレンチ

表土 

軸調，灰黄色、茶褐色 

（文様部分） 

露胎部：灰褐色 

白色粒、黒色粒、雲母 良
  

内面；鉄絵

外面：ナデ 

底部中心部114 
残存 

28- 15と同 個津の可能性あり 
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Tab. 2 遺物一覧表② 

響 種 別 器 種 

法量 (cm）は復， 二・最大値 

出土層位・遺構 色調’軸調 胎土I石材 焼成 調整・文様 残存状況 備考 
贈
  

翻
幅
 ＃翼 

28- 16 中国陶器 耳壷 (2.8) 
副郭部 DII 
No.11トレンチ

表土 

内面灰褐色

外面茶灰色 

精徴、砂粒、黒色粒、 

赤褐色粒 艮
  

内面ナデ、指頭圧痕

外面ナデ 

耳部ナデ、指頭圧痕 

肩部、耳部の

部破片 

28- 16 巾世須恵器 担鉢 (1.8) 
副郭部 Im 
No.11トレンチ

表土 

内
外
 
面
面
 
黄

黄
 
灰

灰
 
色

色
 

砂粒、風色粒 良
  

内面回転ナデ 

外面：回転ナデ、ナデ 
口緑部破片 

東播系須恵器 

12C末 -ISC初頭 

（第2期第2段階、森田編年） 

28- 17 土師器 坪 (16.8) 2B (10.8) 
副郭部 Dli 
No.11トレンチ

表土 
器器 

砂粒、赤褐色粒、白色

粒、雪母 
良
  

内面：回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面：回転ナデ 

ロ縁部hIO. 体部 

～底部lI4残存 

回転糸切り離し 

mC後半～'IC前後（初頭〕 

(W～切期、松本編年〕 

29- 18 土師器 坪 (14.0) (10.0) 
副郭部 

No.11トレンチ 

II・16層 

内面にぶい黄橿色

外面にぷい黄橿色 

雲母、石英、長石、砂

粒、赤褐色粒、白色粒 
良
  

内面：回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外 回転ナデ、静止

糸切り 

口縁～体部約 

117. 底部の―部

残存 

回転糸切り離し 

130前後（初頭）.-ISC中頃 

(M～皿期、松本編年） 

29 	1 9 土師器 坪 (2.5) 
副郭部 Dl3 
No.1ュトレンチ

表土 

内面にぷい橿色

外面．にぷい橿色 

一

）
  

良
  

内面回転ナデ

外 回転ナデ 
口緑部破片 "C後半～12C代 

29 	21) 土師器 叫
  

(8.0) (6.6) 
副郭部 DII 
No.11トレンチ

表士 
器器 

長石、石英、雲母、赤

褐色粒、白色粒 
良
  

内 回転ナデ

外面回転ナデ 

口緑部1旧、底部 

Wi残存 

回転糸切り離し、板状圧痕 

WC-13C代 

29- II 土師器 小皿 (62) (6.6) 
副郭部 DII 
No.11トレンチ

表土 
標器 

砂粒、小石、角閃石、 

雲母、赤褐色粒、白色

粒 

良
  

内面回転ナデ、ナデ

外 回転ナデ 
全体の1“残存 回転糸切り離し 

29-22 土師器 小皿 (8.6) L2 (6.5) 
副郭部 910 
No.11トレンチ

表土 

内面；畳色 

外面茶褐色 

石英、雲母、白色粒、 

赤褐色粒、角閃石、砂

粒 

良
  

内面：回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面：回転ナデ 

口縁～底部約117 
残存 

回転糸切り離し 

29-Il 滑石製品 石鍋 (2.9) 
副郭部 Dm 
No.11トレンチ

表土 

滑石 口禄部破片 'IC後半～120前半（II..類、木戸編年〕 

29 24 土製品 舗の羽口 (4.9) (8.6) 
副郭部 DII 
No.11トレンチ

表土 

内面：茶掲色 

外面：にぷい燈色 

砂粒、白色粒、雲母、 

赤掲色粒、黒色粒 
良
  

内面、スジ状圧痕 破片 最大厚．(2B)cm 

31- 	I 中国陶器 耳壷 (2.7) 
叫

チ
  

p
i
l
l

N
e
i
l
)
-
 

1
8
 
 

内面：灰褐色

外面：灰褐色 
黒色粒、白色粒 良

  

内面ナデ 

外面回転ナデ、沈線 
耳部分のみ残存 

33 	1 白磁 碗 (3.6) 
副郭部 B・1310 
No.11トレンチ

表土 

稚調：灰白色 精織、黒色粒 良
  

口緑～体部上半

破片 

椀V -4011 1・3類（大宰府） 

120中頃～120後半（II期〕 

33 	2 中国陶器 鉢 (8.8) 
副郭部 B・dlo 
NO.11トレンチ

表上 

内面！暗灰黄色

外面：灰黄色 
砂粒、黒色粒 石英 良

  

内面，回転ナデ 

外面回転ナデ，ナデ 

胴部下位～底部

破片 

33 	3 中国陶器 範 (6.4) 
副郭部 B・dlo 
No.11トレンチ

表土 

軸調：黄茶色、喝茶色、 

灰費色 

露胎部：にぷい費拾色、 

灰黄色 

砂粒、赤褐色粒 良
  

内面：回転ナデ 口縁部破片 

外面に目跡 

盤N顕（大宰府〕 

120後半～130代（中世 ti_-Il期〕 

33 	4 上，醍昌 坪 (17.6) 24 (12.8) 
副郭部 B・dlo 
No.12トレンチ

表 

内面：にぶい橿色

外面にぷい橿色 

砂粒、長石、赤褐色

粒、白色粒、雲母 
良
  

内面：回転ナデ、ナデ

外向：回転ナデ 

口縁～体部 l18. 
底部III残存 

回転糸切り離し、板状圧痕 

120前半～110末 

（皿～W期、松本編年） 

13- 2 土師器 小皿 

副郭部 B・dlo 
Ne.llトレンチ

表土 
器器 

砂粒、雲母、赤褐色

粒、白色粒 
良
  

内面：回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面二回転ナデ 

口縁部1/6. 体部 

～底部1/12残存 
回転糸切り離し 

05 	1 白磁 碗 

副郭部 F'Gn 
No.14トレンチ 

6層 

紬調，青白色 精徴、思色粒 良
  

内面沈線 口縁部破片 
椀、り 1類（大宰府〕 

'IC後半～180前半（C期） 

35-I 白磁 碗 (17.2) (3.1) 
副郭部 	F・DII 
No.14トレンチ 

3層 

軸調：灰白色 精徴 良
  

内面：沈線 
口縁～体部上位 

III残存 

椀V 	411棚 	1・3類（大宰府） 

1IC中頃 -IIC後半（0期） 

25 I 中国陶器 水注×壷 (2.4) 
副郭部 F'Glュ 

N0.14トレンチ 

2屑 

軸調＝灰黄色 精徴 砂位 良
  

内面‘回転ナデ

外面：回転ナデ 
口縁部破片 

口社部内面に目跡 

耳壷n頻（大宰府）か？ 

15-4 土師器 坪 (161) 25 (11.2) 
血

チ
  

6
)
2
)
2
)

N
o
.
1
4
I

1
-
7
6
1
 

 

内面“二ぷい橿色

外面“こぶい橿色 
砂粒、長石、雲母 

内面回転ナデ、ナデ

外面回転ナデ 

口緑～底部1旧
残存 

回転糸切り離し、板状圧痕 燈明皿 

'IC末～IIC前半 

(v~M期、松本編年） 

27 	I 驚泉） 碗 (16.6) (0.2) 
副郭部 I・F12 
IS Nロ，10トレンチ 

3層 

軸調，緑色 精徴 良
  

内面沈線、分割線、 

片彫文 

口縁～体部約1石
残存 

椀 I-lb類（大宰府） 

110中頃～110後半（D期〕 

07-2 鷲安） 碗 (8.0) 
副郭部 KI FII・ 

II No.16トレンチ 

5・6層 

軸 黄緑色 精徴 良
  

内面：沈線、櫛点描文

外面：櫛目文 
口緑部破片 

椀「 	ュb類（大宰府） 

110中頃～110後半（II期〕 

17 I 中世須恵器 提鉢 (4.6) 
副郭部 E'P12 
Ii Nロ IIトレンチ 

8-618 
嬬麗 白色粒、砂粒、石英 良

  

内面；回転ナデ

外面：回転ナデ 
口縁部破片 

東播系須恵器 

120末～120初頭 

（第2期第2段階、森田編年〕 

27-4 中世須恵器 裡鉢 (1.7) 
副郭部 I・F12 
18 No.16トレンチ 

5・6層 
器麗 石英、砂粒 良

  

内面：回転ナデ

外面：回転ナデ 
口縁部破片 

東播系須恵器 

120末’-128初頭 

（第2期第2段階、森田編年） 

27- 8 撚質 鍋 (4.6) 
副郭部 1' 913 
12 No.18トレンチ 

6' 661 

内面；暗灰色 

外面‘にぷい橿色 
黒色粒、白色粒 良

  

内面；摩耗により不明

外面ョコナデ、ハケメ 
口縁部破片 

内面に煤付着 

130-IIC代 

40 	I 白磁 碗 

副郭部 DII・14 
No.16東側トレンチ 

lb_-SI 
軸 灰白色 精撒 良 ロ緑部破片 

椀、n l類（大宰府） 

"C後半～120前半（C期〕 

40-2 白磁 碗 (15.8) (1.6) 
副郭部 DII・II 
No.16東側トレンチ 

lb_-SI 
柚調：灰白色 精燈 良 内面一沈線 ロ縁部llbo残存 

椀V - IX皿 	ュ‘ 3類（大宰府） 

120中頃～12C後半（D期） 

40 I 鷲泉） 碗 (2.9) 
副郭部 DII - 14 
Nロ II東側トレンチ 

2b-5層 

軸調：緑色 精徴 良
  

内面；沈線、片彫文、 

櫛目文 
口縁部破片 

椀L3a頗（大宰府） 

120中頃～110後半 (8期） 

10-4 驚泉） 皿 (12.6) (2.0) 
副郭部 DII・'4 
No.16東側トレンチ

表土 

軸調’青緑色 精繊、砂粒、黒色粒 良
  

口縁部約l18残存 

内外面に黒色付着物 

皿I類（大宰府） 

120中頃～12C後半（0期） 

-105 ー 



Tab. 3 遺物一覧表③ 

翼 種 別 器 種 

法量 (cm）は復万 」・最大値 

出土層位・遺構 色調・軸調 胎土1石材 焼成 調整‘文様 残存状況 備考 
贈
  

細
幅
 轟 

41- 1 白磁 碗 (4.0) 
副郭部 Ell 
No.14西側トレンチ

表土 

柚調‘黄白色 精徴、砂粒 良
  

口緑部破片 
椀V. 4xI -1・3類（大宰府〕 

120中頃-'SC後半（0期） 

48 	I 白磁 水注×壷 (11.2) 
主郭部 80 
No.17トレンチ

表士 

軸調；乳白色、黄色 精歓 良
  

津部下位lH残存 

48-2 驚泉） 碗 (1.7) 
主郭部 08 
No.17トレンチ

表土 

軸調：緑色 精徴 良
  

内面沈線、片彫蓮花文 口縁部破片 
椀I-,類（大宰府） 

I2C中頃一I2C後半（I1期） 

48 8 欝安） 碗 (18.4) (8.9) 
主郭部 G3 
No.17トレンチ

表土 

軸調：黄繰色 精繊 良
  

内面：沈線，師点描文、 

へラ描き文

外面：櫛目文 

口縁～体部上半 

1旧残存 

椀I 	lb類（大宰府） 

122中頃 -12C後半（I期） 

48 	1 艦安） 碗 (3.6) 
副郭部 F' 07 
No.10トレンチ

表上 

軸訓；黄緑色 精繊 良
  

内 櫛点描文、へラ

描き文 

外面：櫛目文 

口縁部破片 
椀 I 	lb類（大宰府） 

182中頃-IIC後半（D期〕 

47- 1 標質 鍋 (2.1) 
副郭部 F'08 
No.18トレンチ

表土 
器麓 

砂粒、石英．角閃石、 

雲母、赤褐色粒 
良
  

内面ナデ 

外面回転ナデ 
口縁部破片 

48-I 白磁 碗 (2.2) 
副郭部 F・cm 
N004トレンチ

表土 

軸調一灰白色 情撤 良
  

口縁部破片 
椀V.40棚 1・3類（大宰府〕 

IIC中頃-12C後半（0期） 

48-2 驚泉） 皿 (10.2) (2.3) 
副郭部 F.104 
No20トレンチ

表土 

軸調：緑色 精徴、黒色粒 良
  

内面沈線、櫛目文 口縁部約am残存 
皿 I 	lc類（大宰府〕 

122中頃 -IIC後半（0期） 

48-8 巾世須恵器 担鉢 (5.8) 
副郭部 F・08 
No.04トレンチ

表土 

内面：淡黄灰色 

外面：灰色、淡黄灰色 
砂粒、雲母、黒色粒 良

  

内面：回転ナデ

外面，回転ナデ 
ロ縁部破片 

東播系須恵器 

I2C中頃 -12C後半 

（第2期第1段階、森田編年） 

81 - I 白磁 碗 (2.9) 
副郭部 B.ClI 
No.2］トレンチ 

2層 

軸調：乳白色 精徴、黒色粒 良
  

内面；沈線 口緑部破片 
椀V - 41111 - 1.8類〔大宰府） 

104中頃 -12C後半（I期） 

11 	2 鷲安） 碗 (17.0) 7D 
副郭部 B・CII 
No.21トレンチ 

侶XI7) 7層 

軸餌：黄母色 

露胎部：灰緑色 
精繊 

”
良
 

内面：沈航、櫛点描文、 

片彫文 

外面：簡目文、回転へラ

ケズリ 

ロ縁～体部約lIS 
欠損 

椀1 -lb類（大宰府） 

182中頃 -12C後半（I期〕 

51 	3 鷲安） 碗 15.4 
副郭部 	B・CII 
No.21トレンチ 

8層 

紬調：黄緑色 

露胎部茶黄色 
精徴 

”
良
 

内面：沈線、櫛点描文、 

片彫文 

外面；櫛目文、回転へラ

ケズリ 

口緑部1“欠損 
椀 I-I 	lb類（大宰府〕 

104中頃～12C後半（II期） 

Ii -4 中国陶器 水注×壷 (1.6) 
副郭部 B - CII 
No.21トレンチ

表土 

軸調‘灰緑色 精徴、砂粒 良
  

口縁部破片 

81 -8 土師器 坪 16.3 1211 
副郭部 B・CI1 
No.21トレンチ 

(8217) 704 

内面にぷい黄橿色

外面にぷい黄橿色 
砂粒、雲母 

”
良
 

内面’回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面回転ナデ 

完形 

回転糸切り離し 板状圧痕 

内外面に煤付者 

104前半～末（皿～V 期、松本編年） 

54-1 白磁 碗 (16.8) (8.8) 
副郭部 dlO 
No.22トレンチ 

2層 

粕調黄白色 精織、砂粒 良
  

内面沈線 
日緑～体部約am 
残存 

椀V -4011- 1.8類（大宰府） 

104中頃～12C後半（II期〕 

84-1 白磁 碗 (15.8) (
8
.
4
)
 

 

副郭部 dlo 
No.28トレンチ 

2層 

軸調‘灰白色 

露胎部：灰白色 
精級 良

  
外面回転へラケズリ 

口縁～体部上半 

ュ風、体部下半 lI8 
残存 

椀V -40訓 	I'8類（大宰府） 

104中頃 -ISC後半（I1期） 

84-8 麗泉( 碗 (15.5) 6D 
副郭部 dlo 
No.22トレンチ 

1層 

軸調．黄緑色 

露胎部：淡黄灰色 
精徴 良

  

内面沈線、片彫文

外面軸の掻き取り 

口縁～体部am 
残存、底部完存 

椀 l 	4且類（大宰府） 

104中頃～12C後半（II期） 

54- 4 鷲安） 碗 (16.0) (4.0) 
副郭部 ClO 
No.22トレンチ 

1層 

軸訓：黄緑色 精敵、砂粒 良
  

内面沈線、櫛点描文

外面：櫛目文 
口緑部約so残存 

椀 I 	10類（大宰府） 

IIC中頃～120後半（II期〕 

54 .5 鷲安） 碗 (15.8) (5.3) 
副郭部 dlo 
No 22トレンチ 

2層 

軸 黄緑色 精鰍、砂粒 良
  

内面：沈線、櫛点描文、 

へラ描き文

外面：櫛目文 

口縁部わずかと

体部上位約am残

存 

椀 I . lb類（大宰府） 

122中頃～120後半（I期） 

54 -6 
(1104) 碗 (11.8) (4.8) 

副郭部 210 
No.23トレンチ 

1層 

軸調‘黄緑色 精撤、砂粒 良
  

内面：沈線、櫛点描文、 

へラ描き文

外面：櫛目文 

口縁部わずかと

体部上位約'45残
存 

椀I 	lb類（大宰府） 

180中頃～lId後半（I期） 

84-7 惜安） 碗 (16.0) (6.8) 
副郭部 dlo 
No.23トレンチ 

2層 

軸調：黄繰色 

露胎部：淡黄色、灰色 
精撤 良

  

内面：沈線、櫛点描文、 

へラ描き文 

外面：櫛目文、回転へラ

ケズリ 

口縁～俸部58 
残存 

椀 I 	山類（大宰府〕 

122中頃-lid後半（8期〕 

54 8 稽安） 皿 (10.8) 
副郭部 ClO 
No.18トレンチ

表土 

袖 繰色 精繊 良
  

内面；櫛点描文、へラ

描き文 

口縁～体部am 
残存 

皿1 	04類（大宰府） 

122中頃-122後半（I期〕 

54-8 中国陶器 壷 (3.1) 
副郭部 Cm 
No.28トレンチ

表土 

軸調．灰褐色 雲母、白色粒、砂粒 良
  

内面：回転ナデ 

外面，回転ナデ、沈線 
頭部約1(8の破片 

54- 10 土師器 杯 (16.9) (12.1) 
副郭部 ClO 
No.04トレンチ 

1層 
嬬麓 

砂粒、白色粒、雲母

角閃石、赤褐色粒 
良
  

内面‘回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面回転ナデ 

全体の約112残存 

回転糸切り離し 

120前半～120末 

co-v期、松本編年） 

54-11 土師器 坪 (2.1) 
副郭部 CIa 
No.04トレンチ 

2層 
舞麗 砂粒、赤褐色粒、雲母 覆 

内面‘回転ナデ

外面回転ナデ 
口縁部破片 

84- 12 土師器 小皿 (8.5) 1.0 (7.8) 
副郭部 ClO 
No.23トレンチ 

2層 
器器 

砂粒、長石 雲母、赤

褐色粒、白色粒 良
  

内面：回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面：回転ナデ 

全体の約1/8残存 回転糸切り離し、板状圧痕 

54- 18 土師器 小皿 (9.4) (7.0) 
副郭部 210 
No'23トレンチ 

2層 
器器 

砂粒、雲母、赤褐色

粒、白色粒 
良
  

内面；回転ナデ、ナデ

外面」可転ナデ 
全体のI/O残存 回転糸切り離し、板状圧痕 

56 ュ 白磁 碗 (2.5) 
18 C

レ 
040411
No.34
(8 

軸調灰白色 精撒 良
  

口社部破片 
椀V .40訓 1・3類（大宰府） 

dC中頃 -ISC後半（I期） 

56 	2 中国陶器 耳壷 (4.61 
副郭部 212 
No.84トレンチ 

2層 

軸調：暗茶褐色 精徴、白色粒、黒色粒 良
  

内面‘回転ナデ

外面‘沈線 
頭部～肩部破片 

- 106 - 



Tab. 4 遺物一覧表④ 

響 種 別 器 種 

法量 (016）は復元 ‘最大値 

出土層位・遺構 色調・軸調 胎土I石材 焼成 調整・文様 残存状況 備考 

鷺
  

細

幅
 

議‘ 

59- 驚泉） 皿 (9.8) (3.4) 
副郭部 FI0 
93.26トレンチ 

2層 

軸調：操色 

露胎部：茶灰色 
精撒、黒色粒 良

  

内
外
 
面
面
 
沈
回
 
線
転
 
、
 
（
 
櫛

一
フ
 
目
ケ
 
文
ズ
 

 
Hノ
 

日縁～底部l's 
残存 

皿 I - 	頭（大宰府） 

'IC中頃 -12C後半（2期） 

59-2 操質 香炉 (10.4) (8.9) 
副郭部 K. PlO 
N.,26トレンチ 

2層 

内面：灰黄色 

外面橿色、淡橿茶色 

砂粒、白色粒、雲母、 

黒色粒 
良
  

内面：回転ナデ、ナデ、 

指頭圧痕 

外面：回転ナデ、ナデ 

口緑～体部l1& 
底部Ill残存 

脚が3本か？ 

内面に煤付着か？ 

61 	1 土師器 坪 (12.4) (9.1) 
副郭部 09 
SA2-P4 	1 8) 揺麓 

砂粒、白色粒、赤褐色

粒、雲母 で 
内面‘回転ナデ

外面回転ナデ 

口縁～体部116 
底部の一部残存 

回転糸切り離し 

'SC中頃～'Sc後半 

（皿～α期、松本編年） 

64- 1 石製品 
碁石状石製

品（黒） 
L9 L6 

副郭部 210 
S86-P3 I・2層 

黒色粘板岩 完形 厚さ0.6416 	重量：4.59 

64- 2 土製品 壁土 (6.4) (3.8) 
副郭部 DII 
856-112 	I・2層 

表面：茶褐色 

胎~引こぷい黄橿色 
砂粒、白色粒、雲母 良 ナデか？ 破片 

最大厚 (2.4)cm 
表面に十字型の工具痕？あり 

69-1 艦*) 碗 (2.1) 
副郭部 DII 
S317-l'4 	IU 

軸訓青緑色 精徴 良
  

内面：櫛目文、片彫文

外面‘沈線、樽目文、 

片彫蓮弁文 

口緑部破片 
椀 I-S.頻（大宰府） 

120中頃-'Ic後半（2期） 

69-5 土師器 杯 (2.4) 
副郭部 	1310 
0137 P2 ュ層 器器 砂粒、赤褐色粒、雲母 良

  

内面．回転ナデ

外面回転ナデ 
口縁部破片 

66- 8 土師器 坪 (14.9) (2.4) 
副郭部 DII 
851-Phl 	LU 器器 砂粒、白色粒、雲母 良

  

内面；回転ナデ 

外面：回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

口縁部1爆残存 
120前半～12C中頃か？ 

(m期、松本編年） 

86 4 土師器 坪 
副郭部 RIO 
S137P7 	LU 

内面“二ぷい橿色

外面」こぷい橿色 
雲母、砂粒 良

  

内面：回転ナデ

外面回転ナデ 
口縁部破片 

08 5 土製品 壁土 (4.4) (3.4) 
副郭部 E'0 
Sf37-PS 	1・2層 

表面：黒色 

胎土：橿茶色 

白色粒、赤褐色粒、雲

母 
小破片 最大厚： (3,8)em 

68- 驚泉〕 皿 (10.0) (1.8) 
部
  

郵

皿
 

m
層
 

軸調青緑色 精徴 良
  

内面：沈線、片彫文 ロ縁部l5残存 
皿I-I 	lb類（大宰府〕 

mC中頃-120後半（'I期） 

69 	2 鷲泉） . (12.8) (2.1) 
部
  

一
一
q

。
 
廓

m
 
D

層
 

軸調1青緑色 精鰍 良
  

内面沈線 
口縁～体部l6 
残存 

皿 l類（大宰府） 

'IC中頃～12C後半（D期） 

59. 3 中国陶器 耳壷 (2.1) 
副郭部 DII 
SD4 IU 

軸調；灰禄色 情徴 良
  

口縁部破片 耳壷M類（大宰府）か？ 

71 	1 中国陶器 親 (4.8) 
副郭部 D-F9 
ODI 堀埋土一括 

内面‘暗茶褐色

外面一褐色 

粒
 
白
 
色
 
粒
 
赤
 
褐
 
色
 

砂

粒
 

良
  

内面回転ナデ、ョコ 

ナデ、同心円状当て具痕

外面回転ナデ、ナデ 

口縁部破片 
晦叶
 
大

中
 
佃
映
 

 

U
1
3
 

 

71 -1 	2 土師器 杯 (2.0) 
副郭部 D-F2 
859 堀埋土一括 

内面一にぶい糧色

外面：にぷい燈色 

石英、雲母、白色粒、 

赤褐色粒 績
  

内面：摩耗のため不明

外面；阜耗のため不明 

口UU1/10~1!11 
残存 

73- 1 白磁 碗 (16.6) (4.7) 
了l No.Iトレンチ 

SIく1 埋土一括 
軸 灰白色 精繊、黒色粒 良

  

一

時
 

椀V -4131皿 	1・3類（大宰府〕 

SOC中頃 -ISC後半（II期） 

72-2・3と同ー個体の可能性あり 

73-2 白磁 碗 (4.0) 
Fュ Noュトレンチ 

SKl 埋土一括 
軸調灰白色 精徴、黒色粒 良

  

口縁～胴部上半

破片 

椀V.413皿 	1・3師（大宰府） 

ISC中頃～12C後半〔U期） 

73-I・3と同一個体の可能性あり 

73-1 白磁 碗 (2.4) 
Fl 	No.1トレンチ 

8Kl 埋土一括 
軸調：灰白色 請徴、黒色粒 息 口緑部破片 

椀V -413皿 	1・3類（大宰府） 

'SC中頃～12C後半（U期） 

71- 1,2と同ー個体の可能性あり 

78-4 驚泉） 碗 (18.0) (8.2) 
Fl 	No.1トレンチ 

BKl 埋土一括 
軸調：緑色 精繊 良

  

口縁～体部上半 

1局残存 

椀I 	l類（大宰府〕 

lIC中頃～12C後半（D期〕 

73-8 
青磁（龍泉 

×同安） 
皿
  

(1 0) 
Fl 	No.1トレンチ 

SKl 埋土一括 
軸調黄緑色 精倣 ロ縁部破片 

73-6 鉄製品 鉄釘 (8.7) 
Fl 	Nロ，1トレンチ 

5Kl 埋土一括 
先端部欠損 

73-7 鉄製品 鉄約 (2.8) 
Fl No.1トレンチ 

SKI 埋土一括 

頭部、先端部

欠損 

75- 1 ’普安） 碗×小碗 (8.7) 
副郭部 D'S 
Ph 埋土―括 

軸調緑色 精徴 良
  

内面沈線 口緑部破片 

76 	1 青白磁 坪×皿 (1.6) 
副郭部 CII 
PS 埋土一括 

軸調，青白色 精織 良
  

内面；印花文 口縁部破片 
1IC末～'gC代 

（森田B酢の可能性あり〕 

77-h 艦8)( 皿
  

(10.9) 
副郭部 DII 
P4 埋土一括 

粕調：緑色 精徴 良
  

口縁部 lIS残存 
皿 1類（大宰府） 

'SC中頃～12C終半（03期） 

78- 1 白磁 碗 (9.0) (6.8) 副郭部 CIl 表土 
軸調＝灰白色 

露胎部：液黄灰色 
精繊、黒色粒 良

  
外面回転へラケズリ 高台約l32残存 

見込み部の軸を環状に犠き取る

椀町頬（大宰府〕 

'SC中頃 -ISC後半（0期） 

78 1 白磁 I (10.0) (3.8) 副郭部 011 表土 
軸岡：黄白色 

露胎部：議費灰色 
精徴、黒色粒 良

  

内面沈線、へラ描き文

外面且日転へラケズリ 
全体の1且残存 

皿皿 lb覇（大宰府） 

IIC中頃～ISO後半（0期〕 

78-3 白磁 水注 (11.6) (4.8) 副郭部 0l0 表土 軸凋：灰白色 精徴、黒色粒 良
  

ロ縁～頭部1妬
残存 

76-4 鷲泉） 碗 (15.4) (3.8) 副郭部 DIo 表土 軸調青緑色 精縁 良
  

内面＝片彫文 

外面一片彫蓮弁文、柿目文 

口縁～体部上半 

U8残存 

椀 I-I 	60類（大宰府〕 

12C中頃～ISO後半（0期） 
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Tab. 5 遺物一覧表⑤ 

響 種 別 器 種 

法量 (ci.）は復 元・最大値 

色調 I軸調 胎土I石材 焼成 調整・文様 残存状況 備考 

贈 
翻

幅
 

認 
出土層位‘遺構 

78 5 鷲泉〕 坪 （ュ 6) 副郭部 97 表~ 軸調青緑色 精徴、砂粒 良
  

ロ縁部破片 

口縁端部に輪花 

坪皿類か？（大宰府） 

'Sc中頃～ュ4C初頭 (F期〕 

78-6 中国陶器 水注×壷 (6.2) (9.9) 副郭部 DI0 表土 
軸調：灰緑色 

露胎部灰黄色 

精徴、雲母、白色粒、 

黒色粒 
良
  

外面；回転へラケズリ 底部 ''4残存 

78-7 中国陶器 水注×壷 (7-)) 副郭部 Dll 表土 軸調’赤茶色 精徴、黒色粒 良
  

体部下位l8残存 

78-8 中国陶器 水注 (8.8) 副郭部 DIl 表士 
軸調：緑掲色 

露胎部：茶灰色 
砂粒、赤褐色粒、雲母 良

  

注ロ部のみ 

わずかに残存 

78- 9 驚鷲 壷
  

(13.4) (4.0) 副郭部 Fl 表土 
内面；赤掲色、褐灰色

外面：褐灰色 
精撤、白色粒、黒色粒 良

  

内面；回転ナデ

外面」可転ナデ 
ロ縁部Ill残存 

'Sc末～ュ4C代 

（中世2期-I期、間壁WA-IIB期 

78- 10 篇響 壷×鈍 

(
7

.2
)
 
 

副郭部 DI0 表土 
内面赤茶色

外面：褐灰色 

自色粒、黒色粒、赤褐

色粒、砂粒 良
  

内面回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面：回転ナデ 

口緑部破片 
12C後半～'Sc中頃 

（中世l期、間壁2期） 

78- 11 土師器 小皿 (29) (7.6) 副郭部 Cl2 表士 嬬器 雲母、砂粒、赤掲色粒 良
  

内面：回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面：回転ナデ 

ロ縁の一部と

底部約lH残存 
回転糸切り離し 

78- 12 土師器 小皿 (8.4) 1.4 (6.7) 副郭部 Cl' 表土 
内面概茶色 

外面．にぷい黄橿色 

砂粒、石英、雲母、赤

褐色粒、白色粒 良 

内面；回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面回転ナデ 

全体のl'9残存 回転糸切り離し 

78 	15 白磁 碗 (16.8) (2'8) 副郭部 Dli 検出 紬調‘黄白色 精績 良
  

口縁部1侶残存 
杭vLI.類（大宰府） 

(IC後半～12C前半（C期） 

78- 14 白磁 碗 (4.1) 副郭部 Ell 検出 
軸調灰白色 

露胎高に黄褐色 
精徴、巣色粒 良 

口縁～津部1I12 
残存 

椀い 4類×訓 1・3類（大宰府） 

120中頃～120後半（S期） 

78- 15 白磁 碗 (16.6) (6.1) 副郭部 DIo 検出 
軸調一灰白色 

露胎部淡黄灰色 
精撒、黒色粒 良

  

口縁～体部約I伯
残存 

口禿げ 

椀α類（大宰府〕 

'Sc中頃～140前半（F期〕 

78- 16 白磁 皿 (10.8) (2.6) 副郭部 ci' 検出 軸調‘黄白色 精教、茶褐色粒 良
  

内面‘沈線、へラ描き文、 

怖描き文 

口縁～体部上半 

1116. 体部下半 

～底部l16残存 

皿皿 lc類（大宰府） 

"C後半～120前半（C期〕 

78- 17 白磁 皿 (11.0) (2'0) 副郭部 DII 検出 
軸調‘黄白色 

露胎部淡黄灰色 
精撤 良

  
内面．白堆線 口縁部l'4残存 

口縁端部に輸花 

皿N - lb類（大宰府） 

11C8)半-ISc8)半 (08)) 

78- 18 白磁 皿 (96) (4.4) 副郭部 D9 検出 
軸調：灰白色 

露胎郎；淡黄灰色 
精徴、黒色粒 良

  

内面；沈線 

外面：回転へラケズり 
全体のIll残存 

見込み部の軸を環状に掻き取る

皿皿 1類（大宰府） 

'IC中頃 -12C後半 ID期） 

78- 19 白磁 水注×壷 (120) (4'2) 副郭部 DIo 検出 
軸調：灰白色 

露胎部：灰白色 
精紋 良

  

口縁～顕部114 
残存 

78- 78 白磁 水注×壷 副郭部 Ell 検出 
和調黄白色 

露胎自に灰白色 
精徴 良

  
頭部破片 

79- Ii 鷲安） 碗 160) (4.5) 副郭部 DI2 検出 
軸調：黄緑色 

言胎部：淡黄灰色 
精織、砂粒 良

  

内 沈線，櫛点描文、 

へラ描き文 

外面：沈線、櫛目文 

口緑～体部1旧
残存 

椀 I - lb類（大宰府〕 

IIC中頃-'IC後半（S期） 

79 . 22 融
m
 

 
碗 (87) 4

.
6
 

 
副郭部 50 検出 

軸調‘黄禄色 

露胎部淡灰色 
精撒、黒色粒 良

  

内面；沈線、櫛点描文、 

へラ描き文 

外面櫛目文、回転へラ

ケズリ 

体部下位～高台

残存 

椀I 	ュb煩（大宰府〕 

ISO中頃～12C後半（II期） 

79-28 鷲泉） ~』1 (10.5) (8.91 副郭部 Ell 検出 
軸調一青緑色 

露胎部：淡黄灰色 
精繊 良

  
内面二片彫魚文 

口縁118 体部～ 

底部I/l残存 

皿 I -28類（大宰府） 

110中～IIC後半（D期） 

79-24 驚泉） 皿 副郭部 DII 検出 軸調：灰緑色 精徴 良
  

内面ン、ラ描き文 口縁部破片 

79-25 中国陶器 水注×壷 (6.4) 副郭部 DII 検出 紬 暗緑灰色 精徴、黒色粒 良
  

外面：沈線 体部上位I'S残存 胴部径： (21.1) s,s 

79 - 78 中国陶器 水注× 壷 (4.2) 副郭部 515 検出 
軸調：灰緑色 

露胎部：黄灰色 
精徴、白色粒 良

  
頚部 lIS残存 

79- 27 中国陶器 水注×壷 (4-7) (0.6) 副郭部 DIo 検出 
軸調灰緑色 

露胎部；灰黄色 
精績、白色粒、黒色粒 良

  
外面：回転へラケズリ 

体部下位～底部 

116残存 

79 28 中国陶器 水注×壷 (6.8) (9.0) 副郭部 D12 検出 軸調‘灰緑色 精撤、白色粒 ”
良
 

外面；回転へラケズリ 
体部下位～底部 

119残存 

79- 29 中国陶器 耳壷 (2.6) 副郭部 Dl3 検出 軸調：暗茶褐色 精級、白色粒、黒色粒 良
  

内面；回転ナデ

外面：波状沈線 

頭部～肩部 l'9 
残存 

顕部径‘ (12.7) ,m 

79-20 中国陶器 迎 (4.2) 副郭部 DII 検出 
内
外
 
面
面
 
暗
暗
 
茶
”
米
 
褐
褐
 
色

一
 

砂粒、赤褐色粒、白色

粒 
良
  

内面：回転ナデ、同心円状

当て具痕 

外面‘回転ナデ、平行

タタキ後ナデ 

口縁部破片 
曳皿類（大宰府） 

150代（中世皿期） 

79 	31 	「 驚鷲」 雷鉢 (7.7) 『
 

 一
  

色
  

内
外
 
面
面
 
暗

赤
 
茶
茶
 
褐
色
 

砂粒、赤褐色粒 良
  

一

一
 

ロ縁～体部上位

破片 

ISO中頃 -IOC末 

（中世3期a段階、間壁皿期〕 

79-32 	I 司く
 
産

備
 
陶

前
 
器

ー
  

恵利×小壷 (7.2) (28) -I
  
副郭部 510 検出 , 袖 	赤茶色 	 1 抄粒 良

  
口縁部l/d残存 

78-83 	J 瓦器 	I 宛 (2.7) -
 
 

」」郭部 612 検出 l 一
一
 

沙粒、雲母、黒色粒 

「

良
 

勾 回転ナデ

外面回転ナデ

ミガキか？ 

口縁部破片 外面に煤付着 
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Tab, 6 遺物一覧表⑥ 

豊曽 

町フ 

種 別 

法量 (02〕は復元 最大値 

出土層位・遺構 色調・軸調 胎土I石材 	’ 尭成 調整・文様 残存状況 備昔 
器 種 口径I 

長さ 

器高I 
幅 』轟 

78- 34 上師器 	」 不 (3.1) ' iり郭部 E12 検出 I 一
  

少粒、白色粒、雲母 

g
  

1器鷺「 コ縁部破片 
'C後半～SIC初頭か？ 

(I～且期、松本編年〕 

79 	35 上師器 	」 不 (14.2) (2.3) 「
  

馴郭部 812 検出 I 一
  

●粒、白色粒、雲母 
「
』
  

』
J
止
 

面
面
 
回
回
 
転
転
 
ナ
ナ
 
デ
デ
 

ー
 
工ら
？
 

一

井
  

'C後半～'IC中頃 

(L～皿期、松本編年〕 

79 	3FF 上師器 	り 年 ('5.5) (2.4) I ‘」郭部 812 検出 l 『斗
 
叫

面
 
橿
橿
 
色
色
 

沙粒、雲母、赤褐色粒 いJ
 
 

'
1斗
 

面
面
 
回
回
 
転
転
 
ナ
ナ
 
デ

テ
 

1
1一
 

コ縁～体部ll8 	] 
生存 

IC前半～14C初頭 

いI-x期、松木編年〕 

7/F 	37 土師器 杯 (ISO) 	1 一
 

 
内面：橿色 	 l 
外 	橿色 	 1 

沙粒、長石、赤褐色

泣、白色粒、雲母 
良
  

勾面：回転ナデ、回転 

ナデ後ナデ 	 」 

外面：回転ナデ 

正部114残存 	［ 可転へラ切り離し？、板状圧痕 

80 	38 上師器 m
 

 
(9.8) L0 (9.1) 	F 副郭部 DII 検出 器器 沙粒、白色粒、雲母 '

  

勾面・回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

タト面：回転ナデ 

全体のI,.残存 	~ 可転糸切り離し 

80 39 土師器 皿
  

(10.8) 工4 (8.4) IFF3) DII 検‘ 需-4"0.1)9離魯 砂粒、雲母、黒色粒 良
  

内面：回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面！回転ナデ 

1 
全体のl16残存 

回転糸切り離し、板状圧痕 

"C末～SIC中頃 

(n～皿期、松本編年 

81/- 40 土師器 小皿 (9.0) '.2 (7.6) 副郭部 Dll 検出 
内
外
 
面
酢
 
橿
性
 
茶

茶
 
色
色
 

砂粒、雲母，白色粒、 

黒色粒，赤福色粒 
良
  

内面：回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面：回転ナデ 

全体のlII残存 回転糸切り離し、板状圧痕 

80 - 41 土師器 皿
  

L5 副郭部 Ell 検出 
内面にぷい黄橿色

外面にぶい黄橿色 

石
 
英
 
黒
 

砂
色
 
粒
粒
 
長
雲
 
石
母
 

良
  

内 回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面：回転ナデ 

全体のlFlU残存 回転糸切り離し、板状圧痕 

80-42 土師器 小皿 (9.2) (7.8) 副郭部 D12 検出 
内面：黄橿色

外面：黄燈色 
石英、白色粒、雲母 良

  

内面：回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面：回転ナデ 

全体のl#5残存 回転糸切り離し、板状圧痕 

00-47 土師器 小皿 (8.8) (7.2) 副郭部 	I/Il 	検出 891II器 砂粒、雲母 良
  

内面：回転ナデ、ナデ

外面：回転ナデ 

口縁部I/7、体部 

～底部l'2残存 
回転糸切り離し、板状圧痕 

80-44 土師器 小皿 (9.6) (7.'F 副郭部 Elo 検出 器器 砂粒、赤掲色粒、雲母 良
  

内面：回転ナデ

外面：回転ナデ 

ロ縁l#6残存、 

底部の一部残存 
回転糸切り離し 

90-49 土師器 小皿 (8.7) (6.3) 副郭部 912 検出 器器 
色
 
粒
 
赤
 
褐
 
色
 
粒
 
雲
 

黒

母
 

良
  

内面；回転ナデ

外面：回転ナデ 

口縁～体部ュI6. 
底部の一部残存 

回転糸切り離し 

80-46 土師器 小皿 (9.8) (7_B) 副郭部 ElI 検出 篇麓 
砂粒 赤褐色粒、白色

粒、角閃石、雲母 
良
  

内面回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面；回転ナデ 

全体のlII残存 回転糸切り離し 

80-47 石製品 不明石製品 7.6 副郭部 DII 検出 滑石 

石鍋の二次加工品 

厚さ（最大厚）2.080 
重量1141.36 

80 48 石製品 
碁石状石製

品（白） 
21 副郭部 D8 検出 砂岩 完形 早さ0.01.11 	重量:0.0g 

00-49 石製品 
碁石状石製

品（白） 
14 L3 副郭部 DO 検出 砂岩 完形 厚さ皿0111. 	重量 1.0.1 

80 50 石製品 
碁石状石製

品（白） 
1.0 14 副郭部 DO 検出 砂岩 完形 厚さ：3.81.11 	重量 1.09 

80-51 白磁 碗 (8.1) (6.6) 
副郭部 XII 
束南斜面（62.11) 

軸調：乳白色 

露胎部：淡黄灰色 
精紋、砂粒 良

  
外面．回転へラケズリ 

体部下位～高台 

Ill残存 

見込み部の軸を環状に掻き取る

椀町類（大宰府） 

ュIC中頃～1W後半（D期） 

80- 52 白磁 皿 29 
副郭部 E11 
東南斜面（5011) 

軸調‘黄白色 

露胎部淡黄灰色 
精鰍 良

  
内面‘沈線 

体部下位～底部

刀み残存 

皿V類× 切類（大宰府〕 

IIC後半～11C前半（C期） 

80-57 白磁 皿 (10一0) (4-4) 
副郭部 XII 
東南斜面（5011) 

軸調‘乳白色 

露胎部一黄灰色 
精繊 良

  

内面沈線、へラ描き文、 

櫛描き文 
全体の1馬残存 

皿切 I.類（大宰府） 

'IC後半～lIE前半（C期｝ 

00-54 白磁 耳壷 (12.8) (
1

.8
)
 
 

副郭部 9" 
東南斜面 (12.11) 

軸調：黄白色 精徴、黒色粒 良
  

口縁部l18残存 

00-55 驚泉） 碗 (4.0) 
副郭部 812 
東南斜面（82.13) 

軸調緑色 精織 良
  

内面：沈線、片彫文、 

櫛日文 
口縁部破片 

椀I-I且類（大宰府） 

lIE中頃～SIC後半（I期） 

90-56 鷲安） 碗 (3.6) 
副郭部 XII 
東南斜面（82.13) 

軸調黄緑色 精徴、砂粒 良
  

内面沈線、へラ描き文、 

櫛点描文 

外面：櫛目文 

口縁部破片 
椀I 	lb類（大宰府） 

lIE中頃～lIE後半（B期） 

00 57 青白磁 今柔茎 (4-B) (2.0) 
副郭部 XII 
東南斜面（50.13) 

軸調；青白色 精織 良
  

外面．沈線 
口縁～体部ュFl 
残存 

型押成形 

80-58 中国陶器 鉢×壷 (7.2) (8.6) 
副郭部 El2 
東南斜面（82.18) 

軸調灰黄色 砂粒、白色粒 良
  

体部下位～底部 

IFO残存 

80-89 臨響 播鉢 (6.6) (19.4) 
副郭部 XII 
東南斜面（82.13) 

内面：赤茶色

外面：褐色 
砂粒 良

  

内面回転ナデ、橋目

外面：回転ナデ 

体部下位～底部 

Ill残存 

90-60 土師器 坪 (2.7) 
副郭部 XII 
東南斜面（8118) 

内面にぷい黄橿色

外面“こぶい黄橿色 
砂粒、雲母 良

  

内面：回転ナデ

外面回転ナデ 

口縁～体部下位

破片 

90 	61 土師器 坪 回
  

(10.8) 
副郭部 XII 
東南斜面 (82.13) 器器 

砂粒‘赤格色粒、白色

粒、雲母 
良
  

内面：回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面：回転ナデ 

俸部下位～底部 

1旧残存 
回転糸切り嘩し 

81 -62 上師器 小坪 (9.0) (7.0) 
副郭部 Xli 
東南斜面（82.13) 

内面‘にぷい黄橿色

外面：黄橿色 

砂粒、小石、白色粒、 

赤褐色粒、雲母 
良
  

内面：回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面：回転ナデ、ナデ 

口縁～体部上位 

1/6. 体部下位～ 

底部l2残存 

外底面に付着物あり（鉄分か？) 
小坪a（大宰府） 

lIE代か？ 

81 	48 土師器 小皿 (9.8) (7.6) 
副郭部 812 
東南斜面（61)13) 器麗 砂粒、白色粒、雲母 良

  

内面：回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面：回転ナデ 

口縁～体部in. 
底部の一部残存 

回転糸切り離し、板状圧痕 
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Tab. ] 遺物一覧表⑦ 

響 器 種 

法量（DII）は復元・最大値 

色調・粕調 胎土I石材 焼昂 i 	調”を文様 残存状況 備考 
口径ノ 

長さ 

器高I 
幅 

底径I 
高台径 

出土層位・遺構 

61-64 土師器 小皿 (7.6) 1.1 (5.8) f2)鶏 Eli151U (15(18) 内面にぷい黄橿色

外面にぷい黄橿色 
砂粒、雲母 良

  

内 回転ナデ

外面回転ナデ 
全体の"4残存 回転糸切り離し 

61 -68 土師器 小皿 (6.4) 1.1 (7.2) 器為農18 ) 内面“こぷい黄橿色

外面にぶい黄橿色 
砂粒、長石、赤掲色

粒、白色粒、雲母 良
  

内面；回転ナデ、ナデ

外 回転ナデ 
全体の1旧残存 回転糸切り離し後ナデ 

81 -68 白磁 碗 (16.6) 伍0） 副郭部 ES 批乱 紬調：灰白色 精履、黒色粒 良
  

内面：沈線 
口縁～体部I/jo 
残存 

椀V ‘類× 棚 1・3類（大宰府〕 

120中頃-ito後半（II期） 

81 '67 白磁 杯 (11.0) 亀0） 副郭部 810 撹乱 軸調；灰白色 精徴 良
  

口緑～体部1思
残存 

14C代（森田B群〕 

鷲安） 皿 (10.5) 器禦
s 88. (808轟 

軸調一黄緑色 

露胎自に灰白色 
精徴 良

  
内 柿描文、片彫文 

口緑～体部中位 

4,5, 底部llB久損 

皿 I - lb類（大宰府） 

l2C'J-12c15半 (DV( 

91 '69 青白磁 碗 器讐 8906轟 軸調一青白色 精維 良
  

内面．へラ描き文 体部破片 14C代？（森田9群？) 

81 -70 青白磁 合子蓋 (6.7) 器響s B& (806農） 
軸調灰緑色 

露胎高に灰白色 精級 良
  

内面‘回転ナデ 口縁～天井部1恰
残存 

型押成形 

81 '71 青白磁 合子身 (4.6) 1.6 (4.0) 器禦 BSD0 轟 
紬 灰緑色

町胎部；灰白色 
精繊 良

  
外面：回転ケズリ 

口縁～底部1且
残存 

一

一
  

81 - 72 中国陶器 水注 a5) 副郭部 DtO 世乱 
軸副：灰緑色 

露胎部．黄灰色 精徴、白色粒、黒色粒 良
  

注ロ部のみ 

わずかに残存 

81 -72 中国陶器 耳壷×壷 (6.4） 副郭部 DIV 撹乱 紬調：灰緑色 精徴、黒色粒 良
  

口縁部破片 
内面に目跡あり 

耳壷VI類（大宰府）か？ 

"C代（中世皿期）か？ 

81 -74 中世須恵器 握鉢 器88s8(EDO轟 
内面；談黄灰色 

外面灰色、読黄灰色 
砂粒、長石、黒色粒、 

白色粒、雲母 良
  

内面：回転ナデ

外面：回転ナデ 

口縁～体部上位

破片 

東播系須恵器 

120中頃 -12C後半 

（第2期第1段階、森印編年〕 

81 '78 土師器 坪 (1.6) (9.4) 888888s 8 -  F8
*6. (8D84415( 

内面．にぷい黄橿色

外面：にぷい黄憧色 
砂粒、長石、白色粒、 

赤褐色粒、雲母 良
  

内面回転ナデ、回転

ナデ後ナデ 

外面；回転ナデ 

体部下位～底部 

118残存 回転糸切り離し、板状圧痕 

81 -76 土師器 更 一
 

 (3,4） 副郭部 DIV 撹乱 
内面；茶掲色

外面茶褐色 
石
 
英
 
角
 

砂
閃
 
粒

石
 
長
雲
 
石

母
 

良
  

内面ョコナデ、ナデ、 

指頭圧痕 

外面’ョコナデ、ナデ、 

指頭圧痕 

口縁部破片 

内外面に煤付着 

BC後半～IC代 

（大宰府W～α期） 

81 	77 石製品 不明石製品 (6.9) 叫4） ー 副郭部 68 撹乱 滑石 
石鍋の二汰加工品

厚さ一（1.3) 018 
重量：66.44 

81-73 鉄製品 鉄津か？ 64 器部 E'F9 完形？ m
 
 

り
U
 
2
 

 

ー
、り
一
 

厚
重
 
司
加
 

さ

B
C
 

 

7
9
 

8
0
 

 

白
 

青
く

磁
 

磁
観
 

碗
 

碗
  

(18.6) (3.8） 副郭部 GO 表採 軸調一黄白色 精徴、黒色粒 良
 

良
 

口縁～体部1侶
残存 

椀v-I類08十 1・3類（大宰府） 

Ito中頃～120後半（3期） 

器帯曲帯表採 軸調：青緑色 精徴 内面；片彫蓮花文、沈線 口縁部破片 
椀I 	2類（大宰府〕 

12C中頃 '100後半（3期） 

8
1
 

8
2
 

 

9
1
 

6
2
 

 

舶
 
雌
随
 
磁
 
知
 

碗
 

碗
  

(4.8) 帯潔粛表採 
綱

鶴
 
細

珊

色

白
 

色

茶
 
色
 

色
 

姦

6
.
8
6

1
8
1
0
 

 

精繊 良
 

覆
 

内面：へラ描き文、櫛目文

外面；回転へラケズり 

体部下位約114. 
高台約I/i残存 

i4C代？（森田9群？) 

(19.0) 鷲論 07 精績 
内面：片彫文 

外面’回転へラケズり 

口縁～体部 lIS 
残存 

椀 1-2類（大宰府〉 

Ito中頃 -12C後半（0期） 

鷲泉） 碗 (16.8) 鷲論 87 前調．隷色 晴繊 良
  

内面一片彫文、櫛目文 
口禄～体部l'9 
残存 

腕 I '8.類（大宰府〕 

IC中頃～120後半（11期〕 

鷲安） 碗 (16.4) 鷲論 87 	1 油‘
 
調

胎
 
横

部
 
緑

淡
 
色

黄
 
灰
 
色
 

青徴 良
  

内面：沈線、櫛点描文

へラ描き文 

外面；櫛目文、回転、ラ 	I 
ケズリ 

口緑約ll8, 体部」 

約I/S残存 

宛 I - lb類（大宰府） 

LIC中頃 -12C後半（D期） 

幣安） 宛 (16.0) 鷲論El 油調‘黄緑色 	 ， 青徴、砂粒、黒色粒 良

l
 
 
謝
  

コ縁部約l'9残存 1 宛 I - lb頗（大宰府） 

L2C中頃～'2C後半（0期） 

82 	86 青磁 	1 年炉 鷲論 87 由調青緑色 	， 青級 良
  

- I
  
市部破片 

82 - 87 青白磁 	イ 手子蓋 鷲島Fl 由調青白色 	 市 青績 い
  

、面：型押成形 月井部破片 

82 	88 石製品 不明石製品 13.8 鷲論 F? 日 骨石 
イ 

, 
' 

5鍋の二次加工品 

‘さ（最大厚）:1.0,18 
‘量‘163.6g 
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Tab. 8 トレンチー覧表① 

トレンチ名 
トレンチ 
設置地点 

グリッド トレンチの規模 調査の目的 調査成果 

No.1トレンチ 曲輪皿 F・G1S F2 長さ15.3m×幅lm 
曲輪ifiの内部施設、地形形状（有段の

有無など）の確認 
SKlを確認した。 

No.2トレンチ 曲輪皿 E2. Fl・2 長さ15m×幅lm 
曲輪皿の内部施設、地形形状（有段の

有無など）の確認 

トレンチ東側で南北方向に走る堀
切、もしくは竪堀と考えられる堀
跡を確認した。 

No.3トレンチ 
曲輪I 
土塁皿 

F・G4 長さ4.9m×幅lm 土塁の有無と、その形状・規模の確認 
土塁の造成土と溝状の落ち込みを
確認した。 

No.4トレンチ 
曲
土
 
輪
塁
 

 

D4 長さ5.2m×幅lm 土塁の形状・規模の確認 土塁の造成土を確認した。 

No.5トレンチ C4 長さ5.7m×幅lm 帯曲輪の形状・規模の確認 帯曲輪などは確認できなかった。 

No.6トレンチ 曲輪I D-'G5 長さ28.7m×幅lm 
主郭部の内部施設・地形形状（有段の
有無など）の確認 
北端は土塁の規模・形状の確認 

副郭部の調査に移行したため、表
土除去したのみで、掘削を終了し

た。 

No.7トレンチ 
曲輪］V 
横堀Iv G・H5 長さ8.lm×幅lm 曲輪Nの形状・規模の確認 

切岸・横堀・帯曲輪の造成土を確
認した。 

No.8トレンチ 
曲輪I 
土塁且 

D5・6 長さ5.lm×幅lm 土塁の形状・規模の確認 土塁の造成土を確認した。 

No.9トレンチ 
横堀I 
土塁W C' D6 長さ4.3m×幅lm 帯曲輪 I土塁の形状・規模の確認 

切岸・横堀・土塁の造成土を確認

した。 

No.10トレンチ 主郭部の虎口（出入口）・城門跡の確認 

トレンチ設定箇所が車両の出入口
となったため、調査を実施できな
かった。 

No.11トレンチ 
曲輪n 
横堀n 

D11-'145 
E6--115 F6・7 

長さ75.4m×幅lm 
副郭部の内部施設・地形形状（有段の

有無など）の確認 

副郭部の東西方向の地形状況と端
部の曲輪造成の確認を行った。遺
構配置状況を確認した。 

No.12トレンチ 
曲輪n 
横堀n 
土塁V 

C・1)10 長さ10.5ni×幅lm 帯曲輪・横堀の形状・規模の確認 
切岸・横堀・土塁の造成土を確認

した。 

No.13トレンチ 

曲輪且 
横堀且 
土塁V 

B・dlo 長さ9.7m×幅lm 副郭部の虎口（出入口）・城門跡の確認 
階段状の切土（出入口？）・横堀・

土塁の造成土を確認した。 

No.14トレンチ 
曲輪V 
横堀皿 

F・011 長さlOm×幅lm 帯曲輪・横堀の形状・規模の確認 
切岸 I横堀・帯曲輪もしくは土塁
の造成土を確認した。 

No.15トレンチ 
曲輪V 
横堀皿 

E・F12・13 長さ7m×幅lm 帯曲輪・横堀の形状・規模の確認 
切岸・横堀・帯曲輪もしくは土塁
の造成土を確認した。 

No.16東側トレンチ 横堀n DIS・14 長さ3.5m×幅1.8m 

堀切の形状・規模の確認
木橋などの柱穴跡の確認 

切岸・横堀・土塁の造成土を確認
した。横堀皿が竪堀Iまで延びる
状況を確認した。 

No.16西側トレンチ E13 長さ3m×幅1.8m 切岸を確認した。 

No.17トレンチ 曲輪W G3 長さ3.2m×幅lm 帯曲輪・横堀の範囲・規模の確認 
損乱による削平で、帯曲輪・横堀
の範囲・規模の確認できなかっ

た。 

No.18トレンチ 
曲輪N 
横堀W F・G7 長さ5m×幅0.6m 帯曲輪・横堀の範囲・規模の確認 

切岸・横堀・曲輪の造成土を確認

した。 

No.19トレンチ 曲輪N F・G8 長さ4.lm×幅0.8m 帯曲輪・横堀の範囲・規模の確認 
切岸・横堀・帯曲輪を確認できな
かった。 

No.20トレンチ 曲輪V F・G9 長さ2.8m×幅O.8m 帯曲輪・横堀の範囲・規模の確認 
切岸・横堀・帯曲輪を確認できな
かった。 



Tab. 9 トレンチー覧表② 

トレンチ名 
トレンチ 

設置地点 
グリッド トレンチの規模 調査の目的 調査成果 

No.21トレンチ 

曲輪M 
横堀n 
土塁V 

B・cli 長さ3.8m×幅lm 帯曲輪・横堀・土塁の範囲・規模の確認 

横堀・土塁・帯曲輪の造成土を確

認し、SX17では青磁碗に土師器杯

を伏せた状態で出土した。 

No.22トレンチ 
曲輪V 
横堀皿 

F' GO 長さ4izi×幅0'Gm 帯曲輪・横堀の範囲・規模の確認 横堀を確認した。 

No.23トレンチ 曲輪且 C・D10 長さSm×幅lm 曲輪・横堀 I土塁の範囲・規模の確認 
横堀・土塁もしくは曲輪の造成土

を確認した。 

No.24トレンチ 曲輪u C・B 12 長さ5.2m×幅0.5nュ 曲輪・横堀・土塁の範囲・規模の確認 
横堀・土塁もしくは曲輪の造成土

を確認した。 

No.25トレンチ 曲輪且 F10 長さ3.8m×幅0.3m 曲輪・横堀・土塁の範囲・規模の確認 
横堀・土塁もしくは曲輪の造成土
を確認した。 

No.26トレンチ 曲輪n E・FlO 長さ4.7m×幅1.2m 曲輪・横堀・土塁の範囲・規模の確認 
横堀・土塁もしくは曲輪の造成土

を確認した。 

Tab. 10 柵列一覧表 

遺構番号 グリッド 柱間 
柱間距離（m) 

全長（m) 方位 
最大 最小 

SA2 69' 30 6 1.0 0.7 65 N82。15' 6 

SA8 6・F7・8 6 8.2 1.1 11.2 N82。0' 6 

SA1O 68' 9 4 1.9 18 76 N82。10' S 

Tab. 11 掘立柱建物跡一覧表 

鷺 グリッド 
柱間 梁行柱間（m) 桁行柱間（In) 梁行長（m) 桁行長（m) 全体面積 身舎面積 

方位 
梁間 桁間 最大 最小 最大 最小 最大 最小 最大 最小 2m

 
 

坪 言 坪 

SB6 D・610 4
  

一
 

 2.2 22 2.0 一
 

 a5 8.5 8.4 31.5 6.52 18.7 5.65 
N 0。2O' Wから 
N2。20' Wに主軸を取る 

SB7 D・610 4
  

2.2 22 1
.9
  

一
 

 5.7 5S 5.7 21.6 6.54 12.98 3.52 
N0。15' Eから 
N0。40' Wに主軸を取る 

5B9 
D9・10 
610 

18 一
 

 2D 0.4 一
 

 一
 

 36.2 10.9 36.2 10.9 

Tab. 12 溝状遺構・土坑ー覧表 

遺番
 
構
ロ
万
 

グリッド 平面形態 
規模単位： (m）は残存・最大値 

出土遺物 備考 
長さ・長径 幅・短径 深さ 

SD4 C~E1l (15.8) 2.0 a1 中国産陶器壷・青磁皿 

slim E・F8 (12.3) 4.2 1.1 中国産陶器携・土師器杯 

SKi Fl 不整 2.15 0.85 0.08 
中国産青磁碗・皿 

中国産白磁碗、鉄釘 

深さは、遺物多数で完掘してい

ないため現状の数値 

SK3 E8 円形 0.8 0.65 0.06 

一 112- 



写真図版 



PL. 1 

1.鎮西山城跡調査状況遠景（北から） 

2．鎮西山城跡調査状況全景（天が北） 



’・そ ,', 

翻緬」療漸繊鰯離I 
1．鎮西山全景（南西から） 2‘鎮西山全景（南から） 

PL. 2 

3. 鎮西山城跡調査前全景（東から） 4. 曲輪I（主郭部）調査前（南から） 

   

 

5．曲輪且（副郭部）調査前（西から） 6. No. 1 トレンチ調査前（西から） 

   

7. No. 1 トレンチ南壁面土層（西から） 
	

8. No. 1 トレンチ掘削完了（東から） 



PL. 3 

1. No.2 トレンチ掘削完了・北壁面土層（東から） 

3. No. 3 トレンチ南壁面土層（西から） 

5.No.4 トレンチ調査前（東から） 

7. No. 4 トレンチ掘削完了（南から） 

2. No. 3 トレンチ調査前（東から） 

4. No. 3 トレンチ掘削完了（北東から） 

6. No. 4 トレンチ西壁面土層（南東から） 

8. No. 5 トレンチ西壁面土層（北東から） 



PL. 4 

1. No.5 トレンチ掘削完了（北から） 

3. No. 6 トレンチ掘削完了（北から） 

5. No. 7 トレンチ東壁面土層（南西から） 

7. No. 8 トレンチ調査前（南東から） 

嘱籍議 
4. No. 7 トレンチ調査前（東から） 

2. No. 6 トレンチ西壁面土層（南東から） 

6. No. 7 トレンチ掘削完了（西から） 

8. No. 8 トレンチ西壁面土層（南から） 



PL. 5 

1. No. 8 トレンチ掘削完了（南から） 
	

2. No. 9 トレンチ調査前（北東から） 

3. No. 9 トレンチ西壁面土層（東から） 
	

4. No. 9 トレンチ掘削完了（南から） 

5. No.11 トレンチ東端土層（南東から） 
	

6. No.H トレンチ西側掘削完了（東から） 

7.No. 11 トレンチ東側掘削完了（西から） 
	

8. No.12 トレンチ西壁面土層（北東から） 



PL. 6 

1. No. 12 トレンチ掘削完了（南から） 

3. No. 13 トレンチ掘削完了（北東から） 

5. No. 14 トレンチ東壁面土層②（南西から） 

7. No. 巧トレンチ調査前（西から） 

2. No. 13 トレンチ西壁面土層（北東から） 

4. No. 14 トレンチ東壁面土層①（南西から） 

6. No. 14 トレンチ掘削完了（北西から） 

8. No. 巧トレンチ南壁面土層（東から） 



1. No.巧トレンチ掘削完了（北東から） 

3. No.16 東側トレンチ西壁面土層（北東から） 

5. No. 16 西側トレンチ西壁面土層（南東から） 

7. No. 17 トレンチ西壁面土層（東から） 

PL. 7 

2. No. 16 東側トレンチ調査前（北西から） 

4. No.16 東側トレンチ掘削完了（北西から） 

6. No. 16 西側トレンチ掘削完了（北西から） 

8. No.打 トレンチ掘削完了（南西から） 



PL. 8 

1. No.18 トレンチ東壁面土層（南西から） 

3. No.19 トレンチ東壁面土層（北西から） 

5. No. 20 トレンチ東壁面土層（南西から） 

7. No. 21 トレンチ西壁面土層（北東から） 

2. No. 18 トレンチ掘削完了（北から） 

4. No.19 トレンチ掘削完了（北から） 

6. No. 20 トレンチ掘削完了（北から） 

8. No. 21 トレンチ掘削完了（北から） 



1. No.21 トレンチ遺物出土状況（東から） 

PL. 9 

2. No. 22 トレンチ西壁面土層（南西から） 

3. No. 22 トレンチ掘削完了（北西から） 4. No. 23 トレンチ西壁面土層（東から） 

5. No. 23 トレンチ掘削完了（南東から） 

7. No. 25 トレンチ掘削完了・西壁面土層（北東から） 

6. No. 24 トレンチ掘削完了・西壁面土層（北東から） 

8. No. 26 トレンチ掘削完了・西壁面土層（北東から） 



PL. 10 

1. 曲輪且（副郭部）調査状況 （天が北） 

2. SA2・8・10. SB6・7'9, SD5, SK3. SX12 検出（天が南） 



PL. 11 

1. SA2 検出（東から） 
	

2.SA8 検出（西から） 

3. SB6・7 検出（西から） 
	

4. SB6-P15 遺物出土状況（西から） 

5. SB9 検出（南から） 
	

6. SD4 土層（北から） 

7. SD5 トレンチ1南壁面土層（北東から） 	 8. SD5 トレンチ 2 北壁面土層（南東から） 



PL. 12 

1. SKl 検出（西から） 
	

2. SKl 遺物出土状況（西から） 

3. SK3 検出（南から） 
	

4. SK3 土層（南から） 

5. SX12 検出（東から） 
	

6. SX13 検出（北西から） 

7. SX13 遺物出土状況（北東から） 
	

8. 宮武教授による現地指導 



PL. 13 

1. No.7 トレンチ出土遺物（Fig.212) 
	

2. No.H トレンチ出土遺物（Fig.28-2) 

3.No. 11 トレンチ出土遺物（Fig.28-3) 

4. No.11 トレンチ出土遺物（Fig.28-9) 

5.No. 11 トレンチ出土遺物（Fig.2810) 
	

6. No.11 トレンチ出土遺物（Fig.28一 11) 
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PL. 14 

]. No.H トレンチ出土遺物（Fig.28-13) 
	

8. No.11 トレンチ出土遺物（Fig.28-14) 

'  ‘  、 

、 ． 

10. No.11 トレンチ出土遺物（Fig.29-24) 

9. No.H トレンチ出土遺物（Fig.29 16) 
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 11. No.12 トレンチ出土遺物（Fig.31-1) 
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12. No. 13 トレンチ出土遺物（Fig.33-4) 



PL. 15 
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13. No. 14 トレンチ出土遺物（Fig.35-4) 
	

14. No. 巧トレンチ出土遺物（Fig.37-1) 

15. No. 巧 トレンチ出土遺物（Fig.37-3) 
	

16. No. 巧 トレンチ出土遺物（Fig.37-4) 

, ) 

17. No. 巧 トレンチ出土遺物（Fig.375) 	 18. No. 19 トレンチ出土遺物（Fig.47-1) 

19. No. 20 トレンチ出土遺物（Fig.49-3) 



PL. 16 

21. No.21 トレンチ出土遺物（Fig.51"3) 

20. No. 21 トレンチ出土遺物（Fig.51-2) 

22. No. 21 トレンチ出土遺物（Fig.51-5) 

23. No. 23 トレンチ出土遺物（Fig.54-2) 



PL. 17 

25. No. 23 トレンチ出土遺物（Fig.5410) 

24. No. 23 トレンチ出土遺物（Fig.547) 

27. No. 26 トレンチ出土遺物（Fig. 59-2) 

26. No. 26 トレンチ出土遺物（Fig.59-1) 

Fig.64- 1 Fig.80-48 

 

 

Fig.80-49 Fig.8050 

 

28. SB6 (Fig.64-1). 
その他の出土遺物（Fig.80-48・49・50) 29. SB6 出土遺物（Fig.642) 



35.SKl 出土遺物（Fig.733) 35. SKl 出土遺物（Fig.73-3) 

PL. 18 

, 
30. SB7 出土遺物（Fig.66-5) 	 31.SD4 出土遺物（Fig.69-3) 

32. SD5 出土遺物（Fig.71-1) 	 33. SKl 出土遺物（Fig.73-1) 

34. SKl 出土遺物（Fig.73-2) 

,  （〕 lI 
36. SKl 出土遺物（Fig.734) 37. SKl 出土遺物（Fig.73-6) 	38. SKl 出土遺物（Fig.73-7) 



PL. 19 

40．その他の出土遺物（Fig.78-2) 

39. その他の出土遺物（Fig.78-1) 、 
41. その他の出土遺物（Fig.78-4) 	

42. その他の出土遺物（Fig.78-6) 

43. その他の出土遺物（Fig. 78-8) 

44. その他の出土遺物（Fig.78-9) 

45．その他の出土遺物（Fig. 78一 10) 



49. その他の出土遺物（Fig. 79-29) 

46．その他の出土遺物（Fig.78-18) 

47．その他の出土遺物（Fig.78-19) 

PL. 20 

48. その他の出土遺物（Fig. 79-23) 

50‘その他の出土遺物（Fig.79-32) 

一
 51. その他の出土遺物（Fig.80-40) 
	 52. その他の出土遺物（Fig.8047) 



PL. 21 

 

53. その他の出土遺物（Fig.80-54) 54. その他の出土遺物（Fig. 80 5 7) 

55‘その他の出土遺物（Fig.81-65) 

56．その他の出土遺物（Fig.8168) 

57. その他の出土遺物（Fig.81-69) 

58 その他の出土遺物（Fig.81-70) 	 59 その他の出土遺物（Fig.8171) 

蘭 

(
 

60 その他の出土遺物（Fig.81一 72) 	 61‘その他の出土遺物（Fig.81一 73) 



PL. 22 

62．その他の出土遺物（Fig.81-77) 
	

63. その他の出土遺物（Fig.81-78) 

＼、 
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64. その他の出土遺物（Fig. 81-81) 

  

   

65. その他の出土遺物（Fig.82-82) 

66．その他の出土遺物（Fig. 82-8 6) 

67‘その他の出土遺物（Fig. 82-87) 

68. その他の出土遺物（Fig.82-88) 
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瓦器 	鉄製品 

土師質土器 土製品 

中世の山城跡等 

※遺跡番号は『佐賀県遺跡地図』による。 
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